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はじめに
このたびはAterm（エーターム）シリーズをご利用いただき、まことにありがとうご
ざいます。
AtermWF1200HP-D（以下、親機と呼びます）は、IEEE802.11ac、IEEE802.11n、
IEEE802.11a、IEEE802.11g、IEEE802.11bの無線 LAN規格に準拠したワイヤレスブ
ロードバンドルータです。また、Wi-Fi 通信の子機としてご使用いただくこともできます。
本商品のマニュアルでは本商品の設置・接続のしかたから、さまざまな機能における操
作・設定方法、困ったときの対処方法まで、本商品を使いこなすために必要な事項を説
明しています。

■ マニュアル構成
本商品のマニュアルは下記のように構成されています。ご利用の目的に合わせてお読み
ください。

本商品のさまざまな機能を利用してできることをわかりやすい操作・
設定手順で説明しています。
「　ユーザーズマニュアル」はWebサイトに掲載されています。
サポートページ（ http://www.aterm.jp/docomo/ ）を参照してく
ださい。（2014年 9月現在）

本商品の基本機能についての説明書です。

つなぎかたガイドB（パソコン、ゲーム機など）
パソコン、ゲーム機などを例にインターネットが使えるようにな
るまでの接続と設定の手順をわかりやすく紹介しています。ま
た、本商品をお使いいただく前に確認していただきたい注意事項
なども記載しています。

取扱説明書（本書）

つなぎかたガイドA（スマートフォン）
スマートフォンを例にインターネットが使えるようになるまでの
接続と設定の手順をわかりやすく紹介しています。また、本商品
をお使いいただく前に確認していただきたい注意事項なども記載
しています。

 ユーザーズマニュアル（HTMLファイル）
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■電波に関する注意事項
 ●本商品は、技術基準適合証明を受けています。
 ●本商品は、IEEE802.11ac、IEEE802.11n（5GHz）および IEEE802.11a 通信利用時は
5GHz 帯域の電波を使用しております。5.2GHz、5.3GHz 帯域の電波の屋外での使用は電波法
により禁じられています。
 ●5GHz 帯で使用するチャネルは 36,40,44,48ch（W52）と 52,56,60,64ch（W53）と
100,104,108,112,116,120,124,128,132,136,140ch（W56）です。親機としては、
従来の IEEE802.11a で使用の34,38,42,46ch（J52）の装置と IEEE802.11a モードでの
通信はできません。

・ W52 （5.2GHz 帯 /36,40,44,48ch）、
 W53 （5.3GHz 帯 /52,56,60,64ch）、
  W56 （5.6GHz 帯 /100,104,108,112,116,120,124,128,132,
136,140ch）が利用できます。

  5GHz 帯で接続する子機は、以下の表示があるものを推奨します。

・ W52 （5.2GHz 帯 /36,40,44,48ch）
・ W53 （5.3GHz 帯 /52,56,60,64ch）
・  W56 （5.6GHz 帯 /100,104,108,112,116,120,124,128,132,136,140ch）
 ●W53（52/56/60/64ch）またはW56（100/104/108/112/116/120/124/128/132/
136/140ch）を選択した場合は、法令により次のような制限事項があります。

 ・  各チャネルの通信開始前に、1分間のレーダー波検出を行いますので、その間は通信を行えませ
ん。

 ・  通信中にレーダー波を検出した場合は、自動的にチャネルを変更しますので、通信が中断される
ことがあります。

 ●本商品は2.4GHz 帯域の電波を使用しており、この周波数帯では、電子レンジなどの産業・科学・
医療機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ラインなどで使用される免許を要する移動体識別用
構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無線局など（以下「他の無線局」と略
す）が運用されています。
 ●2.4GHz 帯使用のBluetooth 機器との通信はできません。
 ● IEEE802.11n（2.4GHz）、IEEE802.11g、IEEE802.11b 通信利用時は、2.4GHz 全帯域を
使用する無線設備であり、移動体識別装置の帯域が回避可能です。変調方式としてDS-SS方式お
よび、OFDM方式を採用しており、与干渉距離は40mです。

2.4 : 2.4GHz 帯を使用する無線設備を示す
DS/OF : DS-SS方式およびOFDM方式を示す
4 : 想定される干渉距離が40m以下であることを示す
■■■ :  全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可

能であることを意味する

（1）  本商品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないことを確認してください。
（2）  万一、本商品と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合は、速やかに本商品の使用

チャネルを変更するか、使用場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射を停止）
してください。

（3）  その他、電波干渉の事例が発生し、お困りのことが起きた場合には、別紙に記載のお問い合
わせ先にお問い合わせください。

 ●デュアルチャネル (HT40) を利用する場合は、同一周波数帯を使用する他の無線局に対して干渉
を与える可能性があります。

 ・  デュアルチャネル (HT40) を「使用する」に設定する場合には、周囲の電波状況を確認して他の
無線局に電波干渉を与えないことを事前にお確かめください。

 ・  万一、他の無線局において電波干渉が発生した場合には、すぐに「使用しない」に設定を変更し
てください。
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•  Aterm は、日本電気株式会社の登録商標です。
•  らくらく無線スタート、らくらくネットスタート、らくらくQR スタートは、NECプラット

フォームズ株式会社の登録商標です。
•  Windows、Windows Vista® は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の

国における登録商標または商標です。
•  Windows Vista はオペレーティングシステムです。
•  Mac OS、OS X、AirMac、iPad、iPhone、iPod touch、Safari は、米国および他の

国々で登録された Apple Inc. の商標です。
•  iPhone 商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
•  Internet Explorer は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における

商標または登録商標です。
•  Android は、Google Inc. の商標または登録商標です。
•  Firefox® は、米国Mozilla Foundation の米国およびその他の国における商標または登

録商標です。
•  「PlayStation」、「プレイステーション」、「PS3」および「PSP」は株式会社ソニー・コン

ピュータエンタテインメントの登録商標です。「PS4」は同社の商標です。また、「プレイ
ステーション 3」、「プレイステーション 4」、「PSP®「プレイステーション・ポータブル」」
および「PlayStation®Vita」は同社の商品です。 
©Sony Computer Entertainment Inc.

•  Wii、WiiU、ニンテンドー DS、ニンテンドー3DSは、任天堂の登録商標または商標です。
•  Xbox 360 は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商

標または商標です。
•  Bluetooth は、Bluetooth SIG, Inc. の登録商標です。
•  Oracle と Java は、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびそ

の他の国における登録商標です。
•  「QR コード」は、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
•  「お名前 .com®」は、GMOインターネット株式会社の登録商標です。
•  その他、各会社名、各製品名およびサービス名などは各社の商標または登録商標です。

© NEC Platforms, Ltd. 2014
NECプラットフォームズ株式会社の許可なく複製・改版、および複製物を配布することはで
きません。
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  メンテナンスバージョンアップ機能　
機器情報の扱いについて

メンテナンスバージョンアップは、本商品のソフトウェアに重要な更新（※）があった場
合、自動でバージョンアップする機能です。この機能に必要な本商品の機器情報を
NECプラットフォームズ株式会社（以下「当社」とします。）のサーバに通知いたします。

（1）通知される機器情報
• お客様がご使用になっている本商品の機器情報
• お客様がご使用になっている本商品のネットワーク情報

（2）情報利用の目的について
本機能の実現と本商品や本機能の改善、向上のためにお客様の機器情報を利用いたし
ます。
お客様の機器情報は、本機能およびホーム IPロケーション機能（☛P6）を実現する
ために利用し、これ以外の目的では利用いたしません。

（3）情報の管理
当社が利用するお客様の情報につきましては、当社の取り扱い手続きに則り、適切な
管理を行います。
当社が第三者と連携して実施する本機能につきましても、当社の取り扱い手続き同様
に適切な管理を実施します。

本機能は、工場出荷時に機能が有効になっておりますので、お客様が本商品の電源を入
れることで機能の提供が開始されます。本機能を必要とされない場合は、「メンテナン
スバージョンアップ機能の停止方法」（☛P7-14）を参照して、機能を停止してください。

（※） 「重要な更新」とは、当社が本商品の機能を提供するうえでソフトウェアのバージョ
ンアップが必須と判断した場合を示します。重要な更新がある場合は、サポートペー
ジにてご案内します。
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  ホーム IPロケーション機能の
ご使用条件

ここでは、当社が提供するホーム IPロケーション機能の使用条件を記載しています。
ホーム IPロケーション機能を使用する場合は、機能を有効にする前に（※）、こちらのご
使用条件をご確認ください。機能を有効にされた場合は、ご使用条件にご同意いただけ
たものといたします。
ホーム IPロケーション機能は、本商品をご使用になるお客様に、より便利にお使いい
ただけるよう、インターネットからホーム IPロケーション名で本商品へのアクセスを
可能とする機能です。
本機能は、以下の場合に有効になります。 
・WAN 側にグローバル IPアドレスが付与されている
・ブリッジモード時は、上位ルータが
－WAN側にグローバル IPアドレスを付与されている
－UPnP機能が有効になっている
・メンテナンスバージョンアップ機能が「使用する」になっている（初期値：「使用する」）

なお、機能が有効となる条件を満たしても、本商品へのアクセスが可能になるまで1時
間程度要する場合があります。
また、ホーム IPロケーション名は、本商品固有の名前になり、変更することはできま
せん。

（※） ホーム IP ロケーション機能の設定方法や詳細については、「 ユーザーズマニュ
アル」を参照してください。

１. 使用権
本機能の提供は、本商品をご使用いただいているお客様に対して行います。
また、本商品を転売等された場合は、新たに本商品を所有されるお客様が本機能を
ご使用いただけます。

２. 禁止行為
本機能は、違法行為または以下の行為をされる場合、ご使用いただけません。
当社が機能使用に適さないと判断した場合、予告なく機能を停止させていただきます。
（1）公序良俗に反する行為
（2）営利目的に使用する行為
（3）第三者の権利を侵害する行為またはその恐れのある行為
（4）本機能の運営を阻害する行為またはその恐れのある行為
（5）本機能を使用する権利を第三者に移譲する行為
（6）本商品の偽装をする行為

３. 免責事項
当社は本機能を提供するにあたり、機能の提供維持、安定化に努めますが、当社の
対応は下記のものとなります。
（1）本機能の損害賠償

本機能によるお客様が被る損害については、いかなる場合も当社は一切の責任を
負いません。

（2）本機能の保証範囲
本機能は本商品と当社サーバにて機能動作を確認し、保証するものとなります。
本機能ご使用にあたり、お客様のご使用環境に起因する機能、性能の動作保証や
お客様のデータや機器に関する保証については、当社は一切の責任を負いません。
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ホーム IPロケーション機能のご使用条件

（3）本機能の中断、停止
やむを得ない理由または当社の都合により、本機能の中断・停止を予告なく行う
ことがあります。

（4）本条件の変更
本条件の改定を予告なく行うことがあります。

４. 機器情報の扱い
この機能に必要な本商品の機器情報を当社のサーバに通知いたします。
（1）通知される機器情報

・お客様がご使用になっている本商品の機器情報
・お客様がご使用になっている本商品のネットワーク情報

（2）情報利用の目的について
本機能の実現と本商品や本機能の改善、向上のためにお客様の機器情報を利用い
たします。
お客様の機器情報は、本機能およびメンテナンスバージョンアップ機能（☛P5）
を実現するために利用し、これ以外の目的では利用いたしません。

（3）情報の管理
当社が利用するお客様の情報につきましては、当社の取り扱い手続きに則り、適
切な管理を行います。
当社が第三者と連携して実施する本機能につきましても、当社の取り扱い手続き
同様に適切な管理を実施します。

５. その他
本機能は国内法に従い対応します。また、関連した紛争については、東京地方裁判
所を第一審の専属的合意所轄裁判所とします。
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 安全にお使いいただくために必ず
お読みください

本書には、あなたや他の人々への危険や財産への損害を未然に防ぎ、本商品を安全にお
使いいただくために、守っていただきたい事項を示しています。 
その表示と図記号の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお
読みください。

本書中のマーク説明
 警　告 ：  人が死亡する、または重傷を負う可能性が

想定される内容を示しています。
 注　意 ：  人が軽傷を負う可能性が想定される内容、

および物的損害のみの発生が想定される
内容を示しています。

 お願い ：  本商品の本来の性能を発揮できなかったり、
機能停止をまねく内容を示しています。

図記号の説明
■ 警告・注意を促す記号

発火注意
 

感電注意
 

高温注意
 

破裂注意

■ 行為を禁止する記号

一般禁止

 

分解禁止

 

水ぬれ禁止

 

ぬれ手禁止

 

風呂等での
使用禁止

 

火気禁止

■ 行為を指示する記号

一般指示

 

電源プラグをコンセントから抜け

 警　告

電源

●  AC100Vの家庭用電源以外では使用しないでください。火
災、感電の原因となります。 
差し込み口が2つ以上ある壁の電源コンセントに他の電気
製品のACアダプタを差し込む場合は、合計の電流値が電源
コンセントの最大値を超えないように注意してください。火
災、感電、故障の原因となります。

●  電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に
曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたりしないでく
ださい。火災、感電の原因となります。 
また、重いものをのせたり、加熱したりすると電源コードが
破損し、火災、感電の原因となります。

●  ACアダプタは、たこ足配線にしないでください。たこ足配
線にするとテーブルタップなどが過熱、劣化し、火災の原因
となります。
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

 警　告
●  ACアダプタは、必ず本商品に添付のものをお使いください。
また、本商品のACアダプタは、他の製品に使用しないでく
ださい。火災、感電、故障の原因となります。

●  ACアダプタにものをのせたり布を掛けたりしないでくださ
い。過熱し、ケースや電源コードの被覆が溶けて火災、感電
の原因となります。

●  ACアダプタは日本国内AC100V（50/60Hz）の電源専用
です。他の電源で使用すると火災、感電、故障の原因となり
ます。

●  ACアダプタは風通しの悪い狭い場所（収納棚や本棚の後ろ
など）に設置しないでください。過熱し、火災や破損の原因
となることがあります。また、ACアダプタは、電源コンセント
の近くに設置し、容易に抜き差し可能な状態でご使用くださ
い。

こんなときは

●  万一、煙が出ている、変なにおいがするなどの異常状態のま
ま使用すると、火災、感電の原因となります。すぐに本商品
のACアダプタをコンセントから抜いてください。煙が出なく
なるのを確認してから、別紙に記載のお問い合わせ先にご連
絡ください。お客様による修理は危険ですから絶対におやめ
ください。

●  本商品を水や海水につけたり、ぬらさないでください。万一
内部に水が入ったり、ぬらした場合は、すぐに本商品のAC
アダプタをコンセントから抜いて、別紙に記載のお問い合わ
せ先にご連絡ください。そのまま使用すると、火災、感電、
故障の原因となることがあります。

●  本商品の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいものな
どの、異物を差し込んだり落としたりしないでください。
万一、異物が入った場合は、すぐに本商品のACアダプタを
コンセントから抜いて、別紙に記載のお問い合わせ先にご連
絡ください。そのまま使用すると、火災、感電、故障の原因
となることがあります。特にお子様のいるご家庭では、ご注
意ください。

●  電源コードが傷んだ状態（芯線の露出・断線など）のまま使
用すると火災、感電の原因となります。すぐに本商品のAC
アダプタをコンセントから抜いて、別紙に記載のお問い合わ
せ先にご連絡ください。
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 警　告
●  万一、本商品を落としたり破損した場合は、すぐに本商品の
ACアダプタをコンセントから抜いて、別紙に記載のお問い
合わせ先にご連絡ください。そのまま使用すると、火災、感
電の原因となることがあります。

禁止事項

●  本商品は家庭用の電子機器として設計されております。人命に
直接関わる医療機器や、極めて高い信頼性を要求されるシス
テム（幹線通信機器や電算機システムなど）では使用しないで
ください。社会的に大きな混乱が発生する恐れがあります。

●  本商品を分解・改造しないでください。火災、感電、故障の
原因となります。

●  ぬれた手で本商品を操作したり、接続したりしないでくださ
い。感電の原因となります。

●  本商品の内部や周囲でエアダスターやダストスプレーなど、
可燃性ガスを使用したスプレーを使用しないでください。引
火による爆発、火災の原因となります。

その他の注意事項

●  航空機内や病院内などの無線機器の使用を禁止された区域
では、本商品の電源を切ってください。電子機器や医療機器
に影響を与え、事故の原因となります。

●  本商品は、高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器や
心臓ペースメーカなどの近くに設置したり、近くで使用したり
しないでください。電子機器や心臓ペースメーカなどが誤動
作するなどの原因となることがあります。 
また、医用電気機器の近くや病院内など、使用を制限された
場所では使用しないでください。

●  本商品を医療機器や高い安全性が要求される用途では使用
しないでください。 
人が死亡または重傷を負う可能性があり、社会的に大きな混
乱が発生する恐れがあります。

●  本商品のそばに花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水
の入った容器、または小さな金属類を置かないでください。
こぼれたり中に入った場合、火災、感電、故障の原因となる
ことがあります。

●  風呂場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは設置およ
び使用はしないでください。火災、感電、故障の原因となる
ことがあります。
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

 注　意
設置場所

●  直射日光の当たるところや、ストーブ、ヒータなどの発熱器
のそばなど、温度の高いところに置かないでください。内部
の温度が上がり、火災の原因となることがあります。

●  温度変化の激しい場所（クーラーや暖房機のそばなど）に置
かないでください。本商品の内部に結露が発生し、火災、感
電、故障の原因となります。

●  調理台のそばなど油飛びや湯気が当たるような場所、ほこり
の多い場所に置かないでください。火災、感電、故障の原因
となることがあります。

●  ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に置か
ないでください。 
また、本商品の上に重いものを置かないでください。バラン
スがくずれて倒れたり、落下してけがの原因となることがあり
ます。

●  本商品の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと
内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。次の
ような使いかたはしないでください。

 ・ 収納棚や本棚、箱などの風通しの悪い狭い場所に押し込む
 ・ じゅうたんや布団の上に置く
 ・ テーブルクロスなどを掛ける
●  本商品を重ね置きしないでください。重ね置きすると内部に
熱がこもり、火災の原因となることがあります。また、必ず
添付のスタンドを使用して、本商品の周囲に十分なスペース
を確保してください。
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 注　意
電源

●  本商品の電源プラグはコンセントに確実に差し込んでくださ
い。抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。電
源コードを引っ張るとコードが傷つき、火災、感電の原因と
なることがあります。

●  本商品の電源プラグとコンセントの間のほこりは、定期的（半
年に1回程度）に取り除いてください。火災の原因となるこ
とがあります。

●  本商品のお手入れをする際は、安全のため必ずACアダプタ
をコンセントから抜いてください。感電の原因となることが
あります。

●  移動させる場合は、本商品のACアダプタをコンセントから
抜き、外部の接続線を外したことを確認のうえ、行ってくだ
さい。コードが傷つき、火災、感電の原因となることがあり
ます。

●  長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず本商品の
ACアダプタをコンセントから抜いてください。

●  本商品の使用中や使用直後、ACアダプタは高温になる場合
があり、やけどなどの恐れがありますので注意してください。

禁止事項

●  本商品に乗らないでください。特に小さいお子様のいるご家
庭ではご注意ください。壊れてけがの原因となることがあり
ます。

●  雷が鳴りだしたら、電源コードに触れたり周辺機器を接続し
たりしないでください。落雷による感電の原因となります。

●  取扱説明書などにしたがって接続してください。間違えると
接続機器や回線設備が故障することがあります。

その他の注意事項

●  本商品は動作中に高温になる場合があります。本商品の移動
や取り外しの際には、ご注意ください。

●  使用中は本商品が熱くなることがありますが、手で触れるこ
とができる温度であれば故障ではありません。ただし、長時
間触れたまま使用しないでください。低温やけどになること
があります。
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

 お願い
設置場所

●  本商品を安全に正しくお使いいただくために、次のようなと
ころへの設置は避けてください。
・ 振動が多い場所
・ 気化した薬品が充満した場所や、薬品に触れる場所
・ 電気製品・AV・OA機器などの磁気を帯びている場所や電
磁波が発生している場所（電子レンジ、スピーカ、テレビ、
ラジオ、蛍光灯、電気こたつ、インバータエアコン、電磁調
理器など）

・ 高周波雑音を発生する高周波ミシン、電気溶接機などが近
くにある場所

●  本商品をコードレス電話機やテレビ、ラジオなどの近くで使
用すると、コードレス電話機の通話にノイズが入ったり、テレ
ビ画面が乱れるなど受信障害の原因となることがあります。
このような場合は、お互いを数m以上離してお使いくださ
い。

●  親機と子機の距離が近すぎるとデータ通信でエラーが発生
する場合があります。このような場合は、お互いを1m以上
離してお使いください。

●  本商品を壁掛けで使用する場合、同じ場所に長期間設置する
と、壁紙が変色（色あせ）する場合があります。

禁止事項

●  落としたり、強い衝撃を与えないでください。故障の原因と
なることがあります。

●  製氷倉庫など特に温度が下がるところに置かないでくださ
い。本商品が正常に動作しないことがあります。

●  本商品を移動するときは、接続コードを外してください。
故障の原因となることがあります。

●  動作中に接続コード類が外れたり、接続が不安定になると誤
動作の原因となります。動作中は、コネクタの接続部には触
れないでください。

●  本商品の電源を切ったあと、すぐに電源を入れ直さないでくだ
さい。10 秒以上の間隔をあけてから電源を入れてください。
すぐに電源を入れると電源が入らなくなることがあります。
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 お願い

日ごろのお手入れ

●  ベンジン、シンナー、アルコールなどでふかないでください。
本商品の変色や変形の原因となることがあります。汚れがひ
どいときは、薄い中性洗剤をつけた布をよくしぼって汚れを
ふき取り、やわらかい布でからぶきしてください。 
ただし、コネクタ部分は、よくしぼった場合でもぬれた布で
は絶対にふかないでください。

● 水滴がついている場合は、乾いた布でふき取ってください。

無線LANに関する注意事項

●  無線 LANの規格値は、本商品と同等の構成を持った機器と
の通信を行ったときの理論上の最大値であり、実際のデータ
転送速度を示すものではありません。

●  本商品は他社製品との相互接続性を保証しておりません。
●  無線 LANの伝送距離や伝送速度は壁や家具・什器などの周
辺環境により大きく変動します。

●  5.2GHz、5.3GHz 帯域の屋外での使用は電波法により禁
止されています。

その他の注意事項

●  通信中に本商品の電源が切れたり、本商品を取り外したりす
ると、通信ができなくなり、データが壊れることがあります。
重要なデータは元データと照合してください。

●  本商品プラスチック部品の一部が、光の具合によってはキズ
のように見える場合があります。 
プラスチック製品の製造過程で生じることがありますが、構
造上および機能上は問題ありません。
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安全にお使いいただくために必ずお読みください

 無線 LAN製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意

　無線 LANでは、ETHERNETケーブルを使用する代わりに、電波を利用
してパソコン等と親機間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であ
れば自由にLAN接続が可能であるという利点があります。
　その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場
所に届くため、セキュリティに関する設定を行っていない場合、以下のような
問題が発生する可能性があります。

●  通信内容を盗み見られる 
悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、
IDやパスワード又はクレジットカード番号等の個人情報
メールの内容

 等の通信内容を盗み見られる可能性があります。

●  不正に侵入される 
悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、
個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）
特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）
傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）
コンピュータウィルス等を流しデータやシステムを破壊する（破壊）

 等の行為をされてしまう可能性があります。

　本来、無線 LAN 製品は、セキュリティに関する仕組みを持っていますの
で、その設定を行って製品を使用することで、上記問題が発生する可能性は
少なくなります。

　セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した上
で、お客様自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製
品を使用することをお奨めします。

　セキュリティ対策をほどこさず、あるいは、無線 LANの仕様上やむをえ
ない事情によりセキュリティの問題が発生してしまった場合、当社はこれに
よって生じた損害に対する責任は一切負いかねますのであらかじめご了承く
ださい。

　なお、無線 LANをより安全にお使いいただくために、親機の暗号化キー、
PINコードは定期的に変更することをお奨めします。変更は、クイック設定
Webで行います。暗号化キーは［Wi-Fi 詳細設定］、PINコードは［WPS設
定］の画面で変更してください。
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本商品で できること

本商品は、外付けADSLモデム／CATVケーブルモデム／ FTTH回線終端装置に接
続して、複数の機器で同時にインターネットを利用できるブロードバンドルータです。
また、本商品は、親機としても子機としてもご使用になることができます。（☛P26）

ブロードバンド 
ADSL
CATV（FTTH）
接続業者 パソコン 

親機

ブロードバンド 
モデム／回線終端装置 

LANポート×３
WANポート 

無線LAN内蔵パソコンなど

テレビ
子機WF1200HP-D 中継機

WF1200HP-D

5GHz・拡張
モードで接続

5GHzまたは2.4GHzで接続

無線LAN内蔵
パソコンなど

5GHz・拡張モードで接続
（らくらく無線スタートで接続）

「プレイステーション 3」
などゲーム機  
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■ 動作モード設定
本商品は、親機としても子機としてもご使用になることができます。（☛P26）
親機としてご使用になる場合は、ルータ機能を使用する動作モード（PPPoEルータモー
ドまたはローカルルータモード）と、ルータ機能を停止して使用する動作モード（ブリッ
ジモード）があり、インターネットに接続するためには、この動作モードを設定する必
要があります。（☛P2-2）
子機（イーサネットコンバータ）としてご使用になる場合は、子機（CONVERTER）モー
ドに設定します。（☛P28）

■  Wi-Fi 通信
●  親機では、IEEE802.11ac、IEEE802.11n、IEEE802.11a、IEEE802.11g、
IEEE802.11bに対応した子機とWi-Fi 通信を行うことができます。

 ※  子機は、10台以下でのご使用をお勧めします。
 ※  無線で届く範囲は環境によって異なります。

● W52帯、W53帯、W56帯対応
  親機は 5GHz 帯（W52、W53、W56）に対応しており、5GHz 帯で 19チャネ
ルがご利用になれます。
タイプ チャネル 周波数帯域
W52 36, 40, 44, 48ch 5.2GHz 帯

（5,150-5,250MHz）
W53 52, 56, 60, 64ch 5.3GHz 帯

（5,250-5,350MHz）
W56 100, 104, 108, 112, 116, 120, 124, 

128, 132, 136, 140ch
5.6GHz 帯
（5,470-5,725MHz）

  ただし、W52帯、W53帯、W56帯でご利用になるには、ご利用の子機がW52帯、
W53帯、W56帯に対応している必要があります。

  従来の J52帯を使用する子機とは通信できません。
  以下の相互接続一覧表を参照のうえ、ご注意ください。
  Atermシリーズ子機のバージョンアップ対応機種などの最新情報は、サポートペー

ジなどでご確認ください。
子機 IEEE802.11a（J52）

対応子機
子機

WF1200HP-D
（W52,W53,W56）親機

WF1200HP-D（W52,W53,W56） × ◎
IEEE802.11a（J52）対応親機 △ ×
IEEE802.11a（W52,W53）対応親機 × ○

 ◎：  W52 帯（5,150-5,250MHz）、W53 帯（5,250-5,350MHz）、W56 帯
（5,470-5,725MHz）を使用して、最大19チャネルから選択が可能です。

 ○：  W52帯（5,150-5,250MHz）、W53帯（5,250-5,350MHz）を使用して、
最大8チャネルから選択が可能です。

 △： J52帯（5,150-5,250MHz）を使用して、最大4チャネルから選択が可能です。
 ×：利用不可。
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本商品でできること

■  Wi-Fi 通信
●  親機では、5GHz通信（IEEE802.11ac、IEEE802.11n、IEEE802.11a）
と2.4GHz 通信（IEEE802.11n、IEEE802.11g、IEEE802.11b）を同
時に利用できます。

  2台の子機で、5GHz（IEEE802.11ac、IEEE802.11n、IEEE802.11a）と2.4GHz
（IEEE802.11n、IEEE802.11g、IEEE802.11b）のそれぞれのWi-Fi 通信モードを
占有して通信をしたり、電波状態の良いWi-Fi 通信モードで通信したりすることができ
ます。 
また  Wi-Fi 通信モードごとに電波出力、ネットワーク名（SSID）、暗号化キー、
ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）、MACアドレスフィルタリングの設定をす
ることができます。

 ※ 子機から5GHz モードにWi-Fi 接続する際は、5GHz のネットワーク名（SSID）
を選択してください。 
なお、「らくらく無線スタート」でのWi-Fi 設定は、工場出荷状態では、2.4GHz モー
ドに設定されています。 
「らくらく無線スタート」で5GHz モードのWi-Fi 設定を行う場合は、クイック設
定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－［Wi-Fi 基本設定］で［Wi-Fi 自動設定
動作モード］を「5GHz」に変更してから、接続設定してください。 
（ただし、子機WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500N、
WL300NE-AGの場合は、工場出荷状態であれば、5GHzに優先的に接続できます。）

●  デュアルチャネル機能
  親機では、Wi-Fi 通信で利用する通信チャネルの幅を、20MHz幅から40MHz幅
に拡大することにより、約2倍の通信速度を実現するデュアルチャネル通信機能を
搭載しています。（初期値は「使用する（自動切替）」） 
 本商品でデュアルチャネル通信機能が利用可能な周波数帯は、2.4GHz 帯（計13
チャネル）です。（ ユーザーズマニュアル）

●  クワッドチャネル機能
  親機では、Wi-Fi 通信で利用する通信チャネルの幅を、20MHz幅から80MHz幅
に拡大することにより、約4倍の通信速度を実現するクワッドチャネル通信機能を
搭載しています。（初期値は「使用する」）本商品でクワッドチャネル通信機能が利
用可能な周波数帯は、IEEE802.11ac の 5GHz帯のみです。（ ユーザーズマニュ
アル）

●   オートチャネルセレクト機能
  親機の起動時に、周囲にあるアクセスポイントを検出し、2.4GHz 帯および5GHz
帯のそれぞれで電波状態の良いチャネルを自動選択します。（初期値は「使用する」）
（ ユーザーズマニュアル）
  5GHz 帯では、工場出荷状態はW52のみサーチするように設定されていますが、
クイック設定Webで設定することにより、W53、W56もサーチ対象帯域に加え、
最大19チャネルから自動選択させることが可能です。

 ※ デュアルチャネル有効設定時は、2.4GHz 帯（計11チャネル）から選択されます。
 ※ クワッドチャネル有効設定時は、5GHz 帯のW52（1チャネル）、W53（1チャ

ネル）、W56（計2チャネル）から選択されます。 
対象となる周波数帯域を指定したい場合は、あらかじめサーチ対象帯域を指定して
ください。

 ※  Wi-Fi ネットワーク内に5GHz 帯のW53、W56が利用できない子機が1台で
もある場合は、サーチ対象帯域にW53、W56を加えないようにご注意ください。
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■ Wi-Fi を簡単に設定する
● らくらく無線スタート／らくらく無線スタートEX
らくらく無線スタート／らくらく無線ス
タートEXとは、親機にあるらくらくスター
トボタンの操作で、Wi-Fi の接続設定
（SSID・暗号化キーなどの設定）を簡単に
行える機能です。（☛P3-11）

らくらくスタート
ボタン

● WPS（Wi-Fi Protected Setup）
  WPSに対応したWi-Fi の自動設定を行うことができます。（☛P3-12） 
設定方法には、らくらくスタートボタンによる設定の他、PIN方式による設定があ
ります。なお、設定するには、子機側もWPSに対応している必要があります。

 ※  WPSとは、Wi-Fi Alliance が策定したWi-Fi の接続・セキュリティの設定を簡
単に行うための規格です。

■ マルチSSID機能
親機には、3つのネットワーク「オーナーSSID」「ゲストSSID」「WEP専用SSID」
があり、それぞれに異なる設定（セキュリティなど）を行うことができます。（☛P3-3）
また、これらのSSIDは同時に動作しているため、AESを利用可能な子機と、ニンテ
ンドーDSなどWEPのみが利用可能な子機が共存可能です。
通常は、「オーナーSSID」に接続してください。

■ 子機の増設
● 子機を増設する
 子機として別売りの次の機器を増設できます。
 ※接続する子機によって通信速度が異なります。
  ＜ IEEE802.11ac、IEEE802.11n/a/g/b 通信＞
   WL900U/WF1200HP-D（※）/WF1200HP（※）/WG1800HP（※）/WG1400HP（※）

  ＜ IEEE802.11n/a/g/b 通信＞
   WL450NU-AG/WL300NU-AG/WR9500N（※）/WL300NE-AG
  ＜ IEEE802.11n/g/b 通信＞
   WL300NU-GS
  （※）  子機（CONVERTER）モードまたは無線 LAN子機（CONVERTER）モードでご使用ください。

● 無線 LAN内蔵パソコンを接続する
  親機が使用している通信規格と同じ通信規格の無線 LAN内蔵パソコンを増設できま
す。（パソコンの機種により、機能制限や接続できない場合があります。）

● ゲーム機をWi-Fi 接続する
  Wii、ニンテンドー3DS、「プレイステーション 3」、PlayStation®Vita および
Xbox 360などネットワークゲーム機を接続することができます。（☛P3-5）
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本商品でできること

■ セキュリティ対策をする
親機には、ブロードバンド回線側からの不正なアクセスを防ぐ「WAN回線側セキュリ
ティ機能」と、Wi-Fi ネットワーク内のデータのやりとりを他人に見られたり、不正に
利用されたりしないための「Wi-Fi セキュリティ機能」があります。必要に応じてセキュ
リティ対策を行うことができます。（☛P4-2、「 ユーザーズマニュアル」）

■ ネットワーク分離機能
マルチSSID（☛P3-3）のそれぞれのネットワークに接続した子機や、有線で接続された
パソコンへのアクセスを制限し、親機に接続した他のネットワークから分離することが
できます。（☛P4-8）
なお、WAN側が分離されることはありません。

■ 悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能
悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能は、ネットスター株式会社の提供する
「インターネット悪質サイトブロック　ファミリースマイル」に対応する機能です。ネッ
トスター株式会社とライセンス契約を行い、パソコンなどのインターネット接続端末に
ブロックレベルを設定することで、悪質なサイトや有害なサイトの表示をブロックし、
お客様やお客様のご家族をこれらの危険なサイトから守ることができます。（☛P4-9）

 ■ 中継機として使用する
本商品は、親機と子機の間で電波を中継（リレー）する中継機としても使用できます。
親機と子機の通信できる距離がさらに広がります。（☛P5-2）

■  TV モードに対応
親機にWi-Fi 接続したパソコンやTVで、安定したストリーミング画像を視聴する
ことができます。（ ユーザーズマニュアル）

ルータタイプ
ブロードバンド

モデム
親機

5GHz・拡張モードで接続
パソコン

子機WF1200HP-D テレビ
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 ■ ECOモード
● ECOモードにする（☛P5-4）
 親機の一部の機能を制限することで消費電力を抑えることができます。
● LANポート自動節電機能
 未使用の LANポートを自動判別して、消費電力を削減します。

■  WoL（Wake on LAN）機能
外出先など離れている場所からインターネット経由で、親機の LANポートに接続
したパソコンの電源を入れて起動させることができます。（ ユーザーズマニュア
ル）
※ご利用のパソコンがWoL機能（AMD Magic Packet Format）に対応している必要があります。

■ ファイルやプリンタを他のパソコンと共有する
（ ユーザーズマニュアル）

パソコン プリンタ
親機

無線LAN内蔵
パソコンなど

※本商品の機能ではありません。Windowsの共有機能の設定になります。

■ 複数のアクセス先（ プロバイダ）を設定する
クイック設定Webで複数の接続先を登録できます。

Aプロバイダ

Bプロバイダ
親機

パソコン

● PPPoEマルチセッション（☛P5-9）
  1 つの回線契約で複数の接続先へ同時に接続を行うことができます。
 （本機能は、プロバイダや接続事業者のサービス内容をご確認のうえ、ご使用ください。）
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本商品でできること

■ SOHOで使用するときに便利な機能
●  ホームページを公開するなど、外部にサーバを公開する（ ユーザーズマ
ニュアル）

  ポートマッピング（アドバンスドNATオプション）、DMZホスト機能を利用して
外部にサーバを公開できます。

親機

パソコン

サーバパソコン

インターネット

●  会社のネットワークに自宅から接続するなどVPNに接続する 
（VPNパススルー機能）（☛P5-12）
 VPN（Virtual Private Network：仮想閉域網）にPPTP/IPsec で接続できます。

■ パソコンの ネットワークゲームやTV電話を利用する
次の機能を利用して、ネットワークゲームをすることができます。
 ・PPPoEブリッジ機能（☛P5-10）
 ・IPv6ブリッジ機能（☛P5-11）
 ・ポートマッピングの設定（☛P5-12）
また、UPnP機能を使用してTV電話などをご利用になれます。（☛P5-12）

ブリッジタイプ
ブロードバンド

モデム／回線終端装置

ブロードバンド
インターネット

親機
パソコン

■ インターネットの通信を切断する
PPPoEルータモードの場合（☛P26）は、クイック設定Webの「情報」－［現在の
状態］で切断できます。（自動で再接続を行います。）（ ユーザーズマニュアル）
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  本商品の動作モードについて

本商品には、お客様のご利用用途によって、下記の動作モードがあります。

親機としてご使用になる場合
  本商品をワイヤレスブロードバンドルータまたはルータ機能を停止した無線 LANアクセ
スポイントとしてご使用になる場合、インターネットに接続するために、下記のいずれか
の動作モードに設定する必要があります。

 設定方法については、P2-2 を参照してください。
動作モード 説明

 PPPoEルータモード ルータ機能を使用する動作モード
ご利用回線によって決まります。
※  ACTIVE ランプは緑点灯、CONVERTERランプ
は消灯します。

 ローカルルータモード

 ブリッジモード

ルータ機能を停止して使用する動作モード
別途ご利用のルータ機能内蔵のブロードバンドモデ
ムに接続する場合の動作モードです。
※  ACTIVE ラ ン プ は 橙 点 灯 ま た は 橙 点 滅、
CONVERTERランプは消灯します。

＜PPPoEルータモード／ローカルルータモードで使う場合の接続例＞

親機
WF1200HP-D

既存の LAN
（ルータなしの環境）ブロードバンド

モデム

無線LAN内蔵パソコンなど

＜ブリッジモードで使う場合の接続例＞
  別途ご利用のルータタイプのブロードバンドモデムに接続するときには、本商品のルー

タ機能を停止してブリッジモードで接続します。

ルータタイプ
ブロードバンド

モデム

パソコン

無線LAN内蔵パソコンなど

親機
WF1200HP-D
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本商品の動作モードについて

 子機としてご使用になる場合
  本商品を ETHERNETタイプの子機（イーサネットコンバータ）としてご使用になる場合
は、下記の動作モードに設定します。

 設定方法については、次ページ（☛P28）を参照してください。
動作モード 説明

子機（CONVERTER）モード 子機として使用する動作モード
※  CONVERTERランプが緑点灯します。

＜子機（CONVERTER）モードで使う場合の接続例＞

親機
子機

WF1200HP-D

パソコン

5GHz・拡張モード
で接続

ブロードバンド
モデム

 

 ●Wi-Fi 高速中継機能／Wi-Fi TVモード中継機能に対応した親機（※）にらくらく無線スタート
でWi-Fi 接続すると、中継機として動作します。（☛P5-2）その場合、CONVERTERランプは橙
点灯します。
（※）  2014 年 9月現在では、WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP および

WR9500N（ファームウェア：Ver.1.0.14以上）のみ。
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  子機（CONVERTER）モードの設定方法
 本商品を子機としてご使用になる場合は、本商品背面の  RT/BR/CNVモード切替スイッ
チを子機（CONVERTER）モードに設定してください。

1 本商品の電源を切る

2  RT/BR/CNVモード切替スイッチをCNV側に切り替える

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

RT/BR/CNVモード切替スイッチ

3 本商品の電源を入れる
※  本商品の電源を入れると、自己診断テストが実行されます。自己診断テスト実行
中は、POWER、ACTIVE、2.4GHz、5GHz、TV、CONVERTERランプが緑
点灯します。

※  子機（CONVERTER）モードに設定されていれば、CONVERTERランプが緑点
灯します。

 ※  中継機（☛P5-2）として動作している場合は、CONVERTERランプが橙点灯します。

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

CONVERTERランプ

 

 ●子機（CONVERTER）モードに設定したあとに親機に戻す（変更する）場合は、本商品の
電源を切ってRT/BR/CNVモード切替スイッチをRT側に切り替えたあと、電源を入れて
ください。本商品が親機に設定されます。 
以降は「つなぎかたガイドA」および「つなぎかたガイドB」にしたがって、親機の設置・
接続、インターネット接続のための設定を行ってください。
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 各部の名称とはたらき

WF1200HP-D（前面／側面（表）図）

②  ACTIVEランプ（通信状態表示）

⑤  TVランプ（TVモード通信状態）

⑥   CONVERTERランプ
（親機・子機状態表示）

③   2.4GHz ランプ
（2.4GHz モードWi-Fi 通信状態表示）
④   5GHz ランプ
（5GHzモードWi-Fi 通信状態表示）

①POWERランプ（電源）

※  本商品の電源を入れると、自己診断テストが実行されます。自己診断テスト実行中は、POWER、
ACTIVE、2.4GHz、5GHz、TV、CONVERTERランプが緑点灯します。

親機としてご使用になる場合
【 ランプ表示】

ランプの種類 ランプの色（つきかた） 状態
①   POWERランプ
 （電源）
 

緑（点灯） 電源が入っているとき
緑（点滅） らくらく無線スタートで設定をしているとき
緑（遅い点滅） らくらくネットスタートモード認識中 

（ACTIVE、2.4GHz、5GHz、TV、CONVERTER
ランプと同時点滅）
ECOモード中

緑橙（点滅） WPSでWi-Fi 設定中
橙（点灯）
（※1）

ファームウェアをバージョンアップしているとき

らくらく無線スタートの設定が完了したとき
WPSでWi-Fi 設定が完了したとき

橙（点滅） らくらく無線スタートで設定をしているとき
らくらくネットスタートでPPPoEルータモード
を検出したとき（ACTIVE、2.4GHz、5GHz、
TV、CONVERTERランプと同時点滅）

赤（点灯） らくらく無線スタートの設定が失敗したとき
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ランプの種類 ランプの色（つきかた） 状態
①   POWERランプ
 （電源）（続き）
 

赤（点滅） 初期化準備状態
らくらくネットスタートで認識失敗したとき 
（ACTIVE、2.4GHz、5GHz、TV、CONVERTER
ランプと同時点滅）
WPSでWi-Fi 設定が失敗したとき

消灯 電源が入っていないとき
②  ACTIVE ランプ
 （通信状態表示）
 （※2）
 

緑（点灯） PPPoE ルータモードの場合にPPPリンクが
確立しているとき

ローカルルータモードの場合にWAN側に IP
アドレスが設定されているとき

緑（速い点滅） PPPoE ルータモードの場合に相手からの応答
を確認しているとき

緑（遅い点滅） らくらくネットスタートモード認識中 
（POWER、2.4GHz、5GHz、TV、CONVERTER
ランプと同時点滅）

PPPoE ルータモードの場合にPPP認証を再
確認しているとき（1秒間隔）

橙（点灯） ブリッジモードのとき

橙（点滅） らくらくネットスタートでPPPoEルータモード
を検出したとき（POWER、2.4GHz、5GHz、
TV、CONVERTERランプと同時点滅）

ブリッジモードで IP アドレスを競合検出した
とき

赤（点滅） らくらくネットスタートで認識失敗したとき 
（POWER、2.4GHz、5GHz、TV、CONVERTER
ランプと同時点滅）

消灯 PPPoE ルータモードの場合にPPPリンクが
確立していないとき

ローカルルータモードの場合にWAN側に IP ア
ドレスが設定されていないとき

③  2.4GHz ランプ
  （2.4GHz モード 
Wi-Fi 通信状態表示）

 （※ 2）
 

緑（点灯） 2.4GHz モードで通信可能なとき

緑（速い点滅） 2.4GHz モードでデータ送受信しているとき

緑（遅い点滅） らくらくネットスタートモード認識中 
（POWER、ACTIVE、5GHz、TV、
CONVERTERランプと同時点滅）

橙（点滅） らくらくネットスタートでPPPoEルータモー
ド を 検 出 し た と き（POWER、ACTIVE、
5GHz、TV、CONVERTERランプと同時点滅）

赤（点滅） らくらくネットスタートで認識失敗したとき 
（POWER、ACTIVE、5GHz、TV、
CONVERTERランプと同時点滅）

消灯 Wi-Fi を使用していないとき
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各部の名称とはたらき

ランプの種類 ランプの色（つきかた） 状態
④  5GHzランプ
  （5GHzモードWi-Fi
通信状態表示）

 （※ 2）
 

緑（点灯） 5GHz モードで通信可能なとき

緑（速い点滅） 5GHz モードでデータ送受信しているとき

緑（遅い点滅） らくらくネットスタートモード認識中
（POWER、ACTIVE、2.4GHz、TV、
CONVERTERランプと同時点滅）

橙（点滅） らくらくネットスタートでPPPoEルータモー
ドを検出したとき（POWER、ACTIVE、2.4GHz、
TV、CONVERTERランプと同時点滅）

赤（点滅） らくらくネットスタートで認識失敗したとき
（POWER、ACTIVE、2.4GHz、TV、
CONVERTERランプと同時点滅）

5GHz モードでW53、W56を設定した場合、
またはされている状態で電源を入れた場合に、
干渉する電波（レーダー波）がないか検出して
いるとき

消灯 Wi-Fi を使用していないとき

⑤  TVランプ
 （TVモード通信状態）
 （※ 2）
 

緑（点灯） TVモードを「使用する」に設定しているとき
 → クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）

設定」－［Wi-Fi 詳細設定］の［TVモード］
にて設定。

TVモードを「自動」に設定して、TVモードに
対応した機器とリンクが確立しているとき

5GHz モ ー ド か つ 拡 張 モ ー ド で 子 機
WF1200HP-D（ ま た は 子 機 WF1200HP/
WG1800HP/WG1400HP/WR9500Nまたは
WL300NE-AG）とリンクが確立しているとき

緑（遅い点滅） らくらくネットスタートモード認識中
（POWER、ACTIVE、2.4GHz、5GHz、
CONVERTERランプと同時点滅）

橙（点滅） らくらくネットスタートでPPPoEルータモー
ドを検出したとき（POWER、ACTIVE、2.4GHz、
5GHz、CONVERTERランプと同時点滅）

赤（点滅） らくらくネットスタートで認識失敗したとき
（POWER、ACTIVE、2.4GHz、5GHz、
CONVERTERランプと同時点滅）

5GHz モードでW53、W56を設定した場合、
または設定されている状態で電源を入れた場合
に、干渉する電波（レーダー波）がないか検出
しているとき

消灯 親機がTVモードになっていないとき

⑥  CONVERTERランプ
  （親機・子機状態表示）
 

緑（遅い点滅） らくらくネットスタートモード認識中
（POWER、ACTIVE、2.4GHz、5GHz、TV
ランプと同時点滅）

橙（点滅） らくらくネットスタートでPPPoEルータモー
ドを検出したとき
（POWER、ACTIVE、2.4GHz、5GHz、TV
ランプと同時点滅）
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ランプの種類 ランプの色（つきかた） 状態
⑥  CONVERTERランプ
  （親機・子機状態表示）
（続き）
 

赤（点滅） らくらくネットスタートで認識失敗したとき
（POWER、ACTIVE、2.4GHz、5GHz、TV
ランプと同時点滅）

消灯 親機として動作しているとき

（※1）  ファームウェアまたは設定情報を自動的に書き換えている場合も、POWERランプが橙点
灯しますので、絶対に電源を切らないでください。故障の原因となります。

（※2） ECOモード中は消灯します。

 子機としてご使用になる場合
【 ランプ表示】

ランプの種類 ランプの色（つきかた） 状態
①   POWERランプ
 （電源）
 

緑（点灯） 電源が入っているとき
緑（点滅） らくらく無線スタートで設定をしているとき
橙（点灯）
（※3）

ファームウェアをバージョンアップしているとき

らくらく無線スタートの設定が完了したとき
橙（点滅） らくらく無線スタートで設定をしているとき
赤（点灯） らくらく無線スタートに失敗したとき
赤（点滅） 初期化準備状態
消灯 電源が入っていないとき

②  ACTIVE ランプ
 （接続状態表示）
 

緑（点灯） 親機とのリンクが確立しているとき

橙（点滅） IPアドレスを競合検出したとき

消灯 親機とのリンクが確立していないとき

 ③  2.4GHz ランプ
  （2.4GHz モード 
Wi-Fi 通信状態表示）

 （※ 4）
 

緑（点灯） 2.4GHz モードの電波強度が「強」で、通信可
能なとき

緑（点滅） 2.4GHz モードの電波強度が「強」で、データ
受信しているとき

橙（点灯） 2.4GHz モードの電波強度が「普通」で、通信
可能なとき

橙（点滅） 2.4GHz モードの電波強度が「普通」で、デー
タ受信しているとき

赤（点灯） 2.4GHz モードの電波強度が「弱」で、通信可
能なとき

赤（点滅） 2.4GHz モードの電波強度が「弱」で、データ
受信しているとき

消灯 2.4GHz モードの電波が届いていないとき

Wi-Fi 接続設定がされていないとき
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各部の名称とはたらき

ランプの種類 ランプの色（つきかた） 状態
 ④  5GHzランプ
  （5GHzモードWi-Fi
通信状態表示）

 （※ 4）
 

緑（点灯） 5GHzモードの電波強度が「強」で、通信可能なとき

緑（点滅） 5GHz モードの電波強度が「強」で、データ受
信しているとき

橙（点灯） 5GHz モードの電波強度が「普通」で、通信可
能なとき

橙（点滅） 5GHz モードの電波強度が「普通」で、データ
受信しているとき

赤（点灯） 5GHzモードの電波強度が「弱」で、通信可能なとき

赤（点滅） 5GHz モードの電波強度が「弱」で、データ受
信しているとき

消灯 5GHz モードの電波が届いていないとき

Wi-Fi 接続設定がされていないとき

⑤  TVランプ
 （TVモード通信状態）
 

緑（点灯） 5GHz モードかつ拡張モードで親機とのリンク
が確立しているとき

⑥  CONVERTERランプ
  （親機・子機状態表示）
 

緑（点灯） 子機（CONVERTER）モードで動作している
とき

緑（点滅） 子機WF1200HP-DのDHCPサーバ機能が動
作しているとき

橙（点灯） 中継機として動作しているとき

消灯 親機として動作しているとき

（※3）  ファームウェアまたは設定情報を自動的に書き換えている場合も、POWERランプが橙点
灯しますので、絶対に電源を切らないでください。故障の原因となります。

（※4）  中継機として動作している場合、2.4GHz ランプと5GHz ランプの状態は次のようになり
ます。

 ＜Wi-Fi TV モード中継時＞
 2.4GHz ランプ ……消灯します。
 5GHz ランプ ………上記の表のとおり電波強度を表示します。
 ＜Wi-Fi 高速中継時＞
 2.4GHz ランプ ……通信中に緑点灯または緑点滅するのみとなります。
 5GHz ランプ ………上記の表のとおり電波強度を表示します。
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WF1200HP-D（背面／側面（裏）図）

⑧  RESETスイッチ

〈側面（裏）〉
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②  WANポート
　（WANインタフェース）

①  LANポート
　（LANインタフェース）

④  らくらくスタートボタン

③  ACアダプタ接続コネクタ

⑥  LANランプ

⑦  WANランプ

〈背面〉

⑤  RT/BR/CNVモード切替
スイッチ

名　称 説　明

① LANポート
 （LANインタフェース）

パソコンまたはゲーム機などと接続します。

②WANポート
 （WANインタフェース）

ブロードバンドモデム／回線終端装置と接続します。
※  子機としてご使用の場合は、LANポートとして使用することができ
ます。

③  ACアダプタ接続コネクタ WF1200HP-D用 ACアダプタを接続します。

④   らくらくスタート
ボタン

らくらく無線スタートで設定するときに使用します。

親機としてご使用の場合、WPSでWi-Fi 設定するときに使用します。

親機としてご使用の場合、らくらくネットスタートを起動するときに
使用します。

子機としてご使用の場合、子機WF1200HP-Dの DHCPサーバ機能
を動作させるときに使用します。

⑤   RT/BR/CNV 
モード切替スイッチ

動作モードを強制的にブリッジモード（BR側）へ切り替えるときに
使用します。
※ 工場出荷時は、ルータモード（RT側）です。

子機（CONVERTER）モード（CNV側）へ切り替えるときに使用し
ます。
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各部の名称とはたらき

名　称 説　明
⑥  LANランプ
 （※）

緑（点灯） LANポートのリンクが確立しているとき

緑（点滅） LANポートがデータ送受信しているとき

消灯 LANポートのリンクが確立していないとき

⑦  WANランプ
 （※）

緑（点灯） WANポートのリンクが確立しているとき

緑（点滅） WANポートがデータ送受信しているとき

消灯 WANポートのリンクが確立していないとき

⑧  RESETスイッチ 初期化するときに使用します。

（※）  親機としてご使用の場合、ECOモード中は消灯します。
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 あらかじめ確認してください

本商品を接続する前に次のことを確認しておきましょう。

回線契約と プロバイダの加入について
本商品をお使いの前にあらかじめ回線契約とプロバイダの契約を済ませ、ブロードバン
ド回線が開通していることを確認してください。 
本商品の設定に必要な情報（接続ユーザ名／接続パスワード、IPアドレス）を契約時に
入手した接続情報の書類で確認してください。

パソコンの準備
お使いのパソコンが本商品をご利用になれる環境になっているか確認してください。
・ WWWブラウザの設定が「ダイヤルしない」になっていること（☛P39）
・ プロバイダから配付されるPPPoEなどの接続ツールが停止してあること
 ・  ファイアウォールなど、すべてのソフトが停止してあること

   本商品設定の前に、ファイアウォール、ウィルスチェックなどのソフトはいったん停止
してください。停止しない（起動したままでいる）と本商品の設定ができなかったり、
通信が正常に行えない場合があります。（パソコンによっては、ファイアウォール、ウィ
ルスチェックなどのソフトがあらかじめインストールされている場合があります。）

・  クイック設定Webで設定を行う場合は、JavaScript の設定が有効にしてあるこ
と。（☛P40）

・ パソコンのネットワークの設定を確認すること（☛P37）
  ※  以下に記載しているOSを動作確認しています。（2014年 9月現在） 

Windows 8.1 
Windows 8 
Windows 7 
Windows Vista 
OS X v10.9/v10.8/v10.7 およびMac OS X v10.6 
ただし、お客様の環境・機器によってはご使用になれない場合があります。

  ※自作のパソコンはサポート外となります。

〈本商品の LANポートに有線で接続する場合〉
・ LANポート（E

イ ー サ ネ ッ ト

THERNETポート）を装備していること
   お使いのパソコンに LAN ポートがない場合は、本商品の設置をはじめる前に、

100BASE-TX/10BASE-T 対応の LANボードまたは LANカードを取り付けておい
てください。

 ●OSのアップグレードなどパソコンの動作環境を変更される場合は、あらかじめサポート
ページから本商品の最新のファームウェア、ユーティリティ、マニュアルなどをダウンロー
ドしてください。
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あらかじめ確認してください

  パソコンのネットワークの確認
 パソコンのネットワークの設定が、Windowsの場合は「IPアドレスを自動的に取得す
る」、Mac OSの場合は「DHCPサーバを参照」になっていることを確認してください。

Windows 8.1/8/7およびWindows Vista の場合

1 「Windows」キーを押しながら「X」キーを押し、表示された一覧から
［コントロールパネル］をクリックする
※  Windows 7/Windows Vista の場合は、［スタート］（Windowsのロゴボタン）
－［コントロールパネル］をクリックします。

2 ［ネットワークとインターネット］－［ネットワークと共有センター］を
クリックし、［アダプターの設定の変更］をクリックする
※  Windows Vista の場合は、［ネットワークとインターネット］－［ネットワーク
と共有センター］をクリックし、［タスク］欄の［ネットワーク接続の管理］をクリッ
クします。

3 ［イーサネット接続］（または［イーサネット］または［ローカルエリア
接続］）を右クリックし、［プロパティ］をクリックする
※ 本商品にWi-Fi 接続する場合は、［Wi-Fi 接続］（または［Wi-Fi］または［ワイヤ
レスネットワーク接続］）を右クリックして［プロパティ］をクリックしてください。

4 ［ユーザーアカウント制御］画面が表示された場合は、［はい］または
［続行］をクリックする

5 ［インターネットプロトコル バー
ジョン4（TCP/IPv4）］を選択し、［プ
ロパティ］をクリックする

（画面はWindows 8 の例です。）

6  ［IP アドレスを自動的に取得する］と［DNSサーバーのアドレスを自
動的に取得する］を選択する

7 ［OK］をクリックする
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8 ［閉じる］または［OK］をクリックする

 ●Windows 8.1/8/7およびWindows Vista の設定により表示内容が異なる場合がありま
す。
 ●ここでは、Windows 8.1/8/7の通常表示モード（カテゴリの表示）、Windows Vista
の通常表示モード（コントロールパネルホーム）を前提に記述しています。
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あらかじめ確認してください

  WWWブラウザの設定確認
 WWWブラウザ（Internet Explorer など）の接続設定を「ダイヤルしない」、「プロキ
シサーバーを使用しない」に変更します。 
以下はWindows 8 で Internet Explorer 10.0 をご利用の場合の設定方法の一例で
す。お客様の使用環境（プロバイダやソフトウェアなど）によっても変わりますので詳
細はプロバイダやソフトウェアメーカにお問い合わせください。
① Internet Explorer を起動する。

   ※ Windows 8 の場合は、［スタート］画面の［デスクトップ］上で起動してください。
② ［ツール］の［インターネットオプション］を選択する。
③ ［接続］タブをクリックする。
④ ダイヤルアップの設定の欄で、［ダイヤルしない］を選択する。

   ※ グレーアウトしている場合、および［ダイヤルしない］が表示されていない場合は、
⑤にお進みください。

④

⑤

③

 ⑤ ［LANの設定］をクリックする。
⑥  ［設定を自動的に検出する］、［自動構成スクリプトを使用する］、［LANにプロキ
シサーバーを使用する］の  を外して［OK］をクリックする。

   プロバイダからプロキシの設定指示があった場合は、したがってください。

⑥

⑦ ［OK］をクリックする。

 ●プロバイダ専用のCD-ROMやパソコンにプリインストールされているサインアッププログラム
（プロバイダへの申し込みソフト）は、ダイヤルアップ接続（アナログモデムやターミナルアダプ
タの接続）専用のものがあります。その場合、本商品に LAN接続されたパソコンからは実行でき
ません。また、専用の接続ソフトが必要なプロバイダにはルータ接続できない場合があります。
プログラムの使用方法など、詳細につきましてはプロバイダやパソコンメーカにご確認ください。
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  JavaScript の設定を確認する
WWWブラウザ（クイック設定Web）で設定を行うにはJavaScript の設定を有効に
する必要があります。
※  WWWブラウザの設定でセキュリティを高く設定した場合、本商品の管理者パスワードの
設定ができないことがあります。設定ができない場合は、JavaScript の設定を有効にして
ください。

Windowsで Internet Explorer をご利用の場合

以下は、Windows 8 で Internet Explorer 10.0 を使用している場合を主な例に説明
しています。なお、Windows 7 およびWindows Vista で設定する場合も、下記と同
様の手順で設定できます。

1 「Windows」キーを押しながら「X」キーを押し、表示された一覧から
［コントロールパネル］をクリックする
※  Windows 7 およびWindows Vista の場合は、［スタート］（Windowsのロゴ
ボタン）－［コントロールパネル］をクリックします。

2 ［ネットワークとインターネット］－［インターネットオプション］を
クリックする
※  Windows Vista の場合は、［クラシック表示］（または［クラシック表示に切り
替える］）－［インターネットオプション］をダブルクリックします。

3 ［セキュリティ］タブをクリックし、［信頼済みサイト］をクリックす
る

4 ［サイト］をクリックする

5 ［このゾーンのサイトにはすべてサー
バーの確認（https:）を必要とする］
のチェックを外す
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あらかじめ確認してください

6 ［このWebサイトをゾーンに追加す
る］に「http://aterm.me/」を入
力して［追加］をクリックし、［閉じ
る］をクリックする
※  子機WF1200HP-Dをご利用の場合は、
「http://192.168.1.245/」を入力して、
［追加］－［閉じる］をクリックしてくだ
さい。

※  ルータモードでご利用の場合、クイック設定Webによる初期化（☛P7-10）を行うと、
再起動後は自動的に親機の工場出荷時の IP アドレス（192.168.10.1）で
クイック設定Web 画面が開く場合がありますので、親機の IP アドレス
「http://192.168.10.1/」も追加することをお勧めします。
※  ブリッジモードの場合はクイック設定Web起動時に入力するIPアドレス（☛P2-6
の③参照）を、ローカルルータモードの場合は「http://192.168.10.1/」また
は「http://192.168.11.1/」を入力してください。 
また、IPアドレスを変更した場合は変更した IPアドレスを入力してください。

7 ［レベルのカスタマイズ］をクリックする

8 画面をスクロールし、［アクティブ 
スクリプト］と［ファイルのダウン
ロード］を［有効にする］に変更し、
［OK］をクリックする
※  「このゾーンの設定を変更しますか？」の
画面が表示された場合は、［はい］（また
は［はい］－［適用］）をクリックしてく
ださい。

9 ［OK］をクリックする
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Windowsで Google Chromeをご利用の場合

以下は、Windows 8 を使用している場合の例です。
※Google Chromeのバージョンにより、手順が異なる場合があります。

1 Google Chromeを起動する

2 （Google Chromeの設定）をクリックする

3 ［設定］をクリックする

4 「プライバシー」にある［コンテンツの設定 ...］をクリックする
※  「プライバシー」が表示されない場合は、下方の「詳細設定を表示 ...」をクリック
してください。

5 「Javascript」で「すべてのサイト
でJavascript の実行を許可する（推
奨）」を選択して［完了］または［OK］
をクリックする

6 Google Chromeを閉じる
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あらかじめ確認してください

Mac OS X またはOS Xで Safari をご利用の場合

以下は、OS X v10.8 で Safari 6.0 を使用している場合の例です。

1 Safari を起動する

2 メニューバーの［Safari］－［環境設定］をクリックする

3 ［セキュリティ］をクリックする

4 ［JavaScript を有効にする］に 
チェックを入れる

5 メニューバーの［Safari］から［Safari を終了］をクリックし、
Safari を終了させる
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iOSをご利用の場合

以下は iOS 6.0 の場合の例です。

1 「ホーム」画面の「設定」アイコンをタップする

2 設定メニューの「Safari」をタップする

3 ［JavaScript］ボタンが「オフ」になっている場合は、ボタンをタッ
プして「オン」にする



1 設置する

1-1



1-1  設置する

親機の 置き場所を決める
親機には電源、回線、パソコンなどを接続します。ケーブルの長さが決まっているもの
もあるので、ポイントとなる点をいくつかあげます。 
実際の接続は、「つなぎかたガイドA」および「つなぎかたガイドB」を参照してくだ
さい。

 ●親機はブロードバンドモデム／回線終端装置のそばに置く
 ●親機用の電源コンセントはあるか？

   電源コンセントを確保しましょう。
 ●子機から無線で電波の届く距離に置く

    子機を設定するときは、親機のそばで設定しましょう。

 ● 無線で届く範囲は壁や家具、什器など周囲の環境により短くなります。
 ● 親機と子機は1m以上離してお使いください。
 ●  近接するアクセスポイントと異なるチャネルに設定してご利用ください。
 ● 本商品は、アンテナが内蔵されています。設置位置により十分な通信特性が得られない場
合があります。
 ● 本商品をコードレス電話機やテレビ、ラジオなどの近くで使用すると、コードレス電話機
の通話にノイズが入ったり、テレビ画面が乱れるなど受信障害の原因となることがありま
す。このような場合は、お互いを数m以上離してお使いください。

1-2



1-1　設置する

設置する
本商品は、前後左右5cm、上5cm以内に、パソコンや壁などのものがない場所に設
置してください。 
壁掛けの場合は壁掛け面を除きます。
なお、本商品を子機としてご使用になる場合も同様に設置してください。

5cm

5cm

5cm

5cm

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

LAN3

LAN2

LAN1

WAN

5cm

 警　告
ACアダプタを接続および設置する際は、以下のことにご注意ください。
●  ACアダプタは、必ず本商品に添付のものをお使いください。また、本商品に添付の
ACアダプタは、他の製品に使用しないでください。

●  風通しの悪い場所に設置しないでください。
●  ACアダプタにものをのせたり布を掛けたりしないでくだ
さい。

●  たこ足配線にしないでください。
POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

LAN3

LAN2

LAN1

WAN

 注　意
●  狭い場所や壁などに近づけて設置しないでください。内部に熱がこもり、破損したり
火災の原因となることがあります。

●  本商品の上にものを置いたり、重ね置きはしないでください。
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 縦置きの場合

1 スタンドを取り付ける
① スタンドの左右のツメを、本体底面の左右の穴に差す
② スタンドを傾け、中央のツメを、本体底面の中央の穴にカチッとなるまで差し込む

①

①

②

2 本体を立てる

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

LAN3

LAN2

LAN1

WAN

図のように、そのままスタンドを引き抜いてください。

 スタンドを外す場合は
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1-1　設置する

  横置きの場合

1 スタンドを本体上部に差し込む
① スタンドの左右のツメを、本体上部の左右の穴に差す
② スタンドを傾け、中央のツメを、本体上部の中央の穴にカチッとなるまで差し込む

①

①

②

2 本体を横置きする

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

LAN3

LAN2

LAN1

WAN

図のように、そのままスタンドを引き抜いてください。

 スタンドを外す場合は
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 壁掛けの場合

壁掛け用ネジ（2本）はお客様でご用意く
ださい。 5.3mm

5.7mm3
.1
m
m

2.3mm16mm

＜壁掛け用ネジ推奨サイズ＞

 

1 スタンドを取り付ける
「横置きの場合」（☛P1-5）の手順1を参照してください。

2 本体を取り付ける位置を決め、壁に、縦に2箇所ネジを取り付ける（ネ
ジの間隔：約80mm）

約80mm

3 ネジに、本体側面（裏面）の取り付け穴を差し込み、下方向へスライ
ドさせて固定する
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1-1　設置する

図のように、本体を上側へ引き上げて、取り外してください。取り外すときは、本体の
両側を持ってください。

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

LAN3

LAN2

LAN1

WAN

 壁から取り外す場合は

 注　意
 ● 大きな衝撃や振動などが加わる場所には設置しないでください。また、垂直面以外の
壁や天井などには設置しないでください。振動などで落下し、故障、けがの原因とな
ります。

 ● べニヤ板などのやわらかい壁には設置しないでください。確実に固定できる場所に設
置してください。ネジが外れ落下し、故障、けがの原因となります。

 ● 壁掛け設置されている状態で、本商品にケーブルを接続したり、スイッチの操作など
を行う際には、必ず本商品を手で支えながら行ってください。落下すると、故障、け
がの原因となります。

 ● 本商品を落とさないでください。落下によって故障の原因となったり、そのまま使用
すると火災、感電の原因となることがあります。万一、本商品を落としたり破損した
場合は、すぐに本商品のACアダプタをコンセントから抜いて、別紙に記載のお問い
合わせ先にご連絡ください。

 ● 通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと、内部に熱がこもり、火災の原因
となることがあります。

 ●本商品を壁掛けで使用する場合、同じ場所に長期間設置すると、壁紙が変色（色あせ）す
る場合があります。
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2  親機を設定する

2-1



2-12-1  設定方法について

親機で行う設定には、下記の「らくらくネットスタート」、「クイック設定Web」、「RT/
BR/CNVモード切替スイッチでの設定」があります。

● らくらくネットスタート（☛「つなぎかたガイドB」）
  らくらくネットスタートとは、親機背面にあるらくらくスタートボタンの操作で、親機の
動作モードをWAN側に合わせた状態に自動設定する機能です。 
自宅のご利用回線、動作モードについて詳しくわからない場合にお勧めの設定方法です。

● クイック設定Web（らくらくWebウィザード）（☛P2-3、2-8）
  親機の詳細な設定を行う場合に利用します。WWWブラウザの画面（クイック設定Web）
で設定します。

  また、はじめてクイック設定Webを起動した場合は、「らくらくWebウィザード」の画
面が表示され、インターネット接続のための基本的な設定（動作モードなど）を手動で行
うことができます。（☛P2-8）

 ※ らくらくネットスタートでの判別結果が「PPPoEルータモードの設定待ち」になった
場合には、親機の電源を入れ直して、この「らくらくWebウィザード」で設定します。

  なお、らくらくネットスタートで設定完了している場合や 2回目以降にクイック設定
Webを起動した場合は「らくらくWebウィザード」は表示されません。

  ※  Wi-Fi 接続してクイック設定Webを表示させる場合、ゲストSSID またはWEP専用
SSID（☛P3-3）にWi-Fi接続していると、工場出荷状態でネットワーク分離機能（☛P4-8）
が設定されているため、クイック設定Webは表示できません。 
その場合は、いったん有線で親機とパソコンを接続して、クイック設定Webを表示し
てください。設定が終わったら、再度Wi-Fi 接続してください。

● RT/BR/CNVモード切替スイッチでの設定（☛P2-13）
  親機背面にあるRT/BR/CNVモード切替スイッチの操作で、動作モードを強制的にブリッ
ジモードに設定（ルータ機能を停止）できます。 
ご利用のブロードバンドモデムがルータタイプの場合に、お勧めの設定方法です。

 ※  「RT」はルータ、「BR」はブリッジ、「CNV」はコンバータの略です。
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2-2    クイック設定Webの使いかた

クイック設定Webで親機の設定を行うには、あらかじめ親機とパソコンとの通信がで
きる状態にしておく必要があります。 
子機から設定を行う場合は、「つなぎかたガイドA」および「つなぎかたガイドB」を
参照して親機とのWi-Fi 設定が完了してから設定してください。

 ●説明に使用している画面表示は、お使いのWWWブラウザやお使いのOSによって異なります。
 ●クイック設定Webの画面のデザインは変更になることがあります。

 ●クイック設定Webの設定は、［設定］をクリックしたあと［保存］をクリックしてからで
ないと保存されません。

 設定できるWWWブラウザ
設定できるWWWブラウザは次のとおりです。（2014年 9月現在）
※ 最新情報は、サポートページ（ http://www.aterm.jp/docomo/ ）にてご確認ください。
■  Windows 8.1 の場合 
Internet Explorer11.0 に対応 
Firefox 25.0 に対応 
Google Chrome 30に対応

〈画面例〉

■  Windows 8 の場合 
Internet Explorer10.0 に対応 
Firefox25.0 に対応 
Google Chrome 30に対応
■  Windows 7 の場合 
Internet Explorer 8.0/9.0/10.0 に対応 
Firefox 25.0 に対応 
Google Chrome 30に対応
■  Windows Vista の場合 
Internet Explorer 7.0/8.0/9.0 に対応 
Firefox 25.0 に対応 
Google Chrome 30に対応
■  OS X v10.9 の場合 
Safari 7.0 に対応 
Firefox 29.0 に対応 
Google Chrome 35に対応
■  OS X v10.8/v10.7 の場合 
Safari 6.0 に対応 
Safari 5.0 に対応（v10.7 のみ） 
Firefox 25.0 に対応 
Google Chrome 30に対応
■  Mac OS X v10.6 の場合 
Safari 4.0/5.0 に対応 
Firefox 25.0 に対応
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■  iOS 4.2/4.3/5.0/5.1/6.0 の場合 
Safari に対応

 ※  iOSで設定する場合は、本商品にWi-Fi 接続したあとに行ってください。
 ※  下記内容は設定できません。（2014年 9月現在）

・ ［設定値の保存＆復元］画面の「設定値の保存」、「設定値の復元」 
・ ［ファームウェア更新］画面の「更新方法：ローカルファイル指定」 
・ ［通信情報ログ］画面の［ファイルへ保存］

■  ゲーム系 
「プレイステーション 3」、「プレイステーション 4」、PlayStation®Vita、ニンテンドー
3DS（ニンテンドー3DS LL 含む）、Wii U 本体のインターネットブラウザに対応

 ※  らくらくネットスタート、らくらくWebウィザードのみ

 クイック設定Webを利用するための準備
親機と接続できているかどうかは、IPアドレスが正しく取得できているかどうかで確認
することができます。
※ブリッジモードの場合は、P2-6 へお進みください。

 ＜ IP アドレスの確認方法＞
■Windows 8.1/8/7およびWindows Vista の場合
①  「Windows」キーを押しながら「X」キーを押し、表示された一覧から［コマン

ドプロンプト］をクリックする
  ※  Windows 7/Windows Vista の場合は、［スタート］（Windowsのロゴボタ

ン）－［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［コマンドプロンプト］を
クリックします。

②  「ipconfig」と入力して［Enter］キーを押す
③  IPv4 アドレスが「192.168.10.XXX」（または「192.168.11.XXX」）にな

ることを確認する（XXXは 1を除く任意の数字）
■Mac OS X またはOS Xの場合
以下はOS X v10.8 の場合の例です。
①  アップルメニューの［システム環境設定］を開き、［ネットワーク］アイコンを選択

する
②  ［Ethernet］を選択する
  ※  本商品にWi-Fi 接続している場合は［Wi-Fi］を選択して［詳細］をクリックし、

［TCP/IP］タブをクリックします。
③  IP アドレス（または IPv4 アドレス）が「192.168.10.XXX」（または
「192.168.11.XXX」）になることを確認する（XXXは 1を除く任意の数字）

■ iOSの場合
以下は iOS 6.0 の場合の例です。
①  「ホーム」画面の「設定」アイコンをタップする
②  設定メニューの「Wi-Fi」をタップする
③  「ネットワークを選択 ...」から、チェックが入っている接続中のネットワーク名
（SSID）の右側にある［＞］ボタンをタップする

④  「IP アドレス」が「192.168.10.XXX」（または「192.168.11.XXX」）にな
ることを確認する 
（XXXは 1を除く任意の数字）
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2-2　クイック設定Webの使いかた

 クイック設定Web の起動のしかた
クイック設定Webの起動のしかたは、動作モードの設定状態によって異なります。
※  本商品を子機としてご使用になる場合（CONVERTERランプが緑点灯または橙点灯

している場合）は、P3-43を参照してください。
●ルータモードの場合（☛下記）

本商品のACTIVE ランプが緑点灯／緑点滅／消灯している場合は、ルータモード
に設定されています。その場合は、こちらを参照してください。
動作モードが未設定の場合も、こちらを参照してください。

●ブリッジモードの場合（☛P2-6）
本商品のACTIVE ランプが橙点灯／橙点滅している場合は、ブリッジモードに設
定されています。その場合は、こちらを参照してください。

 ルータモードの場合
本商品のACTIVEランプが緑点灯／緑点滅／消灯している場合、クイック設定Webは
次の手順で起動します。
① パソコンなどを起動する
②  WWW ブ ラ ウ ザ を 起 動 し、 ア ド レ ス 欄 に
「http://aterm.me/」と入力して、クイック設定Web
のページを開く

  ※  親機の IPアドレスを入力して開くこともできます。 
（工場出荷時は192.168.10.1 です。）例：http://192.168.10.1/

 ③  右の画面が表示された場合は、下記の手順で管理者パ
スワードを設定する

  ※  この画面は 管理者パスワードが未設定の場合に表示
されます。

  ［1］  画面にしたがって管理者パスワード（任意の文字列）
を決めて、控えておく
管理者パスワード控え欄

  ● 管理者パスワードは、本商品を設定する場合に必要となりますので、控えておいてく
ださい。忘れた場合は、設定画面を開くことができませんので、本商品を初期化した
あとすべての設定を最初からやり直すことになります。

 ［2］  上記で控えた管理者パスワードを画面に入力し、［設定］をクリックする
  ※  「パスワード」を入力する前に「入力した文字を表示する」にチェックを入れると、

入力文字が確認できます。
  ※  「管理者専用設定」で「管理者専用認証スルー機能」の「使用する」にチェックを入

れると、この画面を表示している端末のMACアドレスを管理者専用のMACアドレ
スとして本商品に登録します。登録した端末では、クイック設定Web起動時にユー
ザ名・管理者パスワード入力を省略することができます。
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④  「ユーザー名」（上段）に「admin」を、「パスワード」（下
段）に③で控えた管理者パスワードを入力し、［OK］
をクリックする

  ※ ユーザー名は、すべて半角小文字で入力してくださ
い。

（画面はWindows 8の場合の例です。）
⑤ クイック設定Webが表示される
  ※ インターネット接続設定が済んでいない場合は、らくらくWebウィザードが表示されます。

P2-9 の手順2以降を参照してインターネット接続の設定を行ってください。

  ブリッジモードの場合
本商品のACTIVEランプが橙点灯している場合、クイック設定Webは次の手順で起動します。
なお、本商品の IPアドレスは、IPアドレス自動補正機能により、本商品が接続してい
るネットワークのアドレス体系で、末尾が「210」の IPアドレスになっています。
※  IP アドレス自動補正機能を使用せずに、本商品の IPアドレスをお客様ご自身で設定
した場合も下記の手順で起動できます。

本商品のACTIVEランプが橙点滅している場合は、本商品の IPアドレス（末尾は「210」）
が他の機器で使用済みのため、IP アドレス自動補正機能によりアドレス末尾が「211」
～「218」のいずれかに補正されています。このままでもご利用になれます。
ACTIVE ランプの橙点滅を止めて橙点灯にするには、IPアドレス自動補正機能を外して
ください。（☛P6-10）

 ACTIVEランプが橙点滅している場合は

① 本商品が接続しているネットワークのアドレス体系を確認して（☛P6-19）控えておく
控え欄

② WWWブラウザを起動する
 ③  アドレス欄に「http://X.Y.Z.210/」を入力して、クイック設定Webのページを開く
 ※ 「X.Y.Z」は①で確認したネットワークのアドレス体系です。
  例： ①で確認したアドレスが「192.168.1.3」の場合 

→「http://192.168.1.210」と入力する
 ※  ACTIVE ランプが橙点滅している場合は、アドレス末尾「210」を「211」～「218」

のいずれかに変更した IPアドレスを入力してください。
 ※  IPアドレス自動補正機能を外して本商品のIPアドレスを変更した場合（☛P6-10）

は、変更した IPアドレスを入力してください。
 ※ アドレス欄に「http://aterm-XXXXXX/」（XXXXXXは本商品側面のラベルに

あるWAN側MACアドレスの下6桁）と入力しても起動できる場合があります。
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2-2　クイック設定Webの使いかた

 ④  右の画面が表示された場合は、下記の手順で管理者パ
スワードを設定する

  ※  この画面は管理者パスワードが未設定の場合に表示
されます。

 ［1］  画面にしたがって管理者パスワード（任意の文字列）
を決めて、控えておく
 管理者パスワード控え欄

  ● 管理者パスワードは、本商品を設定する場合に必要となりますので、控えておいてく
ださい。忘れた場合は、設定画面を開くことができませんので、本商品を初期化した
あとすべての設定を最初からやり直すことになります。

 ［2］  上記で控えた管理者パスワードを画面に入力し、［設定］をクリックする
  ※  「パスワード」を入力する前に「入力した文字を表示する」にチェックを入れると、

入力文字が確認できます。
  ※  「管理者専用設定」で「管理者専用認証スルー機能」の「使用する」にチェックを入

れると、この画面を表示している端末のMACアドレスを管理者専用のMACアドレ
スとして本商品に登録します。登録した端末では、クイック設定Web起動時にユー
ザ名・管理者パスワード入力を省略することができます。

⑤  「ユーザー名」（上段）に「admin」を、「パスワード」
（下段）に④で控えた管理者パスワードを入力し、
［OK］をクリックする

  ※  ユーザー名は、すべて半角小文字で入力してくださ
い。

（画面はWindows 8の場合の例です。）
⑥ クイック設定Webが表示される

 ポップアップヘルプについて
クイック設定Webを開くと、各項目に  のポップアップヘルプがあります。
このボタンをクリックすると、各設定項目の内容や、入力条件（文字数など）が表示さ
れます。

ポップアップヘルプ
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2-32-3  らくらくWebウィザードで
設定する

ここでは、インターネット接続に必要な本商品の動作モードを、手動で設定する方法に
ついて説明しています。設定は、らくらくWebウィザードで設定します。
※  らくらくWebウィザードは、インターネット接続設定が未設定の場合にのみ、表示

されます。

 ●クイック設定Webが起動しない場合は、パソコンのネットワークの設定を見直してくださ
い。（☛P37）

 ●クイック設定Web、らくらくWebウィザードが利用できるWWWブラウザについては、「設
定できるWWWブラウザ」（☛P2-3）を参照してください。
 ●説明に使用している画面表示は、お使いのWWWブラウザやお使いのOSによって異なります。
 ●クイック設定Webの画面のデザインは変更になることがあります。
 ●PPPoE の外付けブロードバンドモデムを使用するとき、ブロードバンドモデムに付属の
ユーティリティでは、パソコンを同時に1台しかインターネットに接続できません。複数
台のパソコンを接続する場合はブロードバンドモデムに付属のユーティリティは使用しな
いでください。インターネット接続の設定は本商品のらくらくWebウィザードまたはク
イック設定Webで設定をしてください。

  らくらくWebウィザードで設定する

 ●以下の手順は、すでにらくらくWebウィザードで本商品の設定が完了している場合は該当
しません。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）
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2-3　らくらくWebウィザードで設定する

2  動作モードを選択し、［次へ］をクリックする
接続事業者（例）（敬称略）ごとに動作モードを選択してください。

●PPPoEルータモードを選択する場合
フレッツ・ADSL
Bフレッツ
フレッツ　光ネクスト
フレッツ　光ライト

eo光
commuf＠
MEGA EGG
BBIQ
Yahoo!BB（フレッツ回線）

（※1）ルータ内蔵モデムに接続の場合は、ブリッジモードをお勧めします。
（※2）IP電話をご利用で、ルータ機能が内蔵されているIP電話対応機器に接続の

場合は、ブリッジモードをお勧めします。

（※1）

（※2）

●ローカルルータモードを選択する場合
UCOM
CATV

Yahoo!BB（フレッツ回線以外）

（※3）IP電話をご利用で、ルータ機能が内蔵されているIP電話対応機器に接続の
場合は、ブリッジモードをお勧めします。

（※4）無線LANパック適用時は、ブリッジモードをお勧めします。

（※4）

（※3）

● ブリッジモードを選択する場合
フレッツ・光プレミアム

auひかり（旧：光プラス）
ADSL one（旧：メタルプラス）
イー・アクセス
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●動作モードがわからないときは
  接続しているブロードバンドモデムにPPPランプがあり、点灯している場合は、
ブリッジモードを選択してみてください。

● ローカルルータモードとブリッジモードの違いは、次のとおりです。

お勧めの環境 注意事項など

ローカル
ルータモード

ルータを多重化接続し
てセキュリティを高め
たい場合

親機のルータ機能をご利用いた
だけますが、ブロードバンドモ
デムと設定が競合するため、正
しく動作しない場合があります。

ブリッジモード ルータを多重化するこ
とにより回線が持つス
ループットを十分に引
き出せない場合

親機のルータ機能は停止されま
す。ブロードバンドモデムのルー
タ機能をご利用いただけます。
悪質サイトブロック（ファミリー
スマイル）機能（☛P4-9）は、ご利
用いただけません。

3 表示される画面に合わせて、 インター
ネット接続に必要な情報を入力する

●PPPoEルータモードの場合
①  ［接続先名］に、プロバイダの名称など接
続先としてわかる名称（任意）を入力す
る

②  ［ユーザー名］と［パスワード］を入力す
る

 ※  接続事業者／プロバイダからの資料（契
約時に入手した接続情報の書類）にし
たがって入力してください。文字列を
間違えないように入力してください。

 ※  フレッツの場合は、＠以降のドメイン
が必要です。

 ※  メールのユーザ名やドメイン、パスワー
ドでは接続できません。

③  サービス情報サイトの接続先登録を行う
かどうかを選択する

 ※  NTT東日本の「Bフレッツ」「フレッツ・
ADSL」をご利用の場合のみ選択します。
DNSルーティングの設定も自動的に行
われます。
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2-3　らくらくWebウィザードで設定する

● ローカルルータモードの場合
  ご加入の接続事業者の案内にしたがって
入力してください。接続事業者の案内に
何も記載されていない場合は何も設定す
る必要はありません。

次の画面が表示された場合は、親機の
ブロードバンドモデムの接続を確認し、
［OK］をクリックします。

 

 DHCPクライアント機能：
  WAN側の IPアドレスを自動で取得する場合は［使用する］に します。接続事
業者から固定の IPアドレスを指定されている場合はチェックを外してください。

IP アドレス／ ネットマスク：
  接続事業者から固定 IP アドレスを指定されている場合は、その IP アドレス、
ネットマスクを入力します。WAN側をDHCPクライアントとして使用する場合
は特に指定する必要はありません。

ゲートウェイ：
  接続事業者から指定されている場合は［使用する］の を外し、［固定アドレス］
に入力します。指定されていない場合は特に指定する必要はありません。

ネームサーバ：
  サーバから自動で取得する場合は、［使用する］に します。接続事業者から指定
されている場合は、チェックを外し、そのアドレスを入力します。

ドメイン名／ホスト名：
  接続事業者からドメイン名、ホスト名を指定されている場合は、その名前を入力
します。特に指定がない場合は、空欄のままでかまいません。
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●  ブリッジモードの場合
 IP アドレス／ ネットマスク：
  IP アドレスを手動で設定する場合は、「IP
アドレス自動補正機能」の［使用する］
の を外し、ご使用の環境に合わせて親
機の IPアドレス／ネットマスクを設定し
ます。

 （例）  ルータタイプのADSLモデムの IPア
ドレスが「192.168.1.1」の場合
IPアドレス：

192.168.1.XXXなど

ADSLモデム
と同じ値

他の機器で
未使用の値

    ネットマスク（ビット指定）：24
  ※ フレッツ・光プレミアムに接続する際は、

IP アドレスを「192.168.24.XXX」
に設定してください。

※  あとからクイック設定Webのページを開
く場合、http://aterm.me/ からは開け
なくなります。 
左記で IP アドレスを手動設定した場合
は、WWWブラウザのアドレス欄に設定
した IPアドレス（例：http://192.168.
1.XXX/）を入力して開いてください。
左記で［IPアドレス自動補正機能］を［使
用する］に した場合は、P2-6を参照して
ください。

ゲートウェイ：
  本商品のWAN側のゲートウェイアドレスを固定で設定する場合は入力します。［IP
アドレス自動補正機能］の［使用する］の を外してから、［IP アドレス／ネッ
トマスク］の入力内容によって決まるネットワークアドレスの範囲内のアドレス
を入力してください。

ネームサーバ：
  本商品のWAN側のDNSサーバを手動で設定する場合は入力します。［IPアドレ
ス自動補正機能］の［使用する］の を外してから、入力してください。 
複数のDNSサーバがある場合は、［プライマリDNS］とともに、［セカンダリ
DNS］も入力してください。

4 入力が完了したら、［設定］をクリックする

これでインターネット接続のための基本設定は完了です。

らくらくWebウィザードは、親機をはじめて設定する場合のみ表示されます。もう一度
設定する場合は、一度初期化してから設定を行ってください。（☛P7-10）なお、初期化を行
うと本商品のすべての設定が初期値に戻りますのでご注意ください。

  インターネット接続の設定（らくらくWebウィザー
ド）をもう一度行いたい場合は

2-12



2-4   RT/BR/CNVモード切替スイッチ
での ブリッジモードの設定方法

親機の動作モードをブリッジモードに設定（ルータ機能を停止）する場合は、RT/BR/
CNVモード切替スイッチを使って強制的に設定することができます。
※ 「RT」はルータ、「BR」はブリッジ、「CNV」はコンバータの略です。

1 親機の電源を切る

2  RT/BR/CNVモード切替スイッチをBR側に切り替える

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

RT/BR/CNVモード切替スイッチ

3 親機の電源を入れる
POWERランプが緑点灯し、ACTIVE ランプが橙点灯すると、設定が完了します。

●  ブリッジモードで、らくらく無線スタートを行う場合は、必ず、ブロードバンドモデ
ムなどDHCPサーバ機能を持った機器を本商品に接続した状態で行ってください。

●  ブリッジモードで、クイック設定Webを開く場合は、「http://aterm.me/」から開
くことはできません。

 →  ブリッジモードでのクイック設定Webの起動のしかたはP2-6を参照してください。

   ブリッジモードに設定（ ルータ機能を停止）した場
合のご注意

 

 ●この方法で設定したあとに、ルータモードに変更する（ルータ機能を使用する）場合は、
本商品の電源を切ってRT/BR/CNVモード切替スイッチをRT側に切り替えたあと、電源
を入れてください。
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3  Wi-Fi を設定する
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Wi-Fi を設定する

この章では、本商品にWi-Fi 接続する場合の設定について説明しています。
Wi-Fi 接続するには、親機側面に記載されているWi-Fi 設定内容（ネットワーク名
（SSID）、暗号化キー）を、ご利用の子機側に設定します。

NECプラットフォームズ株式会社

親機

工場出荷時のネットワーク名
（SSID）と暗号化キー

側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」には、上段に
オーナーSSID、下段にゲストSSIDのWi-Fi 設定内容
（2.4GHz・5GHz別のSSID、暗号化モード、暗号化キー）
が表示されています。なお、ゲストSSIDに接続する
には、Wi-Fi 機能を有効に設定する必要があります。

［Wi-Fi 設定内容（初期値）］
「aterm-xxxxxx」は下記SSIDで共通の値となります。
なお、下記の「xxx…」「yyy…」は装置ごとに違う値ですので、親機側面のラベルをご確認く
ださい。

ネットワーク名（SSID） 暗号化キー 暗号化

オーナーSSID 2.4GHz aterm-xxxxxx-g
xxxxxxxxxxxxx AES

5GHz aterm-xxxxxx-a

ゲストSSID 2.4GHz aterm-xxxxxx-gx
yyyyyyyyyyyyy AES

5GHz aterm-xxxxxx-ax

WEP専用SSID 2.4GHz aterm-xxxxxx-gw zzzzzzzzzzzzz（※） WEP（128bit）

（※）  「WEP専用SSID」の暗号化キー「zzz…」は、クイック設定Webで確認することができます。設定の
際は、P3-3 のWEP専用SSIDの記載をご確認ください。

●  ネットワーク名（SSID）
親機には3つのネットワーク「オーナーSSID」「ゲストSSID」「WEP専用SSID」
があります。（初期値は、上記の表を参照。）通常は、「オーナーSSID」に接続して
ください。 
詳しくは、「マルチSSIDについて」（☛P3-3）を参照してください。
※  IEEE802.11b のみに対応している子機（ニンテンドーDSなど）は、らくらく
無線スタートで接続してください。（「WEP専用SSID」に接続されます。）

● 暗号化キー
暗号化キーは、セキュリティキー、パスフレーズ、ネットワークキー、パスワードと
も呼ばれています。
初期値は、半角英数13桁（0～9、a～ f を使用）に設定されています。
※  暗号化キーで使用されているアルファベットは、工場出荷状態ではすべて小文字
（abcdef）です。（「B」（ビー）、「G」（ジー）、「I」（アイ）、「l」（エル）、「O」「o」
（オー）は使用していません。）
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3-1　Wi-Fi を設定する

  マルチSSIDについて
親機には3つのネットワーク「オーナーSSID」「ゲストSSID」「WEP専用 SSID」
があり、それぞれに異なる設定（セキュリティ）を行うことができます。（ ユーザー
ズマニュアル）
また、これらのSSID は同時に動作しているため、AESを利用可能な子機と、ニンテ
ンドーDSなどWEPのみが利用可能な子機が共存可能です。
通常は、「オーナーSSID」に接続してください。

● オーナーSSID
 初期値：  「aterm-xxxxxx-g」（2.4GHz モードの場合） 

「aterm-xxxxxx-a」（5GHzモードの場合）
  → 親機側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」の上段に記載されています。
 通常はこちらに接続してください。
 ・ 暗号化方式としてTKIP/AESが利用可能。（初期値はAES）
 ・  AESが設定されている場合、2.4GHz モードでは IEEE802.11n、5GHzモードでは

IEEE802.11ac による高速通信が利用可能。

 ● ゲストSSID
 初期値：  「aterm-xxxxxx-gx」（2.4GHz モードの場合） 

「aterm-xxxxxx-ax」（5GHzモードの場合）
  → 親機側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」の下段に記載されています。
 訪問者（ゲスト）の使用を一時的に許可する場合のSSIDです。
 ただし、使用するには設定が必要となります。
 →  初期値では、Wi-Fi 機能が無効に設定されています。接続するためには、クイック設定Webの「Wi-Fi

（無線 LAN）設定」－［Wi-Fi 詳細設定］でWi-Fi 機能を有効に設定する必要があります。（Wi-Fi 機
能の有効時間を指定することもできます。）

 ・ 暗号化方式としてTKIP/AESが利用可能。（初期値はAES）
 ・  AESが設定されている場合、2.4GHz モードでは IEEE802.11n、5GHzモードでは

IEEE802.11ac による高速通信が利用可能。

 ● WEP専用SSID
 初期値：  「aterm-xxxxxx-gw」（2.4GHz モードのみ）
  → ゲストSSIDの末尾2桁を「gw」にしたものになります。
  ご使用の子機の暗号化モードがWEPの場合（ニンテンドーDSなど）に選択するSSIDです。
  通常は、IEEE802.11b のみに対応している子機（ニンテンドーDSなど）から、らくら
く無線スタートで接続してください。

 ・ 暗号化方式としてWEPが利用可能。（128bitWEP固定）
 ※  WEP専用SSIDに手動で接続する場合は、事前に暗号化キーを確認しておく必要があります。暗号

化キーは、クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－「Wi-Fi 詳細設定」で確認してください。
 ※  本商品のWEPの暗号化（セキュリティ）については、下記を参考にしてください。
  ・ WEPはOpen System認証を使用しています。
  ・ キーは自動的に提供されません。また、本商品のキーインデックスは「1」です。
  ・ IEEE802.1Xは使用していません。
  ・  桁数が26桁の場合は、英数字を16進数に読み替えてください。 

読み替え方法：
英数字 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d e f
16進数 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 61 62 63 64 65 66
読み替え例：0123456789abc → 30313233343536373839616263
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 ●らくらく無線スタート利用時には、工場出荷状態でオーナー SSID に接続されます。
（ただし、ニンテンドーDSなどの IEEE802.11b のみに対応している子機はWEP専用
SSIDに接続されます。） 
らくらく無線スタート接続先をゲストSSIDにしたい場合は、クイック設定Webの「Wi-Fi
（無線 LAN）設定」－「Wi-Fi 基本設定」での設定が必要となります。
 ●ゲストSSIDとWEP専用SSIDは、工場出荷状態でネットワーク分離機能（☛P4-8）が設定
されているため、下記の制限があります。 
・ クイック設定Webに接続できない。 
・ 親機に有線で接続された端末に接続できない。 
・ 親機に他のネットワーク名（SSID）でWi-Fi 接続された端末に接続できない。 
なお、ゲストSSID の場合は、制限を解除することができます。いったん有線で親機とパ
ソコンを接続してクイック設定Webを表示し、「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－［Wi-Fi 詳
細設定］の［対象ネットワークを選択］でゲストSSIDを選択して、［Wi-Fi 機能設定］の［ネッ
トワーク分離機能］で［使用する］のチェックを外してください。（ ユーザーズマニュアル）
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3-23-2  Wi-Fi 対応のゲーム機から 接続する

本商品にWi-Fi 対応の ゲーム機を接続することができます。
●らくらく無線スタートでの設定
  らくらく無線スタートに対応したゲーム機の場合は、らくらく無線スタートで簡単に
Wi-Fi 接続設定ができます。

  ＜らくらく無線スタートで設定できるゲーム機の例＞
  　・「プレイステーション3」
  　・「プレイステーション4」
  　・PSP®「プレイステーション・ポータブル」
  　・PlayStation®Vita
  　・Wii、Wii U
  　・ニンテンドーDS（ニンテンドーDS Lite 含む）
  　・ニンテンドーDSi（ニンテンドーDSi LL 含む）
  　・ニンテンドー3DS（ニンテンドー3DS LL 含む）
  設定方法はゲーム機の取扱説明書などやゲーム機の接続設定内にある マークから設定
してください。 
なお、サポートページにて、らくらく無線スタート対応機種の最新情報を確認することが
できます。

●手動設定
 らくらく無線スタートに対応していないゲーム機は、手動で設定します。
  親機側面に記載されているWi-Fi 設定内容をゲーム機側に設定してください。設定方法に
ついては、各ゲーム機の取扱説明書などを参照してください。

  ＜Wi-Fi 接続できるゲーム機の例＞
  　・Xbox 360など
  ゲーム機の取扱説明書などにしたがってWi-Fi 機能を有効にしたら、接続したい親機のネッ
トワーク名（SSID）を選択して接続し、親機の暗号化キーを入力してください。

 ※ 設定の際に画面に出てくる「セキュリティーキー」、「パスフレーズ」、「ネットワークキー」、
「パスワード」とは、暗号化キーのことです。

 ※  WEPにのみ対応しているゲーム機の場合は、P3-3を参照して、WEP専用SSIDに手動
で接続してください。

NECプラットフォームズ株式会社

親機

工場出荷時のネットワーク名
（SSID）と暗号化キー

側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」には、上段に
オーナーSSID、下段にゲストSSIDのWi-Fi 設定内容
（2.4GHz・5GHz別のSSID、暗号化モード、暗号化キー）
が表示されています。なお、ゲストSSIDに接続する
には、Wi-Fi 機能を有効に設定する必要があります。

らくらく無線スター
トのマークから設定

※図は一例です。
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 ●ゲーム機のブラウザでクイック設定Webを表示させる場合、「WEP専用SSID」にWi-Fi
接続していると（※）、工場出荷状態でネットワーク分離機能（☛P4-8）が設定されているため、
クイック設定Webは表示できません。その場合は、いったん有線で親機とパソコンを接続
して、クイック設定Webを表示してください。設定が終わったら、再度Wi-Fi 接続してく
ださい。 
（※）  ニンテンドーDS、らくらく無線スタートで設定したPSP®「プレイステーション・ポー

タブル」の場合など。
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3-3  iPad/iPhone/iPod touchから
接続する

本商品にWi-Fi で iPad/iPhone/iPod touch を接続することができます。
親機側面に記載されているWi-Fi 設定を iPad/iPhone/iPod touch 側に設定してくだ
さい。
設定方法については、iPad/iPhone/iPod touch の取扱説明書などを参照してください。

NECプラットフォームズ株式会社

親機

工場出荷時のネットワーク名
（SSID）と暗号化キー

側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」には、上段に
オーナーSSID、下段にゲストSSIDのWi-Fi 設定内容
（2.4GHz・5GHz別のSSID、暗号化モード、暗号化キー）
が表示されています。なお、ゲストSSIDに接続する
には、Wi-Fi 機能を有効に設定する必要があります。

下記は設定方法の概要です。

1 親機側面に記載されているネットワーク名（SSID）と暗号化キーをあ
らかじめ控えておく
暗号化キーを変更している場合は、変更後の暗号化キーになります。

2 「ホーム」画面の「設定」アイコンをタップする

3 設定メニューの「Wi-Fi」をタップする

4 「Wi-Fi」ボタンが「オフ」になっている場合は、ボタンをタップして「オ
ン」にする

5 ネットワークの一覧が表示されるので、手順1で確認したネットワー
ク名（SSID）をタップする

6 「パスワード」に手順1で確認した暗号化キーを入力し、「Join」ボタ
ンをタップする
本商品の暗号化キーの初期値は小文字です。数字を入力するときは、「.?123」ボタ
ンをタップすると、数字のキーボードに切り替わります。

7 設定が完了し、画面上部のステータスバーにWi-Fi ア
イコンが表示される

例　
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 ●親機で「ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）」を設定している場合は、手順5で「その他」
を選択してネットワーク名（SSID）を直接入力し、「セキュリティ」をタップします。「そ
の他」をタップしたあと、手順6へ進みます。 
ネットワークの一覧から選択していったん接続が完了したあとに、親機で「ESS-ID ステ
ルス機能（SSIDの隠蔽）」を有効にすると、iPad/iPhone/iPod touch を次に起動した
際に接続できなくなりますのでご注意ください。その場合は、「その他」からネットワーク
名（SSID）を直接入力して再度設定を行ってください。
 ●親機で「MACアドレスフィルタリング」を設定している場合は、いったん解除してから接
続してください。 
接続が完了したあとに、iPad/iPhone/iPod touch のMAC アドレスを登録して有効にし
てください。
 ●設定手順は、iPad/iPhone/iPod touch の OSバージョンにより変更される場合がありま
す。
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3-4 スマートフォン・タブレット端末から
らくらくQRスタートで接続する

スマートフォンやタブレット端末の場合、専用アプリ「Aterm らくらくQRスタート」
をご利用いただくと、設定用のQRコードを読み取るだけで、本商品へ簡単にWi-Fi 接
続することができます。
その際に必要な設定用のQRコードは、本商品に添付の「らくらくQRスタート用QR
コード」（シール）またはQRコード表示機能で表示したQRコードを使用します。

らくらくQRスタート用QRコードを使用してWi-Fi 接続する
本商品に添付の「らくらくQRスタート用QRコード」（シール）を読み取ってWi-Fi
接続します。本商品のWi-Fi 設定内容を工場出荷状態のままご利用の場合は、こちらを
ご使用ください。
※  「らくらくQRスタート用QRコード」には、本商品の初期値のWi-Fi 設定内容（ネットワーク名 (SSID)、

暗号化モード、暗号化キー）が含まれています。
使いかたは、「つなぎかたガイドB」を参照してください。

QRコード表示機能を使用してWi-Fi 接続する
クイック設定Webから表示した設定用QRコードを読み取ってWi-Fi 接続します。
クイック設定WebでWi-Fi 設定内容を変更した場合も、変更した内容のQRコードを
表示できます。
下記の手順で、設定用QRコードを表示し、スマートフォン・タブレット端末から
Wi-Fi 接続してください。

設定用QRコードを表示する

1 QRコードを表示したいパソコンで、クイック設定Web を起動する
(☛P2-5)
※  パソコンは、本商品に接続してインターネット通信ができている状態でご使用く
ださい。

2 画面左のメニューにある［設定用
QRコードを表示］をクリックする
設定用QRコードを作成するWebサイトに
リンクします。

3 画面にしたがって、設定用QRコードを作成・表示する

3-4
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スマートフォン・タブレット端末からWi-Fi 接続する

4 スマートフォン・タブレット端末で、専用アプリ「Atermらくらく
QRスタート」を起動する
※  専用アプリ「AtermらくらくQRスタート」は、 
右記URLからダウンロードしてください。 http://qr.aterm.jp

※  起動後、しばらくすると、カメラビューが表示されます。

5 カメラビュー画面で、手順3で表示された設定用QRコードを読み取
る
※  カメラビュー内の読み取り範囲内にQRコードを表示させてください。自動的に
QRコードを読み取ります。

6 Wi-Fi 設定内容が表示されたら、［設定適用］をタップ（またはクリック）
する
※  本商品とご利用の端末両方が2.4GHz/5GHz に対応している場合は、優先的に
5GHz に接続します。（5GHz を利用できない場合は、2.4GHz に接続します。）

以上でWi-Fi 接続の設定は終了です。
（iOS端末の場合は、以降画面にしたがって設定を進めてください。）

なお、詳細は、「AtermらくらくQRスタート」のWebサイト（ http://qr.aterm.jp ）
を参照してください。

 ●専用アプリ「AtermらくらくQRスタート」は、インターネット接続（3G通信や LTE通
信など）機能およびカメラ機能に対応しているスマートフォン・タブレット端末でご利用い
ただけます。利用可能な端末の最新情報は、「AtermらくらくQRスタート」のWebサイ
ト（上記）でご確認ください。2014 年 9 月現在では、Android 端末（対応 OS：
Android 4.4/4.3/4.2/4.1/4.0/3.2/3.1/3.0/2.3）および iOS端末（対応OS：iOS 
7.1/7.0/6.1/6.0/5.1/5.0/4.3）でのご利用となります。
 ●本アプリは無料です。ただしインターネット接続（3G通信や LTE通信など）のパケット
通信料はお客様ご負担となります。
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3-5 パソコンなどからWi-Fi を簡単に
設定する

  らくらく無線スタート／ らくらく無線スタートEXを使用
してWi-Fi 設定する
らくらく無線スタート／らくらく無線スタート EX
とは、親機にあるらくらくスタートボタンの操作で、
Wi-Fi の接続設定（SSID・暗号化キーなどの設定）
を簡単に行える機能です。

親機にWi-Fi セキュリティ機能（☛P4-2）のMAC
アドレスフィルタリング、ESS-IDステルス機能（SSID
の隠蔽）が設定されている場合においても設定が可能
です。

らくらくスタート
ボタン

親機

本商品は、らくらく無線スタートに対応したAtermシリーズの子機（※1）や、無線 LAN
内蔵パソコン（※2）からのらくらく無線スタート／らくらく無線スタートEXによる接続設
定に対応しています。
設定方法は、子機に添付の取扱説明書などを参照してください。なお、子機WF1200HP-D
の場合はP3-38を参照してください。

（※1）  WL900U、WL450NU-AG、WL300NU-GS、WL300NU-AG、WL300NE-
AG、WF1200HP-D（※）/WF1200HP（※）/WG1800HP（※）/WG1400HP（※）

/WR9500N（※）で対応。（2014年9月現在）
（※） 子機（CONVERTER）モードまたは無線 LAN子機（CONVERTER）モードでご使用くだ

さい。
（※2）  らくらく無線スタート EXは、Windows 8.1/8/7またはWindows Vista、

OS X v10.9/v10.8/v10.7、Mac OS X v10.6/v10.5の日本語版かつ Intel
製 CPU搭載のパソコンに対応。

  かつ各OSのワイヤレスネットワーク接続でWi-Fi 設定ができる環境に限られま
す。

●らくらく無線スタート／らくらく無線スタートEXは、サポートページからダウンロードす
ることができます。

●工場出荷状態でらくらく無線スタートを行った場合は、2.4GHzで接続します。
 （ただし、子機WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500N、
WL300NE-AGの場合は、5GHzで接続します。）

3-5
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  WPS機能を使用してWi-Fi 設定する
親機は、WPS（Wi-Fi Protected Setup）機能を使用して、子機のWi-Fi 接続を行う
ことができます。 
Wi-Fi 接続するには、子機側もWPSに対応している必要があります。
※  WPSとは、Wi-Fi Alliance が策定したWi-Fi の接続設定を簡単に行うための規格で

す。
※  本機能では、わかりやすくするために「らくらくスタートボタン」を「らくらくスター

トボタン（WPSプッシュボタン）」と呼びます。

設定には、以下の方法があります。
● らくらくスタートボタン（WPSプッシュボタン）による設定（☛P3-13）
●  PIN 方式による設定（ 「ユーザーズマニュアル」）

WPSの PIN方式でAP Enrollee/AP Registrar をお使いの場合に、こちらの設定
をご利用ください。
通常は、上記のらくらくスタートボタン（WPSプッシュボタン）による設定をご利
用ください。
＜親機のWi-Fi 設定内容を子機側に設定する場合＞
クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－「WPS設定」にて、子機の
PINコードを入力します。
※ 子機のPINコードは、子機に添付の取扱説明書などを参照してください。
※ 親機側の操作方法は、「  ユーザーズマニュアル」を参照してください。

＜子機側のWi-Fi 設定内容を親機に設定する場合＞
クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－「WPS設定」にて「Confi gured」
のチェックを外してから、子機側のWPS機能を起動し、親機のPIN コードを入
力します。
ただし、この方法だと、親機のWi-Fi 設定内容が変更になるため、他の子機の
Wi-Fi 接続はすべて外れてしまいます。接続が外れた子機は、他の方法を使って
Wi-Fi 接続し直してください。
※ 親機のPINコード（初期値）は、親機側面のラベルに記載されています。
※ 子機側の操作方法は、子機に添付の取扱説明書などを参照してください。
※ 親機側の操作方法は、「  ユーザーズマニュアル」を参照してください。

 ●親機で「ESS-ID ステルス機能（SSID の隠蔽）」が「使用する」になっていると、WPS
機能での設定に失敗します。親機側の設定を確認してください。
 ●WPS機能での設定中は他のWi-Fi 接続はいったん切断されることがあります。
 ●親機では、WPS機能での設定の際、2.4GHz または5GHz のどちらにも接続することが
できます。
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3-5　パソコンなどからWi-Fi を簡単に設定する

 らくらくスタートボタン（WPSプッシュボタン）による設定
親機背面にあるらくらくスタートボタン（WPSプッシュボタン）を押すことで、WPS
機能を起動させることができます。設定方法は下記のとおりです。
※ 設定の際は、親機と子機は近くに置いた状態で設定してください。（目安：1m程度）

 ●親機で「MACアドレスフィルタリング」が「使用する」になっている場合、子機のMAC
アドレスが登録されていないと、子機によってはWPS機能で設定できません。親機側の
設定内容を確認してください。
 ●親機で「WPS設定」の「PIN 方式」を「使用しない」に設定している場合、 Windows 
8.1/8/7、Windows Vista でこの設定を行う際は、必ず、先に親機のらくらくスタート
ボタン（WPSプッシュボタン）を押してから、Windows上に表示されるネットワーク名
（SSID）を選択してください。

1 子機のWPS機能を起動する
※起動方法は、子機に添付の取扱説明書などを参照してください。

2 親機背面のらくらくスタートボタン（WPSプッシュボタン）を長押し
し、POWERランプが緑点滅または緑橙点滅したら放す

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

RTER

POWERランプ
緑点滅または
緑橙点滅

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

らくらくスタートボタン
（WPSプッシュボタン）

3 親機のPOWERランプが橙点灯することを確認する
※POWERランプは約10秒間橙点灯したあと、緑点灯に戻ります。

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

TER

POWERランプ
橙点灯

失敗した場合は、POWERランプが約10秒間赤点滅します。 
再度手順1からやり直しても失敗する場合は、子機の取扱説明書などを参照し
て、親機のネットワーク名（SSID）と暗号化キーを設定してください。 
※  親機のネットワーク名（SSID）と暗号化キーは、親機側面のラベルを参照

してください。
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3-63-6  Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを
「 ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

無線 LAN内蔵パソコンがWindows 8.1/8/7およびWindows Vista の場合は、内
蔵されている「ワイヤレスネットワーク接続」でWi-Fi 設定を行うことができます。

無線 LAN内蔵パソコンの取扱説明書などにしたがって無線（ワイヤレス）機能を有効
にし、次の手順で設定してください。
①  設定する
「ワイヤレスネットワーク接続」の接続画面で親機のネットワーク名（SSID）を選
択して接続し、キー・パスワードに親機の暗号化キー（大文字、小文字そのまま）を
入力してください。設定手順は下記を参照してください。

 ・Windows 8.1 の場合（☛P3-15）
 ・Windows 8 の場合（☛P3-19）
 ・Windows 7 の場合（☛P3-25）
 ・Windows Vista の場合（☛P3-31）
②  親機との通信状態を確認する（☛P3-37）

3-14



3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

 Windows 8.1 の場合
無線LAN内蔵パソコンの無線（ワイヤレス）機能を有効にしてから、下記の手順で設
定してください。

接続先をネットワーク一覧から選択して設定する場合

1 ［スタート］画面で［デスクトップ］を選択する

 2  通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを
クリックする

3 接続する親機のネットワーク名
（SSID）をクリックする

 ※  工場出荷時のネットワーク名（SSID）は、親機の側面に記載されています。

NECプラットフォームズ株式会社

親機

工場出荷時のネットワーク名
（SSID）と暗号化キー

側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」には、
上段にオーナーSSID、下段にゲストSSIDの
Wi-Fi 設定内容（2.4GHz・5GHz別のSSID、
暗号化モード、暗号化キー）が表示されていま
す。なお、ゲスト SSID に接続するには、
Wi-Fi 機能を有効に設定する必要があります。

※  接続する親機のネットワーク名（SSID）が表示されない場合は、「接続先を手動
で設定する場合」（☛P3-17）へ進みます。
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4 ［接続］をクリックする

上の画面が表示された場合は、一度接
続した際に保存されていたネットワー
ク設定を削除する必要があります。
［ネットワークの削除］をクリックして
ください。その後、手順3から接続し
直してください。

5 右の画面が表示された場合は、親機
の暗号化キーを入力して、［次へ］を
クリックする
※ 工場出荷時の暗号化キーは、親機の側面
に記載されています。（☛P3-15）

上の画面が表示された場合は、［はい］
をクリックしてください。

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

 接続先を手動で設定する場合

 1  通知領域（タスクトレイ）に表示さ
れているネットワークアイコンを右
クリックし、［ネットワークと共有セ
ンターを開く］－［新しい接続また
はネットワークのセットアップ］を
クリックする

 2 ［ワイヤレスネットワークに手動で接
続します］を選択し、［次へ］をクリッ
クする

3 表示される画面に合わせて設定を行
う
※ 工場出荷時のネットワーク名（SSID）と
暗号化キーは、親機の側面に記載されて
います。（☛P3-15）

①  ［ネットワーク名］で親機のネットワーク
名（SSID）を入力する

②  ［セキュリティの種類］で［WPA2- パー
ソナル］を選択する

③  ［暗号化の種類］で［AES］と表示される
④  ［セキュリティ キー］に親機の暗号化キーを入力する
 ※   暗号化キーは半角で、8～63桁の英数記号または、64桁の16進数で入力します。
 ※  暗号化キーに使用できる文字は次のとおりです。
   【8～ 63桁の場合】英数記号（0～9、a～ z、A～ Z、下記の記号）

! % ) - ; @ ^ ｜

※  「\」（バックスラッシュ）はパソコンの設定によっ
ては、「¥」と表示されます。

” & ＊ . < ［ _ ｝
# ’ + / = \ ｀ ̃
＄ ( , : > ］｛

 
   【64桁の場合】16進数（0～9、a～ f、A～ F）
⑤  親機で ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）を設定している場合は、［ネットワー
クがブロードキャストを行っていない場合でも接続する］にチェックを入れる

⑥  ［次へ］をクリックする
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4 ［接続の設定を変更します］をクリッ
クする

5 ［セキュリティ］タブをクリックして
設定内容を確認する
※  ［パスワードの文字を表示する］にチェック
を入れると、パスワードが確認できます。

6 ［OK］をクリックする

7 ［閉じる］をクリックする

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

 Windows 8 の場合
無線LAN内蔵パソコンの無線（ワイヤレス）機能を有効にしてから、下記の手順で設
定してください。

接続先をネットワーク一覧から選択して設定する場合

1 ［スタート］画面で［デスクトップ］を選択する

 2  通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを
クリックする

3 接続する親機のネットワーク名
（SSID）にカーソルを合わせ、セキュ
リティについての表示を確認する

・  セキュリティが設定されている場合 
（「WPA-PSK」など）
 → ＜親機に暗号化が設定されている場合＞
（☛P3-20）へ

・  「セキュリティで保護されていない」と表示
されている場合

 → ＜親機に暗号化が設定されていない場合
＞（☛P3-21）へ

 ※  工場出荷時のネットワーク名（SSID）は、親機の側面に記載されています。

NECプラットフォームズ株式会社

親機

工場出荷時のネットワーク名
（SSID）と暗号化キー

側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」には、
上段にオーナーSSID、下段にゲストSSIDの
Wi-Fi 設定内容（2.4GHz・5GHz別のSSID、
暗号化モード、暗号化キー）が表示されていま
す。なお、ゲスト SSID に接続するには、
Wi-Fi 機能を有効に設定する必要があります。

※  接続する親機のネットワーク名（SSID）が表示されない場合は、「接続先を手動
で設定する場合」（☛P3-22）へ進みます。
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 ＜親機に暗号化が設定されている場合＞

4 接続する親機のネットワーク名
（SSID）をクリックする

5 ［接続］をクリックする
※  接続に失敗した場合は、［キャンセル］を
クリックし、下記の手順で、一度接続し
た際に保存されていたネットワーク設定
を削除してください。

 ①  通知領域（タスクトレイ）に表示され
ているネットワークアイコンをクリッ
クする

 ②  接続するネットワーク名（SSID) を右
クリックして［この接続を削除する］
をクリックする

上記の手順が完了したら、手順1（☛P3-19）
から接続し直してください。

6 親機の暗号化キーを入力して、［次へ］
をクリックする
※  PC の共有についての選択画面が表示さ
れた場合は、「はい、共有をオンにしてデ
バイスに接続します」をクリックしてく
ださい。

※ 工場出荷時の暗号化キーは、親機の側面
に記載されています。（☛P3-19）

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

 ＜親機に暗号化が設定されていない場合＞

4 接続する親機のネットワーク名
（SSID）をクリックする

5 ［接続］をクリックする

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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 接続先を手動で設定する場合

 1  通知領域（タスクトレイ）に表示さ
れているネットワークアイコンを右
クリックし、［ネットワークと共有セ
ンターを開く］－［新しい接続また
はネットワークのセットアップ］を
クリックする

 2 ［ワイヤレスネットワークに手動で接
続します］を選択し、［次へ］をクリッ
クする

3 表示される画面に合わせて設定を行
う
※ 工場出荷時のネットワーク名（SSID）と
暗号化キーは、親機の側面に記載されて
います。（☛P3-19）

①  ［ネットワーク名］で親機のネットワーク
名（SSID）を入力する

②  ［セキュリティの種類］で［WPA- パーソ
ナル］または［WPA2- パーソナル］を
選択する

③  ［暗号化の種類］で［TKIP］または［AES］
を選択する

④  ［セキュリティ キー］に親機の暗号化キーを入力する
 ※   暗号化キーは半角で、8～63桁の英数記号または、64桁の16進数で入力します。
 ※  暗号化キーに使用できる文字は次のとおりです。
   【8～ 63桁の場合】英数記号（0～9、a～ z、A～ Z、下記の記号）

! % ) - ; @ ^ ｜

※  「\」（バックスラッシュ）はパソコンの設定によっ
ては、「¥」と表示されます。

” & ＊ . < ［ _ ｝
# ’ + / = \ ｀ ̃
＄ ( , : > ］｛

 
   【64桁の場合】16進数（0～9、a～ f、A～ F）
⑤  親機で ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）を設定している場合は、［ネットワー
クがブロードキャストを行っていない場合でも接続する］にチェックを入れる

⑥  ［次へ］をクリックする
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

4 ［接続の設定を変更します］をクリッ
クする

上の画面が表示された場合は、［キャン
セル］をクリックし、下記の手順で、
一度接続した際に保存されていたネッ
トワーク設定を削除してください。
①  通知領域（タスクトレイ）に表示さ
れているネットワークアイコンをク
リックする

②  接続するネットワーク名（SSID) を
右クリックして［この接続を削除す
る］をクリックする

上記の手順が完了したら、P3-22の手順1
から接続し直してください。

5 ［セキュリティ］タブをクリックして
設定内容を確認する
※  ［パスワードの文字を表示する］にチェック
を入れると、パスワードが確認できます。

6 ［OK］をクリックする
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7 ［閉じる］をクリックする

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

 Windows 7 の場合
無線LAN内蔵パソコンの無線（ワイヤレス）機能を有効にしてから、下記の手順で設
定してください。

接続先をネットワーク一覧から選択して設定する場合

 1  通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを
クリックする
※  ［スタート］（Windowsのロゴボタン）－［コントロールパネル］－［ネットワー
クとインターネット］－［ネットワークと共有センター］－［ネットワークに接続］
をクリックする方法もあります。

2 接続する親機のネットワーク名
（SSID）にカーソルを合わせ、「セキュ
リティの種類」の表示を確認する

・  セキュリティが設定されている場合 
（「WPA-PSK」など）
 → ＜親機に暗号化が設定されている場合

＞（☛P3-26）へ
・  「セキュリティの設定が無効」と表示され
ている場合

 → ＜親機に暗号化が設定されていない場
合＞（☛P3-27）へ

 ※  工場出荷時のネットワーク名（SSID）は、親機の側面に記載されています。

NECプラットフォームズ株式会社

親機

工場出荷時のネットワーク名
（SSID）と暗号化キー

側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」には、
上段にオーナーSSID、下段にゲストSSIDの
Wi-Fi 設定内容（2.4GHz・5GHz別のSSID、
暗号化モード、暗号化キー）が表示されていま
す。なお、ゲスト SSID に接続するには、
Wi-Fi 機能を有効に設定する必要があります。

※  接続する親機のネットワーク名（SSID）が表示されない場合は、［ネットワーク
と共有センターを開く］－［新しい接続またはネットワークのセットアップ］を
クリックして「接続先を手動で設定する場合」（☛P3-28）の手順2へ進みます。
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 ＜親機に暗号化が設定されている場合＞

3 接続する親機のネットワーク名
（SSID）をクリックする

4 ［接続］をクリックする
※  接続に失敗した場合は、［閉じる］または
［キャンセル］をクリックし、下記の手順
で、一度接続した際に保存されていたネッ
トワーク設定を削除してください。

 ①  ［ネットワークと共有センターを開く］
－［ワイヤレスネットワークの管理］
をクリックする

 ②  接続するネットワーク名（SSID）を
選択して右クリックし、［ネットワー
クの削除］をクリックする

 ③  ［はい］をクリックする
 ④  ［ワイヤレスネットワークの管理］の

画面を閉じる
上記の手順が完了したら、手順1（☛P3-25）
から接続し直してください。

5 親機の暗号化キーを入力して、［OK］
をクリックする
※ 工場出荷時の暗号化キーは、親機の側面
に記載されています。（☛P3-25）

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

 ＜親機に暗号化が設定されていない場合＞

3 接続する親機のネットワーク名
（SSID）をクリックする

4 ［接続］をクリックする

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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 接続先を手動で設定する場合

 1  通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを
クリックし、［ネットワークと共有センターを開く］－［新しい接続ま
たはネットワークのセットアップ］をクリックする
※  ［スタート］（Windowsのロゴボタン）－［コントロールパネル］－［ネットワー
クとインターネット］－［ネットワークと共有センター］－［新しい接続またはネッ
トワークのセットアップ］をクリックする方法もあります。

 2 ［ワイヤレスネットワークに手動で接
続します］を選択し、［次へ］をクリッ
クする

3 表示される画面に合わせて設定を行
う
※ 工場出荷時のネットワーク名（SSID）と
暗号化キーは、親機の側面に記載されて
います。（☛P3-25）

①  ［ネットワーク名］で親機のネットワーク
名（SSID）を入力する

②  ［セキュリティの種類］で［WPA- パーソ
ナル］または［WPA2- パーソナル］を
選択する

③  ［暗号化の種類］で［TKIP］または［AES］
を選択する

④  ［セキュリティ キー］に親機の暗号化キーを入力する
 ※   暗号化キーは半角で、8～63桁の英数記号または、64桁の16進数で入力します。
 ※  暗号化キーに使用できる文字は次のとおりです。
   【8～ 63桁の場合】英数記号（0～9、a～ z、A～ Z、下記の記号）

! % ) - ; @ ^ ｜

※  「\」（バックスラッシュ）はパソコンの設定によっ
ては、「¥」と表示されます。

” & ＊ . < ［ _ ｝
# ’ + / = \ ｀ ̃
＄ ( , : > ］｛

 
   【64桁の場合】16進数（0～9、a～ f、A～ F）
⑤  親機で ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）を設定している場合は、［ネットワー
クがブロードキャストを行っていない場合でも接続する］にチェックを入れる

⑥  ［次へ］をクリックする
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

4 ［接続の設定を変更します］をクリッ
クする

上の画面が表示された場合は、［キャン
セル］をクリックし、下記の手順で、
一度接続した際に保存されていたネッ
トワーク設定を削除してください。
①  ［ネットワークと共有センターを開
く］－［ワイヤレスネットワークの
管理］をクリックする

②  接続するネットワーク名（SSID）を
クリックして右クリックし、［ネット
ワークの削除］をクリックする

③  ［はい］をクリックする
④  ［ワイヤレスネットワークの管理］の
画面を閉じる

上記の手順が完了したら、P3-28の手順1
から接続し直してください。

5 ［セキュリティ］タブをクリックして
設定内容を確認する
※  ［パスワードの文字を表示する］にチェック
を入れると、パスワードが確認できます。

6 ［OK］をクリックする
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7 ［閉じる］をクリックする

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

 Windows Vista の場合
無線LAN内蔵パソコンの無線（ワイヤレス）機能を有効にしてから、下記の手順で設
定してください。

接続先をネットワーク一覧から選択して設定する場合

 1  ［スタート］（Windowsのロゴボタン）ー［ネットワーク］ー［ネット
ワークと共有センター］ー［ネットワークに接続］をクリックする
※  通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを右クリック
して［ネットワークに接続］をクリックする方法もあります。

2 接続する親機のネットワーク名
（SSID）をクリックし、セキュリティ
の設定についての表示を確認する

・  「セキュリティの設定が有効なネットワー
ク」と表示されている場合

 → ＜親機に暗号化が設定されている場合
＞（☛P3-32）へ

・ 「セキュリティの設定が有効でないネットワーク」と表示されている場合
 → ＜親機に暗号化が設定されていない場合＞（ ☛P3-33）へ
 ※  工場出荷時のネットワーク名（SSID）は、親機の側面に記載されています。

NECプラットフォームズ株式会社

親機

工場出荷時のネットワーク名
（SSID）と暗号化キー

側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」には、
上段にオーナーSSID、下段にゲストSSIDの
Wi-Fi 設定内容（2.4GHz・5GHz別のSSID、
暗号化モード、暗号化キー）が表示されていま
す。なお、ゲスト SSID に接続するには、
Wi-Fi 機能を有効に設定する必要があります。

※  接続する親機のネットワーク名（SSID）が表示されない場合は、［接続またはネッ
トワークをセットアップします］をクリックして「接続先を手動で設定する場合」
（☛P3-34）の手順2へ進みます。
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 ＜親機に暗号化が設定されている場合＞

3 ［接続］をクリックする
※  接続に失敗した場合は、［閉じる］をクリッ
クし、下記の手順で、一度接続した際に
保存されていたネットワーク設定を削除
してください。

 ①  ［ネットワークと共有センター］－［ワ
イヤレスネットワークの管理］をクリッ
クする

 ②  接続するネットワーク名（SSID）を
選択して右クリックし、［ネットワー
クの削除］をクリックする

 ③  ［OK］をクリックする
 ④  ［ワイヤレスネットワークの管理］の

画面を閉じる
上記の手順が完了したら、手順1（☛P3-31）
から接続し直してください。

4 親機の暗号化キーを入力して、［接続］
をクリックする
※  「パスワードの文字を表示する」にチェッ
クを入れると、入力文字が表示できます。

※ 工場出荷時の暗号化キーは、親機の側面
に記載されています。（☛P3-31）

「アクセスポイントの構成ボタンを押してください」と表示された場合は、画面
内の「代わりに、ネットワークキーまたはパスフレーズを入力する必要があり
ます」をクリックしてください。

 

5 ［閉じる］をクリックする

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。3-32



3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

 ＜親機に暗号化が設定されていない場合＞

3 ［接続］をクリックする

4 ［接続します］をクリックする

5 ［閉じる］をクリックする

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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 接続先を手動で設定する場合

 1  ［スタート］（Windowsのロゴボタン）ー［ネットワーク］ー［ネット
ワークと共有センター］ー［接続またはネットワークのセットアップ］
をクリックする
※ 通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを右クリック
して［ネットワークと共有センター］ー［接続またはネットワークのセットアップ］
をクリックする方法もあります。

 2 ［ワイヤレスネットワークに手動で接
続します］を選択し、［次へ］をクリッ
クする

3 表示される画面に合わせて設定を行
う
※ 工場出荷時のネットワーク名（SSID）と
暗号化キーは、親機の側面に記載されて
います。（☛P3-31）

①  ［ネットワーク名］で親機のネットワーク
名（SSID）を入力する

②  ［セキュリティの種類］で［WPA- パーソ
ナル］または［WPA2- パーソナル］を
選択する

③  ［暗号化の種類］で［TKIP］または［AES］
を選択する

④  ［セキュリティ キーまたはパスフレーズ］に親機の暗号化キーを入力する
 ※  ［パスフレーズ文字を表示する］にチェックを入れると、入力文字が表示できます。
 ※   暗号化キーは半角で、8～63桁の英数記号または、64桁の16進数で入力します。
 ※  暗号化キーに使用できる文字は次のとおりです。
   【8～ 63桁の場合】英数記号（0～9、a～ z、A～ Z、下記の記号）

! % ) - ; @ ^ ｜

※  「\」（バックスラッシュ）はパソコンの設定によっ
ては、「¥」と表示されます。

” & ＊ . < ［ _ ｝
# ’ + / = \ ｀ ̃
＄ ( , : > ］｛

 
   【64桁の場合】16進数（0～9、a～ f、A～ F）
⑤  親機で ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）を設定している場合は、［ネットワー
クがブロードキャストを行っていない場合でも接続する］にチェックを入れる

⑥  ［次へ］をクリックする
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

4 ［接続の設定を変更します］をクリッ
クする

上の画面が表示された場合は、［キャン
セル］をクリックし、下記の手順で、
一度接続した際に保存されていたネッ
トワーク設定を削除してください。
①  ［ネットワークと共有センター］－［ワ
イヤレスネットワークの管理］をク
リックする

②  接続するネットワーク名（SSID）を
選択して右クリックし、［ネットワー
クの削除］をクリックする

③  ［OK］をクリックする
④  ［ワイヤレスネットワークの管理］の
画面を閉じる

上記の手順が完了したら、P3-34の手順1
から接続し直してください。

5 ［セキュリティ］タブをクリックして
設定内容を確認する

6 ［OK］をクリックする
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7 ［接続します］をクリックする

以上で親機とのWi-Fi 設定は完了です。

親機との通信状態は、「親機との通信状態を確認するには」（☛P3-37）で確認してく
ださい。
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3-6　Windows 8.1/8/7およびWindows Vistaを「ワイヤレスネットワーク接続」で手動で設定する

 親機との通信状態を確認するには
次の手順で通信状態を確認できます。

1 通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを
右クリックし、［ネットワークと共有センターを開く］をクリックする
※  Windows 7 の場合は、通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワー
クアイコンをクリックし、［ネットワークと共有センターを開く］をクリックしま
す。

※  Windows Vista の場合は、［スタート］（Windowsのロゴボタン）－［ネットワー
ク］－［ネットワークと共有センター］をクリックします。

2 ［Wi-Fi］をクリックする
※  Windows 7 の場合は、［ワイヤレスネッ
トワーク接続］をクリックします。

※  Windows Vista の場合は、「状態の表示」
をクリックします。

※  画面はWindows 8の場合の例です。

3 Wi-Fi 設定が正しく行われていること
を確認する
・  ［状態］が「有効」になっていること
・  ［速度］が表示されていること 
（表示される速度は、接続するWi-Fi 動作
モードによって異なります。）

※  画面はWindows 8の場合の例です。

4 ［閉じる］をクリックする
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3-7   子機WF1200HP-Dを設定する

ここでは、本商品を子機としてご使用になる場合（☛P27、28）の、Wi-Fiの設定方法や子機
WF1200HP-Dの設定項目について説明しています。

 ● 子機WF1200HP-Dをらくらく無線スタートでWi-Fi 設定する（☛下記）
 →  親機または子機WF1200HP-Dを初期化した場合のWi-Fi の再設定方法です。
 ● 子機WF1200HP-Dをクイック設定WebでWi-Fi 設定する（☛P3-43）
 →  子機WF1200HP-DのみのWi-Fi 設定をクイック設定Webで行う場合の設定

方法です。
 ● 子機WF1200HP-Dのクイック設定Webの設定項目について（☛P3-49）
 →  子機WF1200HP-Dのクイック設定Webの設定項目について説明しています。

 子機WF1200HP-Dを らくらく無線スタートでWi-Fi 設定する
ここでは、親機または子機WF1200HP-Dを初期化してWi-Fi 設定が初期化された場
合のWi-Fi の再設定方法について説明しています。 
設定は、らくらく無線スタートで行います。

●  親機側に暗号化の設定がされていることが必要です。
 →  暗号化設定されていないと、らくらく無線スタートでの設定はできません。
●  親機側の「MACアドレスフィルタリング機能」を使用している場合は、エントリを
制限数いっぱいに登録しないようにしてください。

 →  親機側の「MAC アドレスフィルタリング機能」を使用している場合、子機
WF1200HP-DのMACアドレスを事前に登録していなくても、らくらく無線ス
タートでの設定で自動的に登録されますが、制限数いっぱいに登録していると、
らくらく無線スタートでの設定はできません。

●  らくらく無線スタートでの設定中は、親機ではWi-Fi 通信ができませんので、ご注意
ください。らくらく無線スタートでの設定完了後、Wi-Fi 通信が可能になります。

●  らくらく無線スタートでの設定が失敗した場合は、子機WF1200HP-D を初期化し
てから（☛P7-12）設定し直してください。

●  子機WF1200HP-DのDHCPサーバ機能が動作中（☛P3-43）は、らくらく無線スター
トでの設定はできません。子機WF1200HP-Dを再起動して（☛P3-49）、DHCPサー
バ機能を停止してください。

●  Wi-Fi 高速中継機能／Wi-Fi TV モード中継機能に対応した親機（※）にらくらく無線
スタートでWi-Fi 接続すると、中継機として動作します。（☛P5-2）

 （※）  2014 年 9 月 現 在 で は、WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/
WG1400HPおよびWR9500N（ファームウェア：Ver.1.0.14以上）のみ。

   らくらく無線スタートで設定を行う場合のご注意
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3-7　子機WF1200HP-Dを設定する

子機WF1200HP-Dのクイック設定Webを起動し（☛P3-43）、「詳細設定」で［無線クラ
イアントモード］を「拡張モード」に、［5GHz／2.4GHz 優先接続切替］を「5G」に
設定してください。
※  工場出荷状態では「拡張モード」「5G」に設定されています。

  TVモード機能をご利用になる場合は

※  本手順では、わかりやすくするために子機WF1200HP-D を 子機WF1200HP-D と表
示します。

1 子機WF1200HP-Dの電源が入っていない場合は、電源を入れてから
40秒ほど待つ

2 子機WF1200HP-D の CONVERTERランプが緑点灯または橙点灯
していることを確認する
※  CONVERTERランプが消灯している場合は、子機（CONVERTER）モードに設
定されていません。P28を参照して子機（CONVERTER）モードに設定してくださ
い。

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

CONVERTERランプ
緑点灯または橙点灯

3  子機 WF1200HP-D のらくらくスタートボタンを長押しして、
POWERランプが緑点滅になったら放す

〈 子機WF1200HP-D 〉

LA
N 

  3

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

らくらくスタートボタン

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

POWERランプ
緑点滅

〈 子機WF1200HP-D 〉
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 4 親機のらくらくスタートボタンを長押しして（約6秒）、POWERラ
ンプが緑点滅になったら放す

〈親機〉

LA
N 

  3

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

らくらくスタートボタン

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

POWERランプ
緑点滅

〈親機〉

らくらく無線スタートに失敗しています。
親機側で、暗号化が設定されていない場合は暗号化を設定し、MACアドレスフィ
ルタリングのエントリが制限数いっぱいに登録されている場合は登録を1個削除
してください。親機側の設定が済んだら、 子機WF1200HP-D を初期化（☛P7-12）し、
手順3から設定し直してください。

 POWERランプが緑点滅せず、約10秒間赤点灯した場合
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3-7　子機WF1200HP-Dを設定する

5 しばらく待って、親機と子機WF1200HP-Dの POWERランプ両方
が橙点滅に変わったら、もう一度親機のらくらくスタートボタンを長
押しして、親機と子機WF1200HP-Dの POWERランプ両方が橙点
灯になったらボタンを放す
POWERランプは約10秒間橙点灯したあと、緑点灯に戻ります。
POWERランプが赤点灯した場合は（約 10秒）、設定に失敗しています。 子機
WF1200HP-D を初期化（☛P7-12）し、手順3から設定し直してください。

〈親機〉

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

どちらも
POWERランプ
橙点滅

〈 子機WF1200HP-D 〉

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

他の親機または子機と設定を行おうとしている場合があります。しばらくして
POWERランプが赤点灯（約10秒）したら、 子機WF1200HP-D を初期化（☛P7-12）
し、手順3から設定し直してください。

 どちらか片方しかPOWERランプが橙点滅しない場合

     

〈親機〉

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

らくらくスタート
ボタン

     

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

〈親機〉

どちらも
POWERランプ
橙点灯

〈 子機WF1200HP-D 〉

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz
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6 子機WF1200HP-Dの ACTIVE ランプが緑点灯することを確認する

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

ACTIVE ランプ
緑点灯

〈 子機WF1200HP-D 〉

親機とWi-Fi 通信が確立すると、2.4GHz ランプまたは5GHz ランプで電波状態が
確認できます。（☛P32、33）

 ● 子機WF1200HP-D をらくらく無線スタートで設定後、ACTIVE ランプが点灯している
にもかかわらず、子機WF1200HP-D に接続したパソコンからインターネットに接続で
きない場合は、次の手順でETHERNETケーブルを接続し直してください。

 ① 子機WF1200HP-Dとパソコンを接続しているETHERNETケーブルを取り外す
 ②子機WF1200HP-Dの電源を切る
 ③ 子機WF1200HP-DとパソコンをETHERNETケーブルで接続する
 ④子機WF1200HP-Dの電源を入れる
 ⑤ ACTIVE ランプが点灯することを確認する

 ●親機側で「ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）」を有効に設定している場合でも、らく
らく無線スタートでの設定をすることができます。
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3-7　子機WF1200HP-Dを設定する

 子機WF1200HP-Dをクイック設定WebでWi-Fi 設定する
ここでは、子機WF1200HP-D のみのWi-Fi 設定をクイック設定Webで行う場合の
設定方法を説明しています。
※  子機WF1200HP-DとパソコンをETHERNETケーブルで接続してから設定してくださ

い。

   クイック設定Webの起動のしかた
 ■  DHCPサーバ機能を起動する

1 子機WF1200HP-Dの RT/BR/CNVモード切替スイッチがCNV側
になっていることを確認する

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

RT/BR/CNVモード切替スイッチ

2 子機WF1200HP-D からACアダプタのプラグをいったん外し、約
10秒待つ

3 子機WF1200HP-Dのらくらくスタートボタンを押しながら、ACア
ダプタのプラグを接続し、CONVERTERランプが緑点滅したら、ら
くらくスタートボタンを放す
親機とのWi-Fi 接続はいったん切断されます。
子機WF1200HP-Dの DHCPサーバが起動します。

AN
   3

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

らくらくスタートボタン
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 ■クイック設定Webを起動する

4 パソコンなどを起動する

5 WWWブラウザを起動し、アドレス欄に子機WF1200HP-Dの IPアド
レスを入力して、設定画面を開く（工場出荷時は192.168.1.245です）
例：http://192.168.1.245/

WWWブラウザの設定画面が表示されない（☛P6-14）

6  右の画面が表示された場合は、画面
にしたがって管理者パスワード（任
意の文字列）を決めて、控えておく
※  この画面は管理者パスワードが未設定の

場合に表示されます。
※  親機としてご使用になる場合も子機とし

てご使用になる場合も、管理者パスワー
ドは共通となります。
 ●管理者パスワードは、本商品を設定する
場合に必要となりますので、控えておい
てください。

  忘れた場合は設定画面を開くことができ
ず、初期化してすべての設定を最初から
やり直しになります。

 管理者パスワード控え欄

7 手順6で控えた管理者パスワードを画面に入力し、［設定］をクリックする
※ 一度設定すると、次回からこの画面は出なくなります。

8 「ユーザー名」（上段）に「admin」を、「パスワード」（下段）に手順
6で控えた管理者パスワードを入力し、［OK］をクリックする
（ユーザ名は、半角小文字で入力してくださ
い。）
クイック設定Webが表示されます。
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3-7　子機WF1200HP-Dを設定する

 クイック設定WebでWi-Fi 設定する

1 子機WF1200HP-Dのクイック設定Webを起動する（☛P3-43）

2 「基本設定」を選択する

3  ［ネットワーク名（SSID）］にWi-Fi
ネットワーク内で使用するネット
ワーク名（SSID）を入力する
使用する親機のネットワーク名（SSID）を
確認しておいてください。

※  親機としてAtermシリーズを使う場合、
工場出荷時のネットワーク名（SSID）は、
親機の側面または底面のラベルに記載さ
れています。ただし、どちらにも記載が
ない場合は、「WARPSTAR-XXXXXX」
（XXXXXXは親機の側面に記載されてい
るMACアドレスの下6桁）です。

※  装置図およびラベルは一例です。

NECプラットフォームズ株式会社

※装置図およびラベルは一例です。

※装置図およびラベルは一例です。
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［アクセスポイント検索］をクリックし
て［アクセスポイント検索］画面を表示
してネットワーク名（SSID）を選択す
ることもできます。
①  ［アクセスポイント検索］画面で接続

するネットワーク名（SSID）を選択
する

②  ［選択］をクリックする

  

4  親機の暗号化設定に合わせて暗号化の設定を行う

親機に暗号化設定をしていない場合は、暗号化の設定を行うことをお勧めします。
→  親機の暗号化を設定（下記）したあと、P3-43から設定し直してください。

 【親機がWF1200HP-Dの場合】 
クイック設定Webを起動し（☛P2-5、2-6）、［Wi-Fi（無線LAN）設定］－［Wi-Fi
詳細設定］で暗号化を設定してください。

 【親機がWF1200HP-D以外の場合】 
親機に有線でパソコンを接続して、親機の取扱説明書などを参照して暗号化
を設定してください。

→  親機に暗号化設定をしない場合は、［暗号化モード］で［暗号化無効］を選択
し、手順5にお進みください。

①  ［暗号化モード］で使用する暗号化モード
を選択する

 ※  IEEE802.11ac、IEEE802.11nでは、
［WPA/WPA2-PSK（TKIP）］は使用でき
ません。

② ［指定方法］を選択し、［暗号化キー］を入力する
  暗号化キーは半角で、8～63桁の英数記号、または、64桁の16進数で入力します。
 ※ 暗号化キーに使用できる文字は次のとおりです。
 　【8～63桁の場合】
 　　英数記号（0～9、a～ z、A～ Z、下記の記号）

! % ) - ; ? ］｛ ※  「?」は、親機によっては使用できない場
合があります。（親機がWF1200HP-D
の場合は、使用できません。）

※  「\」（バックスラッシュ）は、パソコン
の設定によっては「¥」と表示されます。

” & ＊ . < @ ^ ｜
# ’ + / = ［ _ ｝
＄ ( , : > \ ｀ ̃

　　【64桁の場合】
　　　16進数（0～9、a～ f、A～ F）
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3-7　子機WF1200HP-Dを設定する

5 ［設定］をクリックする

6 ［OK］をクリックする

7 ［保存］をクリックする

8 ［メンテナンス］－［再起動］を選択する

9 ［再起動］をクリックする

10 ［OK］をクリックする

11 子機WF1200HP-Dの ACTIVE ランプが緑点灯することを確認する

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

ACTIVE ランプ
緑点灯

親機とWi-Fi 通信が確立すると、2.4GHz ランプまたは5GHz ランプで電波状態が
確認できます。（☛P32、33）

パソコンの IPアドレスを変更した場合は、子機WF1200HP-Dの設定を終了したあと
は、パソコンの IPアドレスをお使いのネットワーク環境（ルータなど）に合わせて設定
してください。

 重要
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親機でMACアドレスによる接続制限（MACアドレスフィルタリング）を行う場合、子
機WF1200HP-D（※1）の無線クライアントモードによって次のように設定してください。
（※1）  子機（CONVERTER）モードに設定したWF1200HP-D。
＜ 子機WF1200HP-Dの無線クライアントモードが標準モードまたは拡張モードの場合＞
  子機WF1200HP-DのWi-Fi のMACアドレス（※2）を親機側に登録することでWi-Fi
接続する他の子機を制限できます。

＜ 子機WF1200HP-Dの無線クライアントモードがMACクローンモードの場合＞
  子機WF1200HP-DのWi-Fi のMACアドレス（※2）と、子機WF1200HP-Dに接続して
いるパソコンなどの端末のMACアドレスをすべて親機側に登録してください。
（※2）  子機WF1200HP-DのWi-FiのMACアドレスは、クイック設定Web（☛P3-43）の「情報」

－「現在の状態」にある「MACアドレス（Wi-Fi）」を確認してください。
 →  子機WF1200HP-D では、接続されている複数の端末のうち、最初にアクセスの

あった端末のMACアドレスを記憶し、他の端末からのアクセス時はMACアドレ
スを最初の端末のものに変換します。このため、親機のMACアドレスフィルタに
未登録の端末が最初にアクセスすると、子機WF1200HP-Dの ACTIVE ランプが
消灯し、子機WF1200HP-D に接続しているすべての端末がWi-Fi 接続できなく
なります。（子機WF1200HP-Dの電源を入れたときにMACアドレスを登録され
た端末が接続されていない場合も、Wi-Fi 接続できなくなります。） 
なお、すでにACTIVE ランプが点灯している子機WF1200HP-Dに、MACアド
レスが未登録の端末を接続した場合は通信が可能です。

  親機でMACアドレスによる接続制限を行う場合

3-48



3-7　子機WF1200HP-Dを設定する

 クイック設定Webの設定項目について
ここでは、子機WF1200HP-D のクイック設定Webについて、それぞれの項目で何
が設定できるのかを説明しています。

それぞれのページで［設定］をクリックしたあと、［保存］をクリックすることにより設
定内容を子機WF1200HP-Dに書き込みます。
 ※  設定登録後は、［メンテナンス］－［再起動］で子機WF1200HP-D を再起動して

ください。DHCPサーバ機能を停止します。

 設定の登録のしかた

 【基本設定】
ネットワーク名（SSID）や、暗号化を設定します。（☛P3-45、3-46）
【詳細設定】
ネットワーク設定（IPアドレス、ネットマスク）、Wi-Fi 設定（無線クライアントモード、
送信出力、5GHz／2.4GHz 優先接続切替）を設定します。
【メンテナンス】－［管理者パスワードの変更］
管理者パスワード（パスワード）を設定できます。（初期値：空欄）
使用できる文字は半角英数字、-（ハイフン）、_（アンダースコア）で、64文字以内です。
【メンテナンス】－［設定値の保存＆復元］
現在の子機WF1200HP-D の設定内容をファイルに保存および復元することができま
す。
【メンテナンス】－［設定値の初期化］
［設定値の初期化］をクリックすると（☛P7-12）子機WF1200HP-Dの設定が初期値（☛P7-13）
に戻ります。
【メンテナンス】－［ファームウェア更新］
子機WF1200HP-Dのバージョンアップができます。（☛P7-6）
【メンテナンス】－［再起動］
子機WF1200HP-Dの再起動を行います。
※設定を変更した場合は、再起動を行う前に設定を保存しないと設定内容が失われます。
【情報】－［現在の状態］
子機WF1200HP-Dの装置情報、Wi-Fi 通信状態、ネットワーク情報が表示されます。
【情報】－［チャネルの状態］
周囲のアクセスポイントのチャネル状態を表示します。
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 ●CONVERTERランプが橙点灯している場合は、中継機（☛P5-2）として動作しています。そ
の場合、下記項目については、P3-49と項目内容が異なります。
• 【基本設定】 
中継機として使用しない場合、ここで設定します。

• 【詳細設定】 
送信出力のみの設定となります。

• 【情報】－［現在の状態］ 
装置情報、親機や子機とのWi-Fi 通信状態、ネットワーク情報が表示されます。
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4 セキュリティ対策をする
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4-1   セキュリティ機能について

親機には、ブロードバンド（ADSL／CATV／ FTTH網）からの不正なアクセスを防
ぐ「WAN回線側セキュリティ機能」と、Wi-Fi ネットワーク内のデータのやりとりを
他人に見られたり、不正に利用されたりしないための「 Wi-Fi セキュリティ機能」があ
ります。必要に応じてセキュリティの設定を行ってください。
セキュリティ対策の詳細については、「 ユーザーズマニュアル」を参照してください。

ブロードバンド
インターネット

Wi-Fiセキュリティ機能

ブロードバンドモデム/回線終端装置

・IPパケットフィルタリング
・アドバンスドNAT（IPマスカレード／NAPT）
・不正アクセス検出機能
・ダイナミックポートコントロール（SPI）
・悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能

WAN回線側セキュリティ機能

親機

無線LAN内蔵
パソコンなど

（☛P4-9）

・暗号化（☛P4-4）
・ ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）
（☛P4-5）
・ MACアドレスフィルタリング機能
（☛P4-6）
・ネットワーク分離機能（☛P4-8）
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4-1　セキュリティ機能について

●  インターネットに接続すると、ホームページを閲覧したり、電子メールで情報をやり
とりすることができ、とても便利です。しかし、同時に、お使いのパソコンはインター
ネットからの不正なアクセスの危険にさらされることになります。悪意のある第三者
から、パソコンやルータに不正にアクセスされることによって、大事なデータを盗ま
れたり、ブロードバンド回線を無断利用されたりすることも考えられます。 
特にインターネットに常時接続したり、サーバなどを公開したりする場合にはその危
険性を考慮して、必要なセキュリティ対策を行う必要があります。 
本商品の機能を利用してセキュリティ対策を行ってください。 
また、ウィルス対策ソフトウェアの導入など、パソコン側のセキュリティ対策も合わ
せて行うことをお勧めします。

●  Wi-Fi 機器では、Wi-Fi のセキュリティを行うことをお勧めします。Wi-Fi のセキュリ
ティがない状態では、離れた場所から、お使いのWi-Fi ネットワークに入り込まれる
危険性があります。 
Wi-Fi ネットワーク内に入り込まれると、パソコンのデータに不正にアクセスされた
り、あなたになりすましてブロードバンド回線を使用し、インターネット上で違法行
為などをされることがあります。（☛P15） 
なお、本商品は工場出荷状態でWi-Fi のセキュリティが設定済みです。必要に応じて
より強固なセキュリティに変更することができます。

  セキュリティ対策を行うことの重要性について
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  暗号化
親機で使用している暗号化キー（任意の文字列）と同じキーを登録した子機のみWi-Fi
通信できるようになる機能です。これにより、送受信される無線データを暗号化して保
護しますので、第三者からの傍受や盗聴から守ります。

＜暗号化方式について＞
 ●  WEP（Wired Equivalent Privacy）

 IEEE802.11で定められた暗号化方式。
 ●  TKIP（Temporal Key Integrity Protocol）

 Wi-Fi Alliance のセキュリティプロトコル（WPA/WPA2）に採用の暗号化方式。
  パケットごとに暗号化キー（WEP）を変更する機能やメッセージごとに改ざんを
防ぐ機能があるため、WEPよりさらに強固なガードを実現します。

 ●  AES（Advanced Encryption Standard）
 米国商務省標準技術局（NIST）が選定した次世代の暗号化方式。
 TKIP よりさらに強固な暗号化を行うことができます。

 ●暗号化の設定は必ず親機と子機で同じ設定にしてください。
 ●複数の子機を使用する場合、すべての子機に親機と同じ暗号化キーを設定してください。
 ●1つのネットワークで使用できる暗号化方式は、1つです。混在はできません。また、
AES、TKIPの暗号化方式をご利用になるには、対応した子機が必要です。
 ●親機を初期化した場合は、Wi-Fi 設定内容が工場出荷状態に戻ります。

 ●親機では、工場出荷状態で、オーナーSSID/ ゲストSSIDのネットワークにAESの暗号
化が設定されています。

  Wi-Fi 設定内容（初期値）は、本体側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」を参照して
ください。ラベルには、上段にオーナーSSID、下段にゲストSSID のWi-Fi 設定内容
（2.4GHz・5GHz 別の SSID、暗号化モード、暗号化キー）が表示されています。なお、
ゲストSSIDに接続するには、Wi-Fi 機能を有効にする必要があります。
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4-1　セキュリティ機能について

  ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）
Wi-Fi 機器が、通信するお互いを識別する IDとしてネットワーク名（SSIDとも呼びま
す。）があります。このネットワーク名（SSID）が一致しないとWi-Fi 通信ができませ
ん。 
一般にネットワーク名（SSID）は検索することができますが、他のパソコンからのア
クセスに対し、ネットワークの参照に応答しないようにすることができます。（ ユー
ザーズマニュアル）
※ 本商品独自の機能です。Aterm以外の子機では、接続できない場合があります。

 ●ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）の設定は、ネットワーク名（SSID）ごとに設定で
きます。クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－［Wi-Fi 詳細設定］で設定し
てください。（ ユーザーズマニュアル）
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  MACアドレスフィルタリング機能
MACアドレスが登録された子機とのみデータ通信できるようにする機能です。これに
より、MACアドレスが登録されていない子機から LANやインターネットへ接続され
ることを防止できます。（ ユーザーズマニュアル）
※  MACアドレスフィルタリングで登録できるMACアドレスは5GHz モードと2.4GHz モード

で共通です。また、MACアドレスフィルタリング機能を使用するかどうかはネットワーク名
（SSID）ごとに設定できます。（ ユーザーズマニュアル）

親機でMACアドレスによる接続制限（MACアドレスフィルタリング）を行う場合、子
機（WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500N（※ 1）

またはWL300NE-AG）の無線クライアントモードによって次のように設定してくださ
い。
（※1）  子機（CONVERTER）モードまたは無線 LAN子機（CONVERTER）モードに設定した

WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500N。
＜子機（WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500Nまた
はWL300NE-AG）の無線クライアントモードが標準モードまたは拡張モードの場合＞
子機のWi-Fi（無線）のMACアドレス（※2）を登録することでWi-Fi 接続する他の子機
を制限できます。
＜子機（WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500Nまた
はWL300NE-AG）の無線クライアントモードがMACクローンモードの場合＞
子機のWi-Fi（無線）のMACアドレス（※2）と、子機に接続しているパソコンなどの端
末のMACアドレスをすべて登録してください。
→  子機では接続されている複数の端末のうち、最初にアクセスのあった端末のMACアドレスを記

憶し、他の端末からのアクセス時はMACアドレスを最初の端末のものに変換します。このため、
MACアドレスフィルタに未登録の端末が最初にアクセスすると、子機に接続しているすべての端
末がWi-Fi 接続できなくなります。（子機の電源を入れたときにMACアドレスを登録された端末
が接続されていない場合も、Wi-Fi 接続できなくなります。） 
なお、すでに親機に接続している子機に、MACアドレスが未登録の端末を接続すると通信できて
しまいます。

（※2）  子機のWi-Fi（無線）のMACアドレスは、下記を確認してください。
   　＜子機WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HPの場合＞
   　　 クイック設定Web（☛P3-43）の「情報」－「現在の状態」にある「MACアドレス（Wi-Fi）」。
   　＜子機WR9500Nの場合＞
   　　 ご利用の無線周波数（5GHz/2.4GHz）によらず、子機WR9500N側面のラベルに記

載されている「無線（2.4G）」のMACアドレス。
   　＜WL300NE-AGの場合＞
   　　WL300NE-AG底面のラベルに記載されている無線のMACアドレス。

    子機がWF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/
WG1400HP/WR9500N（※1）またはWL300NE-AGの場合

4-6



4-1　セキュリティ機能について

 ●WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WR9500Nを中継機としてご利用の場合
は（☛P5-2）、MACアドレスフィルタリング機能はご使用になれません。
 ● 親機側の「MACアドレスフィルタリング機能」を使用している場合に、子機WF1200HP-D/
WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500NまたはWL300NE-AGの無線クラ
イアントモード（初期値：「拡張モード」）を「MACクローンモード」にして利用するには、下
記の手順で設定してください。

 ① 親機にWi-Fi 接続する
※  子機WF1200HP-Dは、P3-43を参照してください。
※  子機WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500Nは、それぞれの取扱説明書を参照

し、クイック設定WebにてWi-Fi 接続してください。
※  WL300NE-AGは、WL300NE-AGの取扱説明書を参照してください。

 ② 親機側のクイック設定Web の「MAC アドレスフィルタリング」の設定で、子機
WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500N ま た は
WL300NE-AGに接続するすべてのパソコンやゲーム機などのMACアドレスを登録す
る。

 ③ 親機側のクイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－「Wi-Fi 詳細設定」で「MAC
アドレスフィルタリング機能」を「使用する」に設定する。

 ④ 子機WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/WR9500Nまたは
WL300NE-AGのクイック設定Webの［詳細設定］で「無線クライアントモード」を
「MACクローンモード」に変更する。 
※  子機WF1200HP-D/WF1200HP/WG1800HP/WR9500Nで「無線クライアントモード」

がグレーアウトして設定できない場合は、［基本設定］で「中継機能」（WR9500Nの場合は「無
線 LAN中継機モード」）の「使用する」のチェックを外して［設定］をクリックしたうえで、「MAC
クローンモード」に変更してください。
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  ネットワーク分離機能
マルチSSID（☛P3-3）のそれぞれのネットワーク（オーナーSSID／ゲストSSID／
WEP専用SSID）に接続した子機や、有線で接続されたパソコンへのアクセスを制限し、
親機に接続した他のネットワークから分離することができます。なお、WAN側が分離
されることはありません。 
設定は、クイック設定Webで行います。（ ユーザーズマニュアル） 
（初期値：オーナーSSIDは「使用しない」、ゲストSSID／WEP専用SSID（※）は「使
用する」）
（※） WEP専用SSIDは、「使用する」から設定変更できません。

＜ゲストSSIDを「使用する」に設定した場合の例＞

INTERNET

クイック設定Web 有線 LAN オーナー SSID で
Wi-Fi 接続してい
る子機

ゲスト SSID で
Wi-Fi 接続

「使用する」に設定したネットワークに接続した子機では、以下の制限があります。
・ クイック設定Webに接続できない。
・ 親機に有線で接続された端末に接続できない。
・  親機に他のネットワーク名（SSID）でWi-Fi 接続された端末に接続できない。
※  インターネットや同一のネットワークにWi-Fi 接続された端末との通信は可能です。
（ただし、WEP専用SSIDでは、「SSID内分離（セパレータ）」が設定されているた
め、同一のネットワークにWi-Fi 接続された端末との通信はできません。）

 ●オーナーSSID、ゲストSSIDの場合は、制限を解除することができます。いったん有線で
親機とパソコンを接続してクイック設定Webを表示し、「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－［Wi-Fi
詳細設定］の［対象ネットワークを選択］でネットワークを選択して、［Wi-Fi 機能設定］の
［ネットワーク分離機能］で［使用する］のチェックを外してください。
 ●オーナーSSID、ゲストSSIDの場合は、さらにセキュリティを高めるために、同一のネッ
トワークにWi-Fi 接続された端末との通信を制限することができます。クイック設定Web
の［Wi-Fi（無線 LAN）設定］－［Wi-Fi 詳細設定］の［対象ネットワークを選択］でネッ
トワークを選択し、［SSID内分離（セパレータ）］で「使用する」にチェックしてください。
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4-2   悪質サイトブロック（ファミリース
マイル）機能を設定する4-2

悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能は、ネットスター株式会社の提供する「悪
質サイトブロック　ファミリースマイル」に対応する機能です。ネットスター株式会社
とライセンス契約を行い、パソコンなどのインターネット接続端末にブロックレベルを
設定することで、悪質なサイトや有害なサイトの表示をブロックし、お客様やお客様の
ご家族をこれらの危険なサイトから守ることができます。
※  WF1200HP-Dを子機としてご使用になる場合は、悪質サイトブロック（ファミリー

スマイル）機能をご利用になれません。
※  「悪質サイトブロック　ファミリースマイル」は、ネットスター株式会社の提供する

有償サービスです。本サービスをご利用になった結果に対して、当社は責任を負いか
ねます。

※  「悪質サイトブロック ファミリースマイル」は、以下のような場合は無効になります
のでご注意ください。

 ・ 親機がブリッジモードの場合
 ・  親機がローカルルータモードの場合で、IPv6 ブリッジ機能、VPNパススルー機

能が設定されている端末
 ・  親機がPPPoEルータモードの場合で、PPPoEブリッジ機能、IPv6ブリッジ機能、

VPNパススルー機能が設定されている端末
  上記以外にも無効になる場合があります。P4-13の「お知らせ」に記載の一覧表をご覧く

ださい。
悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能をご利用になるには、親機の設定とネッ
トスター株式会社へのライセンスのお申し込みが必要です。 
なお、親機のお客様向けに60日間のお試し期間が設けられております。 
ご利用までの流れは以下のとおりです。

悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を有効に設定する（☛P4-10）

ライセンスの申し込みをする（☛P4-11）

ライセンス情報を確認する（☛P4-11）

ブロックレベルを設定する
個別にブロックレベルを設定する（ブロック対象管理）（☛P4-12）
親機に接続する端末に、個別にブロックレベルを設定します。

こちらで共通に設定することもできます。

全体ルールを設定する（☛P4-14）
個別に設定していない端末に、共通のブロックレベルを設定できます。

以下の設定は、必要に応じて行ってください。

ブロックレベルカスタム設定（☛P4-15）
独自のブロックレベルを作成することができます。

例外サイトを登録する（☛P4-16）
本サービスでブロック対象となっていないサイトの表示を制限したり、意図せずブロックされたサイト
をブロック対象から外したりすることができます。 4-9



 悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能の設定
悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能をご利用になる場合は、次のように設
定とライセンスの申し込みを行ってください。

 ●本機能を設定すると、サイトにアクセスしてからページを表示するまでに時間がかかる場
合があります。

悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を有効に
設定する
ライセンス契約の有無によらず、本機能を「使用する」に設定していないと、本サービ
スは利用できません。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［ファミリースマイル設定］を選択する

3 ［ファミリースマイル機能］の［使用
する］にチェックを入れる

4 ［設定］をクリックする

5 ［保存］をクリックする

「ライセンスの申し込みをする」（☛P4-11）へお進みください。
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4-2　悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を設定する

 ライセンスの申し込みをする
本サービスの利用にはライセンスの申し込みが必要です。以下の手順でライセンスの申
し込みを行ってください。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2  「悪質サイトブロック」－［ライセン
ス管理］を選択し、［お手続き画面へ］
をクリックする
ネットスター株式会社のライセンス申し込
みページ画面が表示されます。
画面にしたがって、設定を行ってください。

「ライセンス情報を確認する」（☛下記）へお進みください。

 ライセンス情報を確認する
ライセンス状態は、以下の手順によりいつでも確認することができます。ただし、ライ
センス登録後、その情報が反映されるまで 10分程度かかる場合があります。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

 2 「悪質サイトブロック」－［ライセンス管理］を選択し、［ライセンス
情報確認］をクリックしてライセンス情報を確認する
※  ライセンス情報が「正規ライセンス有効」と「試用ライセンス有効」の場合に悪
質サイトブロック（ファミリースマイル）の機能が有効になります。

※  48時間の周期で自動的にライセンス情報を取得し、「正規ライセンス無効」または
「試用ライセンス無効」の状態になると、悪質サイトブロック（ファミリースマイル）
の機能が使用不可能となります。ライセンスの期限が切れた場合は、ライセンスの
更新を行ってください。

「個別にブロックレベルを設定する（ブロック対象管理）」（☛P4-12）へお進みくだ
さい。
※  「全体ルールを設定する」（☛P4-14）にて、親機に接続する端末に共通の設定をする

こともできます。

4-11



  個別にブロックレベルを設定する（ブロック対象管理）
親機に接続する端末それぞれに、個別にブロックレベルを設定します。
※  ここで個別に設定していない端末には、「全体ルールを設定する」（☛P4-14）で共通のブロック

レベルを設定することもできます。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［ブロック対象管理］を選択し、［追加］を
クリックする
※ ブロック対象エントリ項目の削除方法 
［ブロック対象管理 エントリ一覧］画面で表示されているエントリの中から、削除
したいエントリの行末の［削除］をクリックすることで削除できます。

3 ブロック対象となる端末のブロック
レベルを設定する

プロファイル名 ： 任意の文字を入力します。 
※  入力可能な文字については、設定画面上のポップアップ

ヘルプをご覧ください。（項目名の をクリックして確
認できます。）

ブロック対象指定方法 ： ブロック対象となる端末の指定方法をMACアドレス、IP
アドレスから選択します。（初期値：MACアドレス）

MACアドレス ： 「ブロック対象指定方法」が「MACアドレス」の場合、ブロッ
ク対象となる端末のMACアドレスを入力します。 
［XX:XX:XX:XX:XX:XX］形式で入力してください

IPアドレス ： 「ブロック対象指定方法」が「IPアドレス」の場合、ブロッ
ク対象となる端末の IPアドレスを入力します。

ブロックレベル ： 小学生（中学年）相当／小学生（高学年）相当／中学生相当
／高校生相当／インターネットあんしんコース／インター
ネットエキスパートコース／カスタム1～ 4／制限なしか
ら選択します。（初期値：小学生（中学年）相当） 
※  「カスタム1」～「カスタム4」は、「ブロックレベルカ

スタム設定」（☛P4-15）にて設定した独自のブロックレベル
です。

4 ［設定］をクリックする

5 ブロック対象となる端末が複数ある場合は、手順2～4を繰り返して
設定する
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4-2　悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を設定する

6 ［前のページに戻る］をクリックする
［ブロック対象管理 エントリ一覧］画面に、設定した内容が表示されていることを確
認します。

7 ［保存］をクリックする

 

 ●端末の IPアドレスが、DHCPによって別の端末に割り当てられてしまうことを防ぐため、
クイック設定Webの「詳細設定」－［DHCP固定割当設定］で、インターネット接続端
末に固有の IPアドレスを割り当てておくことをお勧めします。
 ●個別の端末にブロックレベルを設定する場合、親機との接続状態やブロック対象指定方法
によっては、設定できない場合があります。（※1） 
下記はその一覧です。（2014年 9月現在） 
最新情報は、「 ユーザーズマニュアル」を参照してください。

親機との接続状態 ブロック対象
指定方法 ご利用可否

イーサネット
コンバータ

本商品

有線接続
MACアドレス

○
IPアドレス

Wi-Fi 接続
MACアドレス

○
IPアドレス

子機WF1200HP-D/
W F 1 2 0 0 H P /
W G 1 8 0 0 H P /
W G 1 4 0 0 H P /
WR9500N な ど の
イーサネットコンバー
タで接続

MACアドレス 【標準モード】
×（※2）

【拡張モード】
○

【MACクローンモード】
1台のみ○、
2台以上×

IPアドレス ○

（参考）

PPPoE
ルータ

ローカル
ルータ

本商品

PPPoE ルータ
経由の場合

MACアドレス

×
IPアドレス

ローカルルータ
経由の場合

MACアドレス

×（※2）
IPアドレス

（※1） 全体ルール設定（☛P4-14）は利用可能。 
（※2）  経由する装置（イーサネットコンバータまたはローカルルータ）のアドレスを設定

すれば、接続するすべての端末で利用可能。 4-13



  全体ルールを設定する
「ブロック対象管理」（☛P4-12）で個別に設定していない端末に、共通のブロックレベルを
設定することができます。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［ファミリースマイル設定］を選択する

3 ［全体ルール設定］で［ブロックレベ
ル］を選択する

4 ［設定］をクリックする

5 ［保存］をクリックする
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  ブロックレベルカスタム設定
独自のブロックレベルを作成することができます。（最大4種類）

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［ブロックレベルカスタム設定］を選択する

3 ブロックレベル（カスタム 1～ 4）
ごとに、ブロックしたいカテゴリを
選択する
※   既存のブロックレベルの設定内容をコ
ピーすることができます。その場合は、
設定画面上方のリストボックスで、既存
のブロックレベルとコピー先を選択し、
［コピー］をクリックしてください。
※  ブロックレベル名は変更することができ
ます。その場合は、見出し行に入力します。
（最大半角16文字、全角8文字まで） 
ただし、他のブロックレベル名と同じ名
前は登録できません。

4 ［設定］をクリックする

5 ［保存］をクリックする
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  例外サイトを登録する
本サービスでブロック対象となっていないサイトの表示を制限したり、逆に、意図せず
ブロックされたサイトをブロック対象から外すために、そのサイトのURLを例外サイ
トとして登録することが可能です。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［例外サイト設定］を選択し、［追加］をクリッ
クする
※   設定した例外サイトの削除の方法
  ［例外サイト設定 エントリ一覧］画面で表示されているエントリの中から、削除し
たいエントリの行末の［削除］をクリックすることで削除できます。

3 種別を選択し、例外サイトを入力する
種別： ［許可］または［禁止］を選択します。
例外サイト： URLを入力してください。
  （例）http://www.aterm.jp/docomo/

     　　　　ホスト名　　　　パス名
 ※  入力可能な文字については、設定画面

上のポップアップヘルプをご覧くださ
い。（項目名の をクリックして確認で
きます。）

4 ［設定］をクリックする

5 本機能の対象になるサイトが複数ある場合は、手順2～4を繰り返し
て設定する

6 ［保存］をクリックする
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4-2　悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を設定する

 ブロック画面の一時解除方法
本サービスでブロック対象のサイトにアクセスすると、ブロック画面（アクセス制限画
面）が表示されます。

※画面は一例です

［アクセス制限一時解除］をクリックして、クイック設定Web用のユーザ名と管理者パ
スワード（☛P2-5）を入力すると、一時的にブロックを解除して、ブロック対象のサイト
にアクセスすることができます。
※ 一時解除される時間は30分です。
※  画像のみが規制されることがあります。その場合は画像に×印が表示されます。画像

の一時解除はできません。

ネットスター株式会社　お問い合わせ先

「悪質サイトブロック　ファミリースマイル」についての詳細は、下記URLをご覧ください。
http://netstar.jp/fs/
※ E-mail のみの受け付けとなりますので、ご了承ください。
 （土日祝祭日を除く10 ： 00 ～ 17 ： 00）

  「悪質サイトブロック　ファミリースマイル」設定前のお問い合わせについて
 ・これからこのサービスの利用をお考えのお客様のご相談
 ・本サービスの申し込み方法について
 ・本サービスの仕組みやフィルタリング機能について
 ・本サービスの提供元ネットスター株式会社について
 連絡先： sales_bb@netstar-inc.com

  「悪質サイトブロック　ファミリースマイル」設定後のお問い合わせについて
 連絡先： shop_bb@netstar-inc.com
※   本商品に関する機能や取り扱いなどでご不明な点は、別紙に記載のお問い合わせ先ま
でご連絡ください。
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5 便利な機能

5-1



5-1  中継機として使用する

本商品は、親機と子機の間で電波を中継（リレー）する中継機としても使用できます。
親機と子機の通信できる距離がさらに広がります。
本商品の中継機能には、Wi-Fi TV モード中継機能とWi-Fi 高速中継機能があり、用途
に合わせて選択してご利用いただけます。
●  Wi-Fi TV モード中継機能
子機から親機へ5GHzで接続して使用するので、TVを接続してご利用の場合に適
しています。（初期値はWi-Fi TV モード中継に設定されています。）

●  Wi-Fi 高速中継機能
子機から親機へ2.4GHz で接続して使用します。

 ※  ご利用になるには、子機WF1200HP-Dのクイック設定Web（☛P3-43）で「基本設定」の［中継モー
ド］を［Wi-Fi 高速中継］に設定してください。

なお、子機WF1200HP-Dのクイック設定Web（☛P3-43）で［中継モード］を変更した
あとは、らくらく無線スタートで親機にWi-Fi 接続してください。

＜Wi-Fi TV モード中継（初期値）の接続例＞

親機

インターネット

中継機WF1200HP-D

子機
（例：無線LAN内蔵パソコン）

親機のオーナーSSID
（5GHz）にWi-Fi接続

5GHz・拡張モードで接続 5GHzで接続
（らくらく無線スタートで接続）

（※）（※）

（※）中継機WF1200HP-Dを利用してWi-Fi 接続する場合は、設定を変更できません。

詳細は「 ユーザーズマニュアル」を参照してください。

設定方法
次の手順で、本商品を中継機に設定します。

1 本商品を子機（CONVERTER）モードに設定する（☛P28）
※  クイック設定Webの［詳細設定］で、［5GHz／2.4GHz 優先接続切替］が「5G」
（初期値）、［無線クライアントモード］が「拡張モード」（初期値）に設定されて
いる必要があります。

2 らくらく無線スタートで親機に接続
する（☛P3-38）
中継機として動作すると、CONVERTER
ランプが橙点灯します。

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTERCONVERTERランプ
橙点灯

以上で本商品が中継機に設定されました。

子機から親機のオーナーSSID（5GHz）にWi-Fi 接続してください。
→  本商品の中継機能をWi-Fi 高速中継に設定した場合は、親機のオーナーSSID
（2.4GHz）にWi-Fi 接続してください。5-2



5-1　中継機として使用する

 ●Wi-Fi 高速中継機能／Wi-Fi TV モード中継機能に対応した親機についての最新情報は、サ
ポートページを参照してください。（2014年 9月現在）
 ●親機に同時に接続できる中継機は1台のみです。並列、多段接続はサポートしておりません。
 ●中継機WF1200HP-Dでクイック設定Webを起動する場合は、P3-43を参照して起動してく
ださい。
 ●Wi-Fi TV モード中継機能では、親機との接続が切断された場合に中継機能が停止します。
 ●子機（CONVERTER）モードに戻したい場合は、クイック設定Webを起動し（☛P3-43）、「基
本設定」で［中継機能］のチェックを外して［設定］をクリックしてください。（設定後は［メ
ンテナンス］－［再起動］で再起動してください。）
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5-2   ECOモードにする

ECOモードでは、一部の機能を制限することで消費電力を抑えることができます。 
ECOモードを起動するには、クイック設定Webで行います。
※  WF1200HP-Dを子機としてご使用になる場合は、ECOモード機能はご利用になれませ

ん。

 ECOモードでの制限内容（ ECO設定パターン）
ECO設定パターンは2つあります。工場出荷状態では、「設定1」に設定されています。
変更する場合は、クイック設定Webで行います。（☛P5-5）
※ 変更の際、通信がいったん切断される場合があります。

ECOモード中は、いずれの場合もPOWERランプ以外のランプが消灯します。

ECO設定パターン 説明 有線 LAN Wi-Fi

設定 1
（初期値）

LANポートの通信速度が最大10Mbpsで動作し
ます。
（WANポートの通信速度は変わりません。）
Wi-Fi 通信は利用できません。

最大
10Mbps 停止

設定2

LANポートの通信速度が最大10Mbpsで動作し
ます。
（WANポートの通信速度は変わりません。）
Wi-Fi 通信は通信速度が最大86.7Mbps となり
ます。

最大
10Mbps

最大
86.7Mbps
（※）

（※） Wi-Fi 機能が「使用する」に設定されている必要があります。
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5-2　ECOモードにする

 ECOモードを起動する
次の手順で起動します。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「ECOモード設定」－［ECOモード設定］を選択する

3 「ECO機能」で［通常ECO］（初期値）を選択する

4 ［ECO設定パターン］を選択する（☛P5-4）

5 ［ECO開始］をクリックする

6 ［OK］をクリックする

7 ［OK］をクリックする
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 ECOモードを停止する

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「ECOモード設定」－［ECOモード設定］を選択する

3 ［ECO停止］をクリックする
※  ［ECO機能］で［使用しない］を選択後、［設
定］をクリックしても停止することがで
きます。

4 ［OK］をクリックする
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5-2　ECOモードにする

 ECOモード中のランプ状態
ECOモードでは、POWERランプがゆっくり緑点滅し、他のランプはすべて消灯します。
（背面のWANランプ、LANランプも消灯します。）

〈背面〉

12
V

W
AN

LA
N 

  1
LA

N 
  2

LA
N 

  3

消灯

〈側面（表）〉

POWER

ACTIVE

2.4 GHz

5 GHz

TV

CONVERTER

POWERランプが
ゆっくり緑点滅

消灯

 ●ECOモードを起動すると、LANポートの通信速度が変わるため、リンクが一時的に切断
されます。通信中の場合はご注意ください。
 ● あらかじめ起動／停止時刻を設定すれば、自動的にECOモードを起動／停止することがで
きます。設定方法は下記のとおりです。

 ※  設定する場合は、クイック設定Webの「メンテナンス」－［時刻設定］にある［自動
時刻設定機能］を初期値のまま［自動設定］にして、インターネットに接続可能な環境
でご利用ください。

①  クイック設定Webを起動する（☛P2-5）
②  「ECOモード設定」－［ECOモード設定］を選択

する
③  ［ECO機能］で［通常ECO］（初期値）を選択する
④  ［ECO設定パターン］を選択する（☛P5-4）
⑤ ［タイマ動作］の［使用する］にチェックを入れる
⑥  ECOモードの起動／停止時刻を設定する
  （画面は、午前2時から午前5時まで ECOモード

にする場合の例です）

⑦ ［設定］をクリックする
⑧ ［OK］をクリックする
⑨ ［OK］をクリックする
⑩ ［保存］をクリックする
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 オート ECOモード機能
親機では、ある特定の機能について、その使用状況に応じて自動的に ECOモードを起
動／解除することができます。
この機能を使用するには、クイック設定Webの「ECOモード設定」－「ECOモード設
定」にある［ECO機能］で、「オートECO」を選択し、［設定］－［保存］をクリック
してください。
なお、2014年9月現在では、Wi-Fi 接続の使用状況に応じた「Wi-Fi オートECOモー
ド」にのみ対応しています。

＜Wi-Fi オート ECOモード＞
子機からのWi-Fi 接続が一定時間（約240秒）以上ない場合、自動的にWi-Fi オート
EC0モードが起動し、無線回路の一部が停止されます。
※  LANポートおよびWANポートの通信速度やランプ状態に変更はありません。
この機能は、起動中、子機からWi-Fi 接続された場合に、自動的に通常モードに戻ります。
なお、この機能は、2.4GHz 帯、5GHz帯で独立して起動します。
このため、2.4GHz 帯、5GHz帯どちらも起動中に2.4GHz 帯の子機がWi-Fi 接続さ
れた場合、2.4GHz 帯のみ通常モードに戻り、5GHz帯はWi-Fi オート ECOモードの
まま動作します。

オートECOモード
の種類 説明 有線 LAN Wi-Fi

Wi-Fi オート ECO
モード

無線回路の一部が停止されます。
LANポートおよびWANポートの通信速度、ラ
ンプの状態に変更はありません。 
2.4GHz帯、5GHz帯で独立して起動します。

通常どおり 無線回路の
一部が停止

 ●Wi-Fi オート ECOモード中に子機からWi-Fi 接続する場合、無線回路の一部が停止してい
るため、Wi-Fi 接続しにくい場合があります。その場合は、いったん親機に近い場所で
Wi-Fi 接続してください。
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5-3 その他の機能

 複数の接続先に接続する設定（ PPPoEマルチセッション）
PPPoEマルチセッションとは、1つの回線契約で複数の接続先へ同時に接続を行う機
能です。
接続先の登録数および同時接続可能セッション数は、最大3箇所です。
※ ご利用の接続事業者やプロバイダとの契約内容で、マルチセッション接続が許可されてい
る必要があります。 
同時に接続できるセッション数は契約内容により異なりますので、ご利用の接続事業者や
プロバイダにご確認ください。

親機

192.168.10.2

192.168.10.3

192.168.10.4

インターネット

接続先は、優先する接続先（優先接続）として1箇所、その他の接続先として3箇所
までを設定できます。
例：一般的なフレッツ契約では1回線につき2セッションまで許容されています。
なお、その他の接続先（優先接続以外）には、それぞれ「DNSルーティング設定」で
LAN側からWAN側へのパケット振り分けルールを設定します。LAN側からWAN側
へのパケットのうち、その条件と一致するパケット（およびその応答パケット）は、条
件の一致した接続先（優先接続以外）のアカウントを使って接続します。条件と一致し
なかったパケット（およびその応答パケット）は、優先接続に指定した接続先のアカウ
ントを使って接続します。
設定方法については「 ユーザーズマニュアル」を参照してください。

－制限事項－
 ●PPPoEマルチセッションで親機のUPnP機能（☛P5-12）をご利用になる場合は、 UPnP機
能をご利用になる接続先を「優先接続」に指定してください。 
UPnP機能をご利用になる接続先が「優先接続」に指定されていない場合は、正常に通信
できなくなることがあります。

 ※親機の初期状態では、［接続先1］がUPnP機能の優先接続先になっています。
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  PPPoEブリッジ機能
パソコンやゲーム機などでPPPoE（PPP over Ethernet）プロトコルの利用が必要
な場合やグローバル IPアドレスが必要なアプリケーションを利用する場合は、PPPoE
ブリッジ機能を使用して、接続できます。
親機がPPPoEルータモードのときに使用することができます。本機能を使用した場合、
LAN側に接続されているパソコンやゲーム機のうち使用できるのは最大16台までです。
PPPoE ブリッジで接続できるパソコンやゲーム機の台数は接続事業者によって異なり
ますので、ご利用の接続事業者にご確認ください。
※  PPPoEプロトコルの利用やグローバル IPアドレスの利用が必要ではなく、複数のセッ

ションで通信したい場合は、PPPoEマルチセッションでご利用いただけます。（☛P5-9）

ルータ
PPPoE

ブロードバンド
接続事業者

ブロードバンド
モデム／

回線終端装置

ノートパソコン

ゲーム機など
親機

PPPoE
接続ソフトルータを介さずPPPoE

パケットを転送する

インター
　　ネット

 ■ PPPoEブリッジ機能でできること
（1）次のアプリケーションなどをご利用いただけます。
   〈利用確認アプリケーション〉
   ●  Windows 8.1/8 の場合 

リモート デスクトップ、Windows リモート アシスタンス
   ●  Windows 7 の場合 

リモート デスクトップ、Windows リモート アシスタンス、 
Windows ミーティング スペース（Windows Liveからの無償ダウンロード）

   ●  Windows Vista の場合 
リモート デスクトップ、Windows リモート アシスタンス、 
Windows ミーティング スペース

（2） PPPoE対応のゲーム機（「プレイステーション3」など）を接続できます。
（3）  PPPoE ブリッジ機能を用いることにより、ご利用のパソコンは、親機のルー

タ機能やNAT機能を介さずに、直接親機に接続しているブロードバンドモデム
／回線終端装置とPPPoEの処理を行うため、パソコンにグローバル IPアドレ
スを取得することができます。

 ● アプリケーションの操作方法は、パソコンのサポート窓口でお問い合わせください。
 ● 「PPPoEブリッジ機能」では、外部からのアクセスが可能になり、セキュリティが低下し
ます。セキュリティ対策ソフトなどをお使いになることをお勧めします。
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5-3　その他の機能

  IPv6ブリッジ機能
IPv6（Internet Protocol Version 6）プロトコルの利用が必要なサービスをご契約
の場合は、IPv6ブリッジ機能を「使用する」に設定することでご利用いただくことが
できます。（ ユーザーズマニュアル）
※  パソコン側の設定も必要となります。
※  PPPoE ルータモードの場合は、IPv6ブリッジ機能は初期値で「使用する」に設定

済みです。

ルータ

ブロードバンド
接続事業者

ブロードバンド
モデム／

回線終端装置

ノートパソコン

親機

ルータを介さずIPv6
パケットを転送する

インター
　　ネット

パソコン
IPv6

対応ソフト

 ●ブロードバンドテレビサービスを無線でご利用になりたい場合は、クイック設定Webの
「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－「Wi-Fi 詳細設定」の「TVモード」を「使用する」に設定
してください。

 ●パソコン側の設定方法は、お使いのプロバイダのサポート窓口でお問い合わせください。
 ●「IPv6ブリッジ機能」では、外部からのアクセスが可能になり、セキュリティが低下します。
セキュリティ対策ソフトなどをお使いになることをお勧めします。

 DMZホスト機能
外部からのアクセスをLAN上のあらかじめ指定したパソコンに自動的にすべて転送する機能です。
Web／FTPサーバの外部公開やLAN上へファイアウォールを設定することができます。
（ ユーザーズマニュアル）
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  VPNパススルー機能
VPNクライアントのソフトウェアを使って会社のネットワークに自宅から接続するな
どVPN（Virtual Private Network：仮想閉域網）にPPTP/IPsec で接続できます。
親機とパソコン側の設定が必要です。設定方法の詳細については、「 ユーザーズマニュ
アル」を参照してください。

 IP パケットフィルタリング
宛先／送信元 IPアドレスやポート番号、パケットの方向などを指定して、パケットの
通過を制限する機能です。
不必要なパケットの送受信を制限することができるので、セキュリティの高いネット
ワークが構築できます。
（ ユーザーズマニュアル）

  ポートマッピング
あらかじめ固定的に使用するポート番号と転送先パソコンを指定することで、ネット
ワーク対応ゲームやストリーミングなどの外部から直接アクセスが必要なアプリケー
ションの通信が使用できます。
（ ユーザーズマニュアル）

  UPnP機能
親機とパソコンのUPnP（ユニバーサルプラグアンドプレイ）機能を利用して、 TV電
話などをご利用になることができます。
親機とパソコン側の設定が必要です。設定方法の詳細については、「 ユーザーズマニュ
アル」を参照してください。
ただし、親機の設定は初期値で「使用する」になっていますので、パソコンで、UPnP
の設定をすることで、利用ができます。

 ●UPnP機能は、Windows 8.1/8/7、Windows Vista のパソコンでご利用になれます。
 ●フレッツ・ADSLなどのPPPoEが使用できる環境では、PPPoEブリッジ機能を使用す
ることで、1台のパソコンのみで利用ができます。
 ●ルータタイプのADSLモデムにローカルルータモードで接続しているときは、UPnPの機
能はご利用になれません。ADSLモデムをPPPoEブリッジモードに切り替えて親機の動
作モードをPPPoEルータモードに設定するか、ブリッジモードに設定してお使いくださ
い。
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5-3　その他の機能

  ダイナミックDNS機能
ダイナミックDNSとは、プロバイダから割り当てられたグローバル IPアドレスが変
更になった際に、新しいアドレスを各DNSサーバに通知するサービスです。固定 IP
アドレスの取得をしていなくても、固定のURLを指定することでWAN側からのアク
セスやサーバ公開が可能になります。（ ユーザーズマニュアル）
※  2014年 9月現在で、下記のサービスに対応しています。
 ・  GMOインターネット株式会社が提供する「お名前 .com®」 

（別途提供先にてサービスのご契約と設定が必要です。）
 ・  BIGLOBEが提供する「ダイナミックDNSサービス」 

（別途提供先にてサービスのご契約が必要です。）

GMOインターネット株式会社　お問い合わせ先

「お名前 .com® ダイナミックDNSサービス」は、GMOインターネット株式会社が運営
する「お名前 .com® ドメイン登録サービス」のオプションです。詳細は、下記URLをご
覧ください。

 ＜お名前 .com® レンタルDNSレコード設定（ダイナミックDNS機能）＞
 http://www.onamae.com/option/dnsrecord/
 ※  製品には、すでにクライアント機能が実装されていますので、パソコンに「ダイナミック

クライアントソフト」をインストールする必要はございません。

「お名前 .com® ダイナミックDNSサービス」へのお問い合わせについて
 ・本サービスのご利用をお考えのお客様のご相談
 ・本サービスの申し込み方法について
 ・本サービスの技術的な内容について　など
 お電話 ：03-5456-2560
 受付時間 ：
  技術サポート窓口 ··········································年中無休　24時間
  事務手続きご案内／新規ご相談窓口 ···········平日　10:00～ 19:00
 ※ お電話以外のお問い合わせ（E-mail、チャット）は、下記URLをご覧ください。
   https://help.onamae.com/app/ask/

ビッグローブ株式会社　お問い合わせ先

「BIGLOBE ダイナミックDNS Service」についての詳細は、下記URLをご覧ください。

 http://ddns.biglobe.ne.jp/

「BIGLOBE ダイナミックDNS Service」についてのお問い合わせは、ホームページか
らお問い合わせください。

 ＜ホームページからのお問い合わせ方法＞
  BIGLOBEホームページ（http://www.biglobe.ne.jp/）→「会員サポート」→「お
問い合わせ」にある「ホームページから問い合わせる」にて、問い合わせたい項目を
選択してください。
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6 トラブルシューティング
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6-1   トラブルシューティング

本商品を設置・接続するにあたって、トラブルが起きたときや疑問点があるときは、ま
ずこちらをご覧ください。
※ 本書の他に、サポートページでもさまざまなトラブルと対策方法を記載しております。本
章と合わせてご覧ください。
該当項目がない場合や対処をしてもトラブルが解決しない場合は、本商品を初期化し
（☛P7-10）、最初から設定し直してみてください。
※ 初期化すると、本商品のすべての設定が初期値に戻りますので、ご注意ください。なお、

初期化する前にクイック設定Webの［メンテナンス］－［設定値の保存＆復元］にて現
在の設定内容を保存すれば、初期化後に同設定画面にて復元することができます。

　　・設置に関するトラブル（☛下記）
　　・ユーティリティに関するトラブル（☛P6-13）
　　・ご利用開始後のトラブル（☛P6-16）

 設置に関するトラブル
どこまで設置、設定できているのか現在の症状をご確認のうえ、その原因と対策をご覧ください。
親機のPOWERランプは緑点灯していますか？（※1）（※2） →いいえ

 （ a  参照☛P6-3）↓はい
親機背面のWANランプは緑点灯していますか？（※1） →いいえ

 （ b  参照☛P6-3）↓はい
Wi-Fi 通信はできますか？（Wi-Fi をご利用の場合） →いいえ

 （ c  参照☛P6-4）↓はい
らくらくネットスタートで親機の設定が行えますか？ →いいえ

 （ d  参照☛P6-5）↓はい
パソコンに IPアドレスが設定されていますか？
（確認方法は、P2-4 を参照してください）

→いいえ
 （ e  参照☛P6-6）

↓はい
親機の設定が行えますか？

WWWブラウザ（クイック設定Web）で親機の設定画面が表示できます
か？

→いいえ
 （ f  参照☛P6-7）

↓はい
＜PPPoEルータモードの場合＞
設定後、親機のACTIVEランプが緑点灯していますか？（※1）

→いいえ
 （g  参照☛P6-8）

＜ローカルルータモードの場合＞
・  設定後、親機のACTIVEランプが緑点灯していますか？（※1）
・ WAN側 IPアドレスが正しく表示されていますか？
  （クイック設定Webの「情報」－［現在の状態］の［WAN側状態］に IPア
ドレスが表示されていますか？）

→いいえ
 （ h  参照☛P6-9）

＜ブリッジモードの場合＞
・ 親機のACTIVEランプが橙点灯していますか？（※1）

→いいえ
 （ i  参照☛P6-10）

↓はい
インターネットに接続できましたか？ →いいえ

 （ j  参照☛P6-11）
（※1）  ECOモード中は、POWERランプは緑点滅し、他のランプは消灯します。（☛P5-7）
（※2）  電源を入れたあと、すべての側面（表）ランプが緑点灯の状態と、POWERランプのみ緑

点灯の状態を繰り返す場合は、自己診断テストで異常と診断されています。その場合は、別
紙に記載のお問い合わせ先までご連絡ください。
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6-1　トラブルシューティング

  a  親機のPOWERランプが緑点灯しない
電源が入っていません。
 ● ACアダプタが外れている

 →ACアダプタを電源コンセントに差し込んでください。
 ● ACアダプタがパソコンの電源に連動したコンセントに差し込まれている

 →電源はパソコンの電源などに連動したコンセントではなく、壁などの電源コンセント
に直接接続してください。パソコンの電源が切れると親機に供給されている電源も切
れてしまいます。

 ● ACアダプタが破損していないか確認してください。破損している場合はすぐにACアダ
プタをコンセントから外して、別紙に記載のお問い合わせ先にご相談ください。
 ● 親機の電源を切ったあと、すぐに電源を入れ直さないでください。10秒以上の間隔をあ
けてから電源を入れてください。すぐに電源を入れると電源が入らないことがあります。

 b  親機背面のWANランプが緑点灯しない
 ● ブロードバンドモデム／回線終端装置の電源が入っていない

 →ブロードバンドモデム／回線終端装置の電源を入れて、正しく回線のリンクが確立で
きていることを確認してください。

 ● 親機のWANポートがブロードバンドモデムまたは回線終端装置にETHERNETケーブ
ルで正しく接続されているか確認してください。 
WANポートにカチッと音がするまで差し込み、ケーブルを軽く引いて、ロックがかかっ
ていることを確認してください。 
ケーブルによってはあまり強く差し込んだり、強く引っ張ると、接触不良や断線の原因と
なることがあります。
 ● ECOモード中である

 → ECOモード中は、POWERランプのみゆっくり緑点滅し、他のランプは消灯します。 
ECOモードの設定を解除する場合は、P5-6の「ECOモードを停止する」を参照してくだ
さい。

 ● ETHERNETケーブルの規格が正しいか確認してください。 
接続に使用しているケーブルが「ETHERNETケーブル（カテゴリ5以上ストレート）」
であることを確認してください。
 ● 親機のWANポートと親機のLANポートを添付のETHERNETケーブルで接続してみる。
背面のWANランプが緑点灯する場合

    親機は、問題ありません。
    ブロードバンドモデム／回線終端装置の故障が考えられます。
  緑点灯しない場合
    親機を初期化してみてください。
    それでも解決しない場合は親機の故障が考えられます。別紙に記載のお問い合わせ先

までご連絡ください。
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 c  Wi-Fi 通信ができない
 □ 親機に接続できない

 ● お使いのパソコンにプロキシが設定されていたり、 ファイアウォール、ウィルスチェック
などのソフトがインストールされている場合に、設定ができなかったり通信が正常に行え
ない場合があります。
 →ファイアウォールなどの動きによって本商品との通信に必要なポートが止められてし
まっている場合があります。

その場合には、次の手順で設定を確認してください。
①  ファイアウォールソフト側で本商品との通信に必要なポートをあける
  （アドレス：192.168.10. ＊、TCPポート番号：23/53/75/80、UDPポート番号：
69/161）

②  ①で改善しない場合は、ファイアウォールソフトを停止またはアンインストールする
停止方法は、パソコンメーカへお問い合わせください。

 ● ECOモード中である
 →ECOモード中は、ECO設定パターンによってはWi-Fi 通信が利用できなくなる場合
があります。（ECOモード中は、POWERランプのみゆっくり緑点滅し、他のランプ
は消灯します。） 
Wi-Fi 通信をご利用になる場合は、ECOモードの設定を解除する（☛P5-6）か、他の
ECO設定パターン（☛P5-4）を選択してください。

 ● 暗号化キーの設定が親機と子機とで一致しているかを確認してください。
 ●「らくらく無線スタート／らくらく無線スタートEXに関するトラブル」（☛P6-15）も参照し
てください。

 □ 無線 LAN対応のプリンタからWi-Fi 接続したい
 ● プリンタの無線機能を有効（ON）にしてから、本商品のネットワーク名（SSID）・暗号
化キーをプリンタに設定してください。 
設定方法は、プリンタの取扱説明書などを参照してください。なお、WPSに対応してい
る場合は、WPS機能を使ってWi-Fi 接続してください。（☛P3-13）

 □ 親機と子機間の電波状態が悪い
 ● 電波の届く範囲まで子機を移動したり、親機や子機の向きを変えたりして電波状態を確認
してください。

 □  ゲストSSIDが見つからない
 ● ゲストSSID は、初期値で無効に設定されています。クイック設定Webの「Wi-Fi（無
線 LAN）設定」－「Wi-Fi 詳細設定」でWi-Fi 機能を「使用する（常時）」または「使用
する (時間指定 )」に設定してから、Wi-Fi 接続してください。 
また、IEEE802.11b に対応している子機によっては、ゲストSSID をサーチできない
場合があります。この場合、ネットワーク名（SSID）を直接設定することにより、接続
可能となります。
例） ＜ゲストSSIDの初期値＞
    親機側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」の下段に初期値が記載されています。
   2.4GHz：aterm-xxxxxx-gx
   5GHz　：aterm-xxxxxx-ax
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6-1　トラブルシューティング

 □ 子機WF1200HP-Dの ACTIVE ランプが橙点滅している
 ●  子機WF1200HP-Dの IP アドレスが他の機器と競合しています。 
その場合は、下記の対処を行ってください。
①  子機WF1200HP-Dが接続しているネットワークの下記アドレスを確認して、控えて
おく（☛確認方法はP6-19参照）

 ・ IP アドレス
 ・ デフォルトゲートウェイ（またはルーター）
 ・ DNSサーバ（またはDNS）
②  子機WF1200HP-Dを RESETスイッチで初期化する（☛P7-13）
③  子機WF1200HP-D の DHCPサーバ機能を利用してクイック設定Web を起動し
（☛P3-43）、［詳細設定］画面で下記のように設定する

 ・ ［IP アドレス自動補正機能］：使用しない
 ・  ［IP アドレス］：  ①で確認した「IP アドレス」のアドレス体系を使用し、末尾を

「245」以外の値に変更して入力。
         例：  「IP アドレス」のアドレス体系が「192.168.1.3」の場合

→  「192.168.1.XXX」と入力。 
（XXXは「245」以外の任意の値）

 ・ ［ネットマスク（ビット指定）］：
          ネットマスクをビット数形式で入力。（1～30まで入力可。） 

例：  ［255.255.255.0］形式のネットマスクは［24］
 ・  ［ゲートウェイ］：  ①で確認した「デフォルトゲートウェイ」（または「ルーター」）

のアドレスを入力。
 ・  ［ネームサーバ］：  ［プライマリDNS］に、①で確認した「DNSサーバ」（または

「DNS」）のアドレスを入力。
 ＜ご注意＞
  設定終了後は、必ずクイック設定Web の［メンテナンス］－［再起動］にて子機
WF1200HP-Dを再起動してください。（再起動すると、DHCPサーバ機能が終了し
ます。）

④  Wi-Fi の設定をする（☛P3-38）

 d  らくらくネットスタートが失敗する
 □  POWER、ACTIVE、2.4GHz、5GHz、TV、CONVERTERランプが赤点滅している

 ● WAN側回線の判別に失敗しています。
 親機からACアダプタを抜き、10秒以上の間隔をあけてから、再度親機にACアダプタ
を接続し、1分待ちます。
「らくらくWebウィザードで設定する」（☛P2-8）にしたがって設定してください。

 □ ACTIVE ランプが橙点滅している
 ●  親機の IPアドレスが他の機器と競合しています。
「 i  ブリッジモードでACTIVE ランプが橙点灯しない」（☛P6-10）を参照してください。

 □ 利用回線に不適切なモードが選択されている
 ● 親機側面のRESETスイッチによる初期化（初期値に戻す）をしてください。（☛P7-11）
「らくらくWebウィザードで設定する」（☛P2-8）にしたがって設定してください。
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  e  パソコンに IPアドレスが設定されていない
 □  パソコンの IPアドレスが「192.168.10.XXX」に設定されていない

 ●  パソコンの設定で「IP アドレスを自動的に取得する」もしくは「DHCPサーバを参照」
になっていることを確認してください。（☛P37）
パソコンの IPアドレスが自動的に設定されるためには、パソコンよりも親機の方が先に
起動されて装置内部の処理が完了している必要があります。下記のどちらかの方法で確認
してください。
a.   パソコンの電源を切り、再度パソコンの電源を入れる
  起動後、P2-4の「IPアドレスの確認方法」を参照してパソコンの IPアドレスを確認する
b.  次の手順で IPアドレスを取り直す
 【IP アドレスの再取得】
＜Windows 8.1/8/7およびWindows Vista の場合＞

①  「Windows」キーを押しながら「X」キーを押し、表示された一覧から［コマンド
プロンプト（管理者）］をクリックする

 ※  Windows 7/Windows Vista の場合は、［スタート］（Windowsのロゴボタン）
－［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［コマンドプロンプト］を右クリッ
クし、［管理者として実行］をクリックします。

②  ［ユーザーアカウント制御］画面が表示された場合は、［はい］または［続行］をク
リックする

③  「ipconfig /release」と入力して［Enter］キーを押し、IPアドレスを解放する
④  「ipconfig /renew」と入力して［Enter］キーを押し、IPアドレスを取り直す
⑤  IPv4 アドレスが「192.168.10.XXX」（※）になることを確認する（XXXは 1を

除く任意の数字）
＜Mac OS X またはOS Xの場合＞
以下はOS X v10.8 の場合の例です。

①  アップルメニューの［システム環境設定］を開き、［ネットワーク］アイコンを選択
する

②  ［Ethernet］を選択する 
（本商品にWi-Fi 接続している場合は［Wi-Fi］を選択する）

③  ［詳細］をクリックする
④  ［TCP/IP］タブをクリックする
⑤  ［DHCPリースを更新］をクリックする
⑥  IPv4 アドレスが「192.168.10.XXX」（※）になることを確認する（XXXは 1を

除く任意の数字）
⑦  ［OK］をクリックする

＜ iOSの場合＞
以下は iOS 6.0 の場合の例です。

①  「ホーム」画面の「設定」アイコンをタップする
②  設定メニューの「Wi-Fi」をタップする
③  「ネットワークを選択 ...」から、チェックが入っている接続中のネットワーク名
（SSID）の右側にある［＞］ボタンをタップする

④  「DHCPリースを更新」をタップする
⑤  「DHCPリースを更新しますか？」をタップする
（※）  らくらくネットスタートで、ローカルルータモードを認識した場合、本商品が接

続されているネットワークが192.168.10.XXXの場合、LAN側の IP アドレ
スを「192.168.11.XXX」に変更します。なおサブネットマスクは補正されま
せん。（255.255.255.0 固定） 
その場合は、IPv4アドレスまたは IPアドレス（IP Address）が「192.168.11.
XXX」になることを確認してください。

 ● Wi-Fi をご利用の場合は、「 c  Wi-Fi通信ができない」（☛P6-4）を参照してWi-Fi通信を確
立させてください。
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6-1　トラブルシューティング

 f   WWWブラウザで親機の設定画面が表示されない（クイック設定Webが起動しない）
 □  WWWブラウザ画面のアドレスに「http://aterm.me/」と入力してもクイック設定Web
が表示されない
 ● プロキシの設定をしていませんか

 →プロキシの設定をしている場合、受け付けが拒否されます。
Internet Explorer の場合以下の設定を行ってください。
①  ［ツール］－［インターネットオプション］－［接続］－［LANの設定］の順にクリッ
クする

②  ［LANにプロキシサーバーを使用する］の［詳細設定］をクリックして、例外に「aterm.
me」を入れる

 ● 代わりに IPアドレスを入れても表示できます。
・  本商品の動作モードがPPPoEルータモードのとき： 「http://192.168.10.1」です。
・  本商品の動作モードがローカルルータモードのとき：  「http://192.168.10.1」もしくは

「http://192.168.11.1」です。
・  本商品の動作モードがブリッジモードのとき：P2-6 参照
・  IP アドレスを変更している場合は、変更した値を入力してください。
 ● ブリッジモードに設定されている

 →P2-6 参照
 →ルータモードに変更してクイック設定Webを開く場合は、P2-13の「お知らせ」を参照し
てください。

 ● お使いのパソコンにプロキシが設定されていたり、 ファイアウォール、ウィルスチェック
などのソフトがインストールされている場合に、設定ができなかったり、通信が正常に行
えない場合があります。（☛P36、39）
 ● Wi-Fi 接続してクイック設定Web を表示させる場合、ゲストSSID またはWEP専用
SSID（☛P3-3）に Wi-Fi 接続していると、工場出荷状態でネットワーク分離機
能（☛P4-8）が設定されているため、クイック設定Webは表示できません。その場合は、いっ
たん有線で親機とパソコンを接続して、クイック設定Webを表示してください。設定が
終わったら、再度Wi-Fi 接続してください。

 □ WWWブラウザで親機にアクセスすると、ユーザ名と管理者パスワードを要求される
 ●「ユーザー名」（上段）には、「admin」を入力してください。「パスワード」（下段）には、
WWWブラウザで親機に最初にアクセスした際に、登録した管理者パスワード（☛P2-5、2-7）
を入力してください。（管理者パスワードを忘れてしまった場合は、P6-13を参照してくださ
い。）
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 □ 親機のクイック設定Webが開かない
 ● JavaScript が無効に設定されている

 →WWWブラウザの設定で JavaScript を有効に設定してください。（☛P40）
 ● IP アドレスの取得がうまくいっていないことが考えられます。パソコンの IPアドレスを
自動取得に設定してみてください。（☛P6-6）
 ● Windows 8 の Internet Explorer10でクイック設定Webを起動する際、［このサイト
ではプライベートネットワークへアクセスできません］の画面（下記）が表示された場合
は、［アクセスを有効にする］をクリックしてください。

 g  PPPoEルータモードで親機のACTIVEランプが緑点灯しない
 □ ACTIVE ランプが緑点灯しない

 ● パソコンからWWWブラウザなどでインターネットにアクセスしてください。 
PPPoE ルータモードの場合、インターネットへ通信が開始された時点でACTIVE ラン
プが緑点滅し、しばらくして緑点灯に変わります。

 □  ACTIVE ランプが速い緑点滅をしている
 ● ブロードバンドモデム／回線終端装置のWAN側が接続されていることを確認してくださ
い。ADSLモデムをご使用の場合、ADSLリンクが確立していることを確認してください。
NEC製のADSLモデムをご使用の場合はモデム前面の LINE ランプまたはADSLラン
プが点灯します。LINEランプまたはADSLランプが点滅している場合はADSLモデム
の取扱説明書などを参照して対処してください。 
対処後、パソコンからWWWブラウザなどでインターネットにアクセスしてください。
 PPPoE ルータモードの場合、インターネットへ通信が開始された時点でACTIVE ラン
プが緑点滅し、しばらくして緑点灯に変わります。

 □  ACTIVE ランプが遅い緑点滅、速い緑点滅を繰り返している
 ● 親機に登録した接続ユーザ名、接続パスワードとプロバイダなどから送られてくる接続
ユーザ名、接続パスワードが正しいことを確認してください。 
接続ユーザ名、接続パスワードについてはご契約のプロバイダへお問い合わせください。
 ● 接続ユーザ名、接続パスワードが間違っています。
クイック設定Webの「基本設定」ー［接続先設定］にて修正してください。
一般的に下記が区別されますのでご注意ください。
 接続ユーザ名（ログイン名）：半角、全角
 接続パスワード：半角、全角、大文字、小文字
※ フレッツの場合は、＠以降のドメインが必要です。
※  フレッツ以外の場合は、＠以降のドメインは不要の場合があります。
 ● 接続する環境によっては、正常接続時に時間がかかる場合があります。（数分程度）

 □ ACTIVE ランプが消灯している
 ● ECOモード中である

 → ECOモード中は、POWERランプのみゆっくり緑点滅し、他のランプは消灯します。 
ECOモードの設定を解除する場合は、P5-6の「ECOモードを停止する」を参照してくだ
さい。
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6-1　トラブルシューティング

 h  WAN側 IPアドレスが正しく表示されない
 □  ACTIVE ランプが緑点灯しない（クイック設定Webの状態表示でWAN側 IPアドレスが表
示されない）
 ● ブロードバンドモデム／回線終端装置がWAN側に接続されていることを確認してください。
ADSLモデムをご使用の場合、ADSLリンクが確立していることを確認してください。
 ● ブロードバンドモデム／回線終端装置の電源が入っているか確認してください。
 ●  接続事業者から指定された IPアドレス情報などが正しく設定されているか確認してくだ
さい。
  らくらくWebウィザード
  クイック設定Webの「基本設定」－［接続先設定］
 ● ブロードバンドモデム／回線終端装置の設定が合っているか確認してください。動作モー
ドがPPPoEブリッジモードの場合は本商品の動作モードはPPPoEルータモードでご
使用ください。
 ●  他のブロードバンドルータやパソコンに接続していたブロードバンドモデムを親機に接続
し直して通信しようとしている場合、ブロードバンドモデムの機種によっては、過去に接
続したルータやパソコンのMACアドレスと親機のMACアドレスが一致しないと通信で
きない場合があります。この場合は、ブロードバンドモデムの電源をいったん切って、
20～30分後に電源を入れ直すことで回避できる場合があります。
 ● 親機のWAN側の IPアドレスが正しく取得できないことがありますので、クイック設定
Webの「情報」－［現在の状態］で［IP解放］をクリックしてから［IP取得］をクリッ
クして IPアドレスを更新してください。
 ●  CATV接続事業者によってはドメイン名やホスト名を本商品に入力しないと接続できな
い場合があります。 
接続事業者に確認してクイック設定Webの「基本設定」－［接続先設定］画面の［高度
な設定を表示］をクリックしてからドメイン名やホスト名を入力してください。
 ● CATV接続事業者によってはゲートウェイやネームサーバを本商品に入力しないと接続
できない場合があります。 
接続事業者に確認してクイック設定Webの「基本設定」－［接続先設定］画面の［高度
な設定を表示］をクリックしてからゲートウェイやネームサーバを入力してください。
 ● CATV接続事業者によっては本商品のMACアドレスを申請する必要があります。 
親機のWAN側のMACアドレスを申請してください。
 ● クイック設定Webの「基本設定」－［接続先設定］画面の［高度な設定を表示］をクリッ
クしてから［IPアドレスの割り当て競合検出］のチェックを外してみてください。

 □ ACTIVE ランプが消灯している
 ● ECOモード中である

 → ECOモード中は、POWERランプのみゆっくり緑点滅し、他のランプは消灯します。 
ECOモードの設定を解除する場合は、P5-6の「ECOモードを停止する」を参照してくだ
さい。

6-9



 i  ブリッジモードでACTIVEランプが橙点灯しない
 □  ブリッジモードで、ACTIVE ランプが橙点滅している

 ●   本商品の IP アドレス（末尾は「210」）が他の機器で使用済みのため、IPアドレス自動
補正機能により「211」～「218」のいずれかに補正されています。このままでもご利
用になれます。 
ACTIVE ランプの橙点滅を止めて橙点灯にする場合は、下記の対処を行ってください。
①  本商品が接続しているネットワークのアドレス体系を確認して、控えておく（☛確認
方法はP6-19参照）

②  ①で確認した IP アドレスの末尾（4区切り目）を「211」～「218」のいずれかに
変更してWWWブラウザのアドレス欄に入力し、クイック設定Webを起動する

  例：①で確認したアドレス体系が「192.168.1.3」の場合
   →  「http://192.168.1.XXX」と入力。 

（XXXは「211」～「218」のいずれか）
 ※  起動できた IPアドレスが、本商品の IPアドレスとなります。
③  クイック設定Webの［基本設定］－［基本設定］で下記のように設定する
 ・［IPアドレス自動補正機能］ ：  「使用する」のチェックを外す
 ・［IPアドレス］ ：  ②でクイック設定Webを起動した本商品の IP アドレスを入力す

る
 ・［ネットマスク（ビット指定）］ ：  通常は「24」と入力する
   →  ネットマスクをビット数形式で入力します（1～30まで入力可）。 

なお、[255.255.255.0］形式のネットマスクは [24］です。
 ・［ゲートウェイ］ ：  上位のルータの IPアドレスを入力する
 ・［ネームサーバ］ ：  上位のルータの IPアドレスを入力する
④  ［設定］－［保存］をクリックする

 □ ACTIVE ランプが消灯している
 ● ECOモード中である

 → ECOモード中は、POWERランプのみゆっくり緑点滅し、他のランプは消灯します。 
ECOモードの設定を解除する場合は、P5-6の「ECOモードを停止する」を参照してくだ
さい。
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6-1　トラブルシューティング

 j  インターネットに接続できない
 ADSL/FTTH接続に関するトラブル 

 □ ダイヤルアップ接続のウィンドウが開いてくる
 ● WWWブラウザやメールソフトの設定が、LAN接続の設定になっていない。

 →LAN接続の設定になっているかどうかを確認してください。（☛P39）

 □ ルータタイプADSLモデムに接続している
 ● WAN側 IPアドレスが正しく設定されていない場合、ブロードバンド接続できません。

 →クイック設定Webの「情報」の［現在の状態］で［WAN側状態］の［IPアドレス］
を確認してください。

IP アドレスが表示されていない場合は、［IP 取得］を選択し、IP アドレスが正しく表示
されていることをご確認ください。
［IP取得］でも IPアドレスが表示されない場合は、ADSLモデムがエラー表示していな
いか、または親機背面のWANランプが緑点灯しているか確認してください。
 ● ルータタイプADSLモデムの接続設定ができていない。 
ADSLモデムが親機と同じ IPアドレス192.168.10.1 になっている場合があります。
 →次の手順で、IP アドレスが同じであることを確認したあとで、LAN側の IP アドレス
を変更します。

 ①  IP アドレスを確認する
   WAN側：クイック設定Webの「情報」の［現在の状態］で［WAN側状態］の［IP

アドレス］が空欄になっている
 ② IP アドレスを変更する
   クイック設定Web の「詳細設定」の［LAN 側設定］で［IP アドレス］を

"192.168.11.1" など左から3つ目を変更して、［設定］をクリックする
 ③ ［保存］をクリックする
 ● 親機をブリッジモードに設定して接続できるか確認してください。（☛P2-13） 
これでもADSL接続ができない場合は、ADSLモデムのサポート窓口にADSLモデム
の設定をお問い合わせください。

 □ PPPoE接続できない
 ● ユーザ IDとパスワードが間違っている

 →プロバイダからのユーザ IDとパスワードを再確認して正しく設定してください。
 ※ フレッツの場合は、＠以降のドメインが必要です。
 ※  フレッツ以外の場合は、＠以降のドメインは不要の場合があります。
 ● 使用する親機の動作モードは正しいですか。

 →ルータタイプのADSLモデムに接続して使用する場合、PPPoEルータモードでは接
続できません。あらかじめADSLモデムのタイプを確認してください。

 ● パソコンに、ADSLモデムに添付されていたPPPoE接続専用ソフトを入れたまま、そ
れを使用していませんか。または、Windows 8.1/8/7 およびWindows Vista の
PPPoE機能を使用していませんか。
 →PPPoEの外付けブロードバンドモデムを使用するとき、ブロードバンドモデムに付属
のユーティリティでは、パソコンを同時に1台しかインターネットに接続できません。
複数台のパソコンを接続する場合はブロードバンドモデムに付属のユーティリティは
使用しないでください。インターネット接続の設定は本商品のらくらくWebウィザー
ドまたはクイック設定Webで設定をしてください。

 ● フレッツ・ADSL接続後、電源のON/OFF などで、異常終了した場合、親機の再起動に
おいて、一定時間（最大で5分間程度）接続できない場合があります。一定時間経過後
再接続してください。

 □ PPPoE接続に成功してもホームページが開けない
 ● IP アドレス、DNSネームサーバアドレスが間違っている。

 →自動取得できないプロバイダの場合、プロバイダから指定された IP アドレスやDNS
ネームサーバアドレスを接続先の設定画面で入力してください。
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 CATV接続に関するトラブル 

 □ CATVインターネット接続に失敗する
 ● 回線側の IPアドレスが取得できていない。

 →クイック設定Webの「情報」の［現在の状態］で［WAN側状態］の［IPアドレス］
を確認してください。正しく IPが取得できていない場合は、いったん［IP解放］をク
リックしてから［IP取得］をクリックして IPアドレスを正しく更新してください。

 ● 他のブロードバンドルータやパソコンに接続していたCATVケーブルモデムを親機に接
続し直して通信しようとしている。
 →CATVケーブルモデムの機種によっては、過去に接続したルータやパソコンのMAC
アドレスを記憶して、このMACアドレスが一致しないと通信できない場合があります。
この場合は、CATVケーブルモデムの電源をいったん切って、20分ほど待ってから
電源を入れ直すことで回避できる場合があります。

 ● CATV接続事業者によっては、本商品のMACアドレスを申請する必要があります。親
機のWAN側のMACアドレスを申請してください。

 □ CATVインターネット接続に成功してもホームページが開けない
 ● ドメイン名、ホスト名が指定されていない。

 →CATV事業者によってはドメイン名やホスト名を入力しないと接続できない場合があ
ります。事業者に確認してクイック設定Webの「基本設定」－［接続先設定］の［高
度な設定を表示］をクリックしてから、または、らくらくWebウィザードでドメイン
名やホスト名を入力してください。

 ● ゲートウェイ、DNSネームサーバが指定されていない。
 →CATV事業者によってはゲートウェイやDNSネームサーバを入力しないと接続でき
ない場合があります。接続事業者に確認して、クイック設定Webの「基本設定」－［接
続先設定］または、らくらくWebウィザード（☛P2-8）からゲートウェイやネームサー
バを入力してください。

 □ WAN側 IPアドレスが取得できない
 □ しばらくすると回線が切断され、WAN側 IPアドレスが、空欄になってしまう

 ● 背面のWANランプが緑点灯しているか確認してください。
 ● WAN側 IP アドレスが正しく設定されていない場合、ブロードバンド接続がエラー終了
します。
 →クイック設定Webの「情報」の［現在の状態］で［WAN側状態］の［IPアドレス］
をご確認ください。

IP アドレスが表示されていない場合は、［IP 取得］をクリックし、IP アドレスが正しく
表示されていることをご確認ください。
［IP取得］でも IPアドレスが表示されない場合は、CATVケーブルモデムがエラー表示
していないか、または親機背面のWANランプが緑点灯しているか確認してください。
 ● クイック設定Webの「基本設定」ー［接続先設定］で［高度な設定を表示］をクリック
してから、［IPアドレスの割り当て競合検出］のチェックを外してみてください。
 ● CATVケーブルモデムが親機と同じ IPアドレス192.168.10.1になっている場合があり
ます。
 →次の手順で、IPアドレスが同じか確認したあとで、LAN側の IPアドレスを変更します。

 ①  IP アドレスを確認する
   WAN側：クイック設定Webの「情報」の［現在の状態］で［WAN側状態］の［IP

アドレス］が空欄になっている
 ② IP アドレスを変更する
   クイック設定Web の「詳細設定」の［LAN 側設定］で［IP アドレス］を

"192.168.11.1" など左から3つ目を変更して、［設定］をクリックする
 ③ ［保存］をクリックする
 ● クイック設定Webの「基本設定」ー［基本設定］で［IPv6 ブリッジ］のチェックを外
してみてください。
 ● ローカルルータモードでご利用の場合は、クイック設定Webの「基本設定」ー［接続先
設定］で［高度な設定を表示］をクリックしてから、［拡張設定］にある「IPアドレスの
時間指定更新機能」を［使用する］に設定してみてください。
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6-1　トラブルシューティング

  ユーティリティに関するトラブル

 親機のクイック設定Webに関するトラブル 

 □  管理者パスワードを忘れてしまった
 ● 親機を工場出荷状態に初期化してください。この場合、設定した値はすべて初期値に戻っ
てしまいます。（☛P7-10）ただし、クイック設定Webの「メンテナンス」－［設定値の保存
＆復元］で以前の設定値をファイルに保存してあると簡単に復元させることができます。
設定変更する場合は設定値を保存しておくことをお勧めします。（ ユーザーズマニュア
ル） 
なお、「管理者パスワードの初期設定」時に［管理者専用認証スルー機能］を「使用する」
に設定していれば、設定時と同じ端末からクイック設定Webを起動する場合、ユーザ名・
管理者パスワード入力が省略できます。

 □［設定］をクリックしても、状態が反映されない
 ●［保存］をクリックしていない

 →項目によっては、［設定］をクリックしても状態は反映されません。左側フレーム内の［保
存］をクリックし、親機を再起動する必要があります。

 ※ 再起動後有効となる項目
  ・  「詳細設定」ー［その他の設定］ー［インタフェース設定］の［WAN側疑似

MACアドレス機能］

 □ WWWブラウザ画面のアドレスに「http://aterm.me/」と入力すると、違う機種のクイッ
ク設定Webが表示される
 ● 本商品がブリッジモードに設定されており、かつWAN側にNEC製のADSLモデムやホー
ムゲートウェイ（Atermシリーズ）が接続されている
 →「http://aterm.me/」と入力すると、本商品ではなく、NEC製のADSLモデムやホー
ムゲートウェイ（Atermシリーズ）のクイック設定Web画面にアクセスする場合が
あります。本商品の IPアドレスを入力してください。（☛P2-6）

 □ ブラウザからの応答がなくなってしまった
 ● クイック設定Webでは、［設定］をクリックすると設定値は即時有効となりますので、「詳
細設定」－［LAN側設定］、または「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－［Wi-Fi 詳細設定］の
変更後、［設定］をクリックするとブラウザからの応答がなくなる場合があります。その
場合は、いったんクイック設定Webを終了させて、以下の操作を行ってください。
・  有線接続している場合は、ETHERNETケーブルを抜き、約10秒待ってから差し直

してください。
・  Wi-Fi 接続している場合は、親機と子機とのWi-Fi 設定をし直して、接続を確立させて

ください。
その後、再度クイック設定Webを起動し（☛P2-5）、［保存］をクリックしてください。
（本商品の IPアドレスを変更した場合は、再度クイック設定Webを起動する際、変更し
た IPアドレスを入力してください。）
なお、［保存］をクリックせず、本商品の電源をOFFしたり、再起動したりすると、設定
値が失われますのでご注意ください。
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 □ 親機のバージョンを確認したい
 ● クイック設定Webで確認することができます。 
「情報」－［現在の状態］の［ファームウェアバージョン］で確認します。

 子機WF1200HP-Dのクイック設定Webに関するトラブル 

 □  子機WF1200HP-DのWWWブラウザの設定画面が表示されない
 ● パソコンと子機WF1200HP-Dのネットワークのアドレス体系が異なっている可能性が
あります。
 パソコンのネットワークの設定が「IP アドレスを自動的に取得する」になっていること
を確認してください。（☛P37）
 ●  子機WF1200HP-Dが親機に接続済みであれば、下記の手順でもクイック設定Webを
起動することができます。
 ①  DHCPサーバ機能を起動している場合は、いったん子機WF1200HP-Dの電源を切っ
て入れ直す

②  子機WF1200HP-Dが接続しているネットワークのアドレス体系を確認して（☛P6-19）
控えておく
控え欄

③ WWWブラウザを起動する
④ アドレス欄に「http://X.Y.Z.245/」を入力して、クイック設定Webのページを開く
 ※  「X.Y.Z」は②で確認したネットワークのアドレス体系です。 

例：②で確認したアドレスが「192.168.1.3」の場合 
→「http://192.168.1.245」と入力する

 ※  P6-5でIPアドレスの競合により子機WF1200HP-DのIPアドレスの末尾を「245」
以外に設定している場合は、設定したアドレスを入力してください。

⑤  次の画面が表示された場合は、画面にしたがって管理者
パスワード（任意の文字列）を決めて、控えておく

 ※  この画面は管理者パスワードが未設定の場合に表示さ
れます。

 ※  親機としてご使用になる場合も子機としてご使用にな
る場合も、管理者パスワードは共通となります。

 ※ 管理者パスワードは、本商品を設定する場合に必要と
なりますので、控えておいてください。忘れた場合は、
設定画面を開くことができず、本商品を初期化してす
べての設定がやり直しになります。
管理者パスワード控え欄

⑥  ⑤で控えた管理者パスワードを画面に入力し、［設定］をクリックする
⑦  ユーザ名とパスワードを入力し、［OK］をクリックする
 ※  「ユーザー名」（上段）には「admin」と半角小文字で

入力し、「パスワード」（下段）には⑤で控えた管理者
パスワードを入力してください。

⑧ クイック設定Webが表示される

（画面はWindows 8の
場合の例です。）
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6-1　トラブルシューティング

  らくらく無線スタート／らくらく無線スタートEXに関するトラブル 

 □ らくらく無線スタート／らくらく無線スタートEXが成功しない
 ● 親機の電源がONになっていることを確認する

 →OFFになっていたらONにしてください。 
親機のWi-Fi 動作モードが、子機の通信可能なモードに対応していることを確認してく
ださい。

 ● 親機のらくらくスタートボタンを長く押しすぎている
 →らくらくスタートボタンは、POWERランプが緑点滅状態になったらいったん放します。
手順にしたがってもう一度らくらく無線スタートを行ってください。

 ● ドライバが正しく入っていない
 →ご利用の子機の取扱説明書などを参照して、ドライバを正しくインストールしてくださ
い。

 ● らくらく無線スタートEXが正しくインストールされていない
 →サポートページから最新のらくらく無線スタートEXをダウンロードして、インストール
してください。

 ● 親機の暗号化が解除されている
 →クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－「Wi-Fi 詳細設定」で、親機の暗
号化設定を行ってください。

 ● 親機のMACアドレスフィルタリングの設定がいっぱいになっている
 →親機のMACアドレスフィルタリングの設定がいっぱいになっている場合はらくらく無
線スタートの設定ができません。クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－
「MACアドレスフィルタリング」で、設定を確認してください。

 ●  使用するネットワークにDHCPサーバとなる機器が存在しない状態で、親機がブリッジ
モードに設定されている
 →DHCPサーバとなる機器を設置してください。

 ● パソコンで ファイアウォール、ウィルスチェックなどが動作している
 →設定の前にファイアウォール、ウィルスチェックなどのソフトはいったん停止してく
ださい。設定が完了したらもう一度必要な設定を行ってください。

 ● パソコンに設定された固定 IPアドレスが親機のネットワーク体系とあっていない
 →パソコンの設定で「IPアドレスを自動的に取得する」もしくは「DHCPサーバを参照」
になっていることを確認してください。（☛P37）

 ● 古いバージョンのドライバやユーティリティがインストールされている
 →古いバージョンのドライバやユーティリティをアンインストールしてから、サポート
ページから最新のドライバやユーティリティをダウンロード・インストールしてくだ
さい。

 ● 子機の他にネットワークデバイス（LANボードなど）が動作している
 →ETHERNETインタフェースを搭載したパソコンの場合 LANカードおよび LANボー
ド機能を停止させてから、らくらく無線スタート／らくらく無線スタートEXで設定を
行ってください。

 ● らくらく無線スタートEXの場合、子機専用の設定ユーティリティなどが動作している
 →子機専用の設定ユーティリティはいったん停止してください。

 ● 親機と子機で使用可能な暗号化モードや暗号強度が一致していない
 →親機に子機で使用可能な暗号化モードや暗号強度を設定してください。AESに対応し
ていない子機を利用する場合親機の設定を変更する必要があります。

 ● どうしても設定できない場合は、手動で設定してください。Windows 8.1/8/7 および
Windows Vista の場合は、「Windows 8.1/8/7およびWindows Vista を「ワイヤレ
スネットワーク接続」で手動で設定する」（☛P3-14）で設定してください。
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 ご利用開始後のトラブル
 □ 時々通信が切れる
 □ 途中から通信速度が遅くなった
 □ 通信が切断されることがある

 ● ブロードバンドモデム側のトラブルシューティングをご確認ください。特にADSLモデ
ムに接続する場合はノイズ環境により左右されます。

 □ 使用可能状態において突然「IP アドレス192.168.10.XXXは、ハードウェアのアドレス
が .... と競合していることが検出されました。」というアドレス競合に関するエラーが表示さ
れた
 ●［OK］をクリックして次の手順で IPアドレスを取り直してください。なお、このエラー
が表示された場合、他のパソコンで同様のエラーが表示されることがあります。その場合
はエラー表示されたすべてのパソコンで IPアドレスを再取得してください。（☛P6-6）

 □ 前回はできたのにインターネット接続ができない（PPPoEルータモード、ローカルルータモー
ド共通）
 ● パソコンに IPアドレスが自動的に設定されるためには、パソコンよりも親機の方が先に
電源が立ち上がって装置内部の処理が完了している必要があります。
下記のどちらかの方法で確認してください。
a.   パソコンの電源を切り、再度パソコンの電源を入れる
  起動後、「IPアドレスの確認方法」（☛P2-4）を参照してパソコンの IPアドレスを確認す
る

b.  【IP アドレスの再取得】（☛P6-6）を行う

 □ 前回はできたのにインターネット接続ができない（PPPoEルータモードの場合）
 ● ブロードバンドモデム／回線終端装置の電源が入っていることを確認してください。
 ● ADSLモデムの場合、ADSLリンクが確立していることを確認してください。

 □ 前回はできたのにインターネット接続ができない（ローカルルータモードの場合）
 ● ブロードバンドモデム／回線終端装置の電源が入っていることを確認してください。
 ● ブロードバンドモデム／回線終端装置と親機の電源投入順序によっては親機のWAN側
IPアドレスが正しく取得できないことがあります。クイック設定Webの「情報」の［現
在の状態］で［IP解放］をクリックしてから［IP取得］をクリックして IPアドレスを更
新してください。

 □ 親機が正常に動作しないが、原因がわからない
 ● 設定に誤りがある場合があります。 
どうしても動作しない場合は、初期化して工場出荷状態に戻し、最初から設定し直してく
ださい。
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6-1　トラブルシューティング

 □ ネットワーク名（SSID）を忘れてしまった
 ● LANポートに有線で接続したパソコンから、クイック設定Webの「情報」－［現在の
状態］で確認してください。
 ● 工場出荷時のネットワーク名（SSID）は親機の側面に記載されています。

NECプラットフォームズ株式会社

親機

工場出荷時のネットワーク名（SSID）と暗号化キー

側面のラベル「ネットワーク
名（SSID）」には、上段にオー
ナー SSID、下段にゲスト
SSID の Wi-Fi 設 定 内 容
（2.4GHz・5GHz 別 の
SSID、暗号化モード、暗号
化キー）が表示されています。
なお、ゲストSSIDに接続す
るには、Wi-Fi 機能を有効に
設定する必要があります。

 □ 暗号化設定の暗号化キーを忘れてしまった
 ● LANポートに有線で接続したパソコンから、クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）
設定」－［Wi-Fi 詳細設定］で設定を確認してください。
 ● 工場出荷時の暗号化キーは親機の側面に記載されています。（☛上記）

 □  Wi-Fi 接続の状態が良好なのに通信できない
 ●【IPアドレスの再取得】（☛P6-6）を参照して、IPアドレスが取得できるか確認してください。
 ●  固定 IP アドレスでお使いの場合は、親機と子機に接続しているパソコンのネットワーク
のアドレス体系を一致させてください。（例：親機が192.168.10.1 のとき、子機は
192.168.10.XXX）
 ● 他の LANカードまたは、LANボードの機能を停止させてください。

 □  Wi-Fi 接続の状態が良好なのに速度が出ない
 ●  近くに隣接するチャネルを使っている人がいる、または「チャネル状況」には表示されな
いデジタルコードレス電話機、ワイヤレスマウス、ワイヤレスキーボード、Bluetooth
などの電波を放射する装置で電波干渉がある。
 → クイック設定Webを起動して「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－［Wi-Fi 詳細設定］の［Wi-Fi
機能設定］の［オートチャネルセレクト機能］で［使用する］のチェックを外し、「使
用チャネル」の番号を変更します。設定値の目安として、他のWi-Fi 機器が使用してい
るチャネルから4チャネル以上ずらすようにしてください。
 →本商品を中継機としてご使用の場合は（☛P5-2）、チャネル変更はできません。その場合、
再起動することでオートチャネル機能により状態が改善することがあります。

 ●  親機と子機が近すぎる
 →1m以上離してください。

 □ AVサーバなどのストリーミングをしていると画像が乱れたり音が飛んだりする
 ●  Wi-Fi 接続の状態が悪い（親機との距離が離れすぎている）

 →電波状態が良好となるところに移動してください。
 ●  電波干渉がある

 →チャネルを確認して、別のチャネルに変更してください。（☛上記）
 ● AVサーバのレートを低品質に下げてご利用ください。

 □ 無線 LANプリンタで印刷できない
 ● 無線 LANプリンタを共有したい場合は、無線 LAN内蔵パソコンと同一のネットワーク
名（SSID）に接続してください。
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 □  TVランプが点灯しない
 ● 親機がTVモードになっていない

 →親機は、下記いずれかの場合にTVモードとなり、TVランプが点灯します。
 a.  クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－「Wi-Fi 詳細設定」で、［TVモー

ド］を「使用する」に設定した場合
 b.  クイック設定Webの「Wi-Fi（無線 LAN）設定」－「Wi-Fi 詳細設定」で、［TVモー

ド］を「自動」に設定したうえで、TVモードに対応した機器とWi-Fi 接続した場合
 c.  子機 WF1200HP-D（または子機WF1200HP/WG1800HP/WG1400HP/

WR9500NまたはWL300NE-AG）と５GHzかつ拡張モードでWi-Fi 接続した場
合

 □ TVの画像が途切れる
 ● TVを見るための十分なスループットが得られていない

 →親機と子機を近づけてみてください。

 □ 親機のバージョンを確認したい
 ● 次の方法で確認できます。
・  クイック設定Webの「情報」－［現在の状態］の［ファームウェアバージョン］
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6-1　トラブルシューティング

 本商品が接続しているネットワークのアドレス体系を確認する
本商品が接続しているネットワークのアドレス体系は、下記の手順で確認します。
本商品の動作モードをブリッジモードでご利用になる場合は、ここで確認したアドレス
体系を使用してクイック設定Webを起動します。（☛P2-6）

Windows 8.1/8/7およびWindows Vista の場合

1 「Windows」キーを押しながら「X」キーを押し、表示された一覧から
［コマンドプロンプト］をクリックする
※  Windows 7/Windows Vista の場合は、［スタート］（Windowsのロゴボタン）
－［すべてのプログラム］－［アクセサリ］－［コマンドプロンプト］をクリッ
クします。

2 「ipconfig /all」と入力して、［Enter］キーを押す

3 表示された IPv4 アドレスを確認す
る
（画面例では「192.168.1.3」）

控え欄

（画面はWindows 8 の例です。）

OS X またはMac OS X の場合

1 アップルメニューの［システム環境設定］を開き、［ネットワーク］ア
イコンを選択する

2 ［Ethernet］を選択する
※ 本商品にWi-Fi 接続している場合は［Wi-Fi］（または［AirMac］）を選択して［詳
細］をクリックし、［TCP/IP］タブをクリックします。
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3 表示された IP アドレス（または
IPv4アドレス）を確認する
（画面例では「192.168.1.4」）

控え欄

画面は、OS X（v10.8）を例にし
ています。上記OS以外をご利用の
場合は、ご利用のOSマニュアルを
ご覧ください。

iOS の場合

1 「ホーム」画面の「設定」アイコンをタップする

2 設定メニューの「Wi-Fi」をタップする

3 接続中のネットワーク名（SSID）の右側にある［＞］または［  ］ボ
タンをタップする

4 表示された「IPアドレス」を確認する

控え欄
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7 メンテナンス
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7-1  バージョンアップする

各種ユーティリティやファームウェアを最新のものにバージョンアップすることによっ
て、本商品に新しい機能を追加したり、場合によっては操作を改善したりします。
※ファームウェアとは、本商品を動かすために組み込まれているソフトウェアのことです。

 ● ファームウェアのバージョンアップ中（約1分間）は絶対に本商品の電源を切らないでく
ださい。
 ●本商品では、電源を入れて起動した際に、ファームウェアのバージョンアップ情報を確認
して、バージョンアップの必要性が極めて高いファームウェアのみ、自動的にバージョン
アップを行う機能があります。 
バージョンアップ中は、POWERランプが橙点灯しますので、絶対に本商品の電源を切ら
ないよう、ご注意ください。
 ● ファームウェアをバージョンアップするときは、必要に応じてお客様が使用されているユー
ティリティなども最新のものにバージョンアップしてください。
 ● お使いの本商品用以外のファームウェアを使ってバージョンアップを行うことはできませ
ん。無理にバージョンアップを行うと、本商品が動作しなくなります。
 ● バージョンアップを開始する前に、パソコンのすべてのアプリケーションと、通知領域（タ
スクトレイ）などに常駐しているアプリケーションを終了させてください。

親機でバージョンアップする場合
親機でバージョンアップする場合は、以下のいずれかの方法で行ってください。
●ファームウェアのワンタッチバージョンアップ（☛下記）
●自動更新（オンラインバージョンアップ）（☛P7-3）
●時刻指定バージョンアップ（☛P7-4）
●ファームウェアをダウンロードして、バージョンアップする（☛P7-5）

 ファームウェアのワンタッチバージョンアップ
インターネットに接続された状態で、サポートページに新しいファームウェアが更新さ
れた場合に、クイック設定Webのメニュー画面に［ファームウェア更新］のボタンが
表示されます。
このボタンをクリックすることで、簡単にバージョンアップができます。
※  本機能は、常に本商品の電源がONになっており、かつインターネットに接続されている

必要があります。
 また、サーバ側の負荷分散のために更新情報の検出が数週間遅れる場合があります。
本サービスは、予告なく変更あるいは終了する場合があります。

 ●ファームウェアのバージョンアップ情報がある場合は、インターネット上のホームページ
を開く際に、バージョンアップ情報が自動的に告知されますので、画面の指示にしたがって、
本商品のバージョンアップを行うことができます。（ただし、自動告知画面が表示されるの
は、開こうとするホームページのURLがホスト名の場合のみです。）

 表示される例 ：http://www.biglobe.ne.jp/
 表示されない例 ：http://www.biglobe.ne.jp/xxx_xxx
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7-1　バージョンアップする

 自動更新（オンラインバージョンアップ）
クイック設定Webからファームウェアのバージョンアップを行うことができます。
※  本機能は、インターネットに接続できている必要があります。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「メンテナンス」－［ファームウェア更新］を選択する

3 ［更新方法］で［自動更新（オンライ
ンバージョンアップ）］を選択する

4 ［更新］をクリックする

5 次の画面が表示されるので、そのま
ましばらく待つ

本商品の電源は、絶対に切らないでください。
→  ACアダプタは取り外さないでください。

 

6 次の画面で、最新のファームウェア
バージョンの数字が新しい場合は、
［最新バージョンへ更新］をクリック
する
「現在のバージョン」と「最新のバージョン」
が同じ場合はここで終了です。
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7 ［OK］をクリックする

8 しばらくすると、画面に「ファームウェア更新中です。X分ほどお待
ちください。」と表示される

本商品の電源は、絶対に切らないでください。
→  ACアダプタは取り外さないでください。

 

9 ［OK］をクリックする

 時刻指定バージョンアップ
クイック設定Webで時刻を設定しておけば、定期的にファームウェアのバージョンアッ
プ情報を確認し、設定時刻から30分以内に、自動的にファームウェアをバージョンアッ
プすることができます。
以下の手順で設定します。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「メンテナンス」－［ファームウェア更新］を選択する

3 ［時刻指定バージョンアップ］の［時刻指定バージョンアップ機能］の［使
用する］にチェックを入れる

4 バージョンアップの時刻を設定する

7-4



7-1　バージョンアップする

5 ［設定］をクリックする

6 ［保存］をクリックする

 ファームウェアをダウンロードして、バージョンアップする
サポートページから、ファームウェアをダウンロードしてバージョンアップを行うこと
ができます。

1 サポートページから対象機種を選択する

2 ［バージョンアップ］をクリックする

3 内容をよく読んでご利用になるファームウェアをダウンロードし、バー
ジョンアップする
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 子機WF1200HP-Dでバージョンアップする場合
子機WF1200HP-D でバージョンアップする場合は、以下のいずれかの方法で行って
ください。
●ファームウェアのワンタッチバージョンアップ（☛下記）
●自動更新（オンラインバージョンアップ）（☛P7-7）
●ファームウェアをダウンロードして、バージョンアップする（☛P7-9）

 ファームウェアのワンタッチバージョンアップ
インターネットに接続された状態で、サポートページに新しいファームウェアが更新さ
れた場合に、子機WF1200HP-Dのクイック設定Webのメニュー画面に［ファームウェ
ア更新］のボタンが表示されます。
このボタンをクリックすることで、簡単にバージョンアップができます。
※  本機能は、常に本商品の電源がONになっており、かつインターネットに接続されている

必要があります。
 また、サーバ側の負荷分散のために更新情報の検出が数週間遅れる場合があります。
本サービスは、予告なく変更あるいは終了する場合があります。
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7-1　バージョンアップする

 自動更新（オンラインバージョンアップ）
子機WF1200HP-Dのクイック設定Webから、バージョンアップを行うことができます。
※  本機能は、インターネットに接続できている必要があります。

1 下記の手順で子機WF1200HP-Dのクイック設定Webを起動する
①  子機WF1200HP-D が接続しているネットワークのアドレス体系を確認して
（☛P6-19）控えておく
控え欄

②WWWブラウザを起動する
③  アドレス欄に「http://X.Y.Z.245/」を入力して、クイック設定Webのページを開く
※ 「X.Y.Z」は①で確認したネットワークのアドレス体系です。
 例：①で確認したアドレスが「192.168.1.3」の場合
 →「http://192.168.1.245」と入力する
※  P6-5で IPアドレスの競合により子機WF1200HP-Dの IPアドレスの末尾を「245」以外
に設定している場合は、設定したアドレスを入力してください。

④  ユーザ名とパスワードを入力し、［OK］をクリッ
クする
※  「ユーザー名」（上段）には「admin」と半角小文字
で入力し、「パスワード」（下段）にはP3-44で控えた管
理者パスワードを入力してください。

⑤ クイック設定Webが表示される

2 「メンテナンス」－［ファームウェア更新］を選択する

3 ［更新方法］で［自動更新（オンライ
ンバージョンアップ）］を選択する

4 ［更新］をクリックする
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5 次の画面が表示されるので、そのま
ましばらく待つ

本商品の電源は、絶対に切らないでください。
→  ACアダプタは取り外さないでください。

 

6 次の画面で、最新のファームウェア
バージョンの数字が新しい場合は、
［最新バージョンへ更新］をクリック
する
「現在のバージョン」と「最新のバージョン」
が同じ場合はここで終了です。

7 ［OK］をクリックする

8 しばらくすると、画面に「ファームウェア更新中です。X分ほどお待
ちください」と表示される

本商品の電源は、絶対に切らないでください。
→  ACアダプタは取り外さないでください。

 

9 ［OK］をクリックする
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7-1　バージョンアップする

 ファームウェアをダウンロードして、バージョンアップする
サポートページから、ファームウェアをダウンロードしてバージョンアップを行うこと
ができます。

1 サポートページから対象機種を選択する

2 ［バージョンアップ］をクリックする

3 内容をよく読んでご利用になるファームウェアをダウンロードして、
バージョンアップする
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7-27-2   初期化する

初期化とは、本商品に設定した内容を消去して工場出荷時の状態（初期値）に戻すこと
をいいます。本商品がうまく動作しない場合や今までとは異なった使いかたをする場合
は、本商品を初期化して最初から設定し直すことをお勧めします。
※  初期化してもお客様がバージョンアップしたファームウェアはそのままです。

親機で初期化する場合
親機で初期化する場合は、以下のいずれかの方法で行ってください。
なお、初期化すると、本商品の親機としての設定内容も、子機としての設定内容もすべ
て初期値になります。
※  初期化の際は、P7-11の「お願い」も参照してください。
●クイック設定Webで初期化する（☛下記）
●RESETスイッチで初期化する（☛P7-11）

   クイック設定Webで初期化する

1 RT/BR/CNVモード切替スイッチをRT側にする

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

RT/BR/CNVモード切替スイッチ

2 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

3 「メンテナンス」－［ 設定値の初期化］を選択する

4 ［設定値の初期化］をクリックする

5 ［OK］をクリックする
親機が再起動します。

●  ルータモードで、クイック設定Webによる初期化を行った場合、再起動後は自動的に本商
品の工場出荷時の IP アドレス（192.168.10.1）で、クイック設定Web画面が開く場
合があります。 
Internet Explorer をご利用で［JavaScript 無効］と表示されて画面が開かない場合は、
いったん画面を閉じて開き直すか、「JavaScript の設定を確認する」（☛P40）を参照して、
インターネットオプションの設定を変更してください。7-10



7-2　初期化する

  RESETスイッチで初期化する
親機のRESETスイッチを使って初期化します。RESETスイッチは、側面にあります。

1 親機のPOWERランプが緑点灯していることを確認する
電源を入れ直した場合や電源を入れた直後の場合は、40秒ほどお待ちください。

2 RT/BR/CNVモード切替スイッチをRT側にする

MO
DE

RT
BR

CN
V

らく
らく

スタ
ート

RT/BR/CNVモード切替スイッチ

3 親機の側面にあるRESET スイッチ
を細い棒状のもの（電気を通さない
材質のもの。つまようじの先など。）
で押し続け、POWERランプが赤点
滅をはじめたら放す
POWERランプが赤点滅するまで約6秒～
10秒かかります。

 RESET
スイッチ

4 親機からACアダプタのプラグをいったん取り外したあと、10秒ほど
待ってから再び差し込み、1分ほど待つ
※  親機の側面（表）ランプが一斉に緑点滅したあと、POWERランプが緑点灯した
ら初期化が完了します。

以上で初期化は完了です。

 

 ● 親機の設定を初期化した場合、管理者パスワードの設定もクリアされ、パケットフィルタ
などの設定も初期値に戻りますので、初期化後に必ず再設定してください。
 ●親機は工場出荷時に、ネットワーク名（SSID）、暗号化キーが設定されています。初期化
するとネットワーク名（SSID）、暗号化キーの設定も工場出荷時の設定（親機の側面に記載）
になります。工場出荷時の暗号化設定を変更して使用している場合は、初期化する前にク
イック設定Webの［メンテナンス］－［設定値の保存＆復元］にて現在の設定内容を保存
し、初期化後に同設定画面にて復元することをお勧めします。
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 子機WF1200HP-Dで初期化する場合
子機WF1200HP-Dで初期化する場合は、以下のいずれかの方法で行ってください。
なお、初期化すると、本商品の子機としての設定内容も、親機としての設定内容もすべ
て初期値になります。（子機WF1200HP-Dの初期値はP7-13参照。）

●クイック設定Webで初期化する（☛下記）
●RESETスイッチで初期化する（☛P7-13）

  クイック設定Webで初期化する

1 子機WF1200HP-Dのクイック設定Webを起動する（☛P3-43）

2 「メンテナンス」－［設定値の初期化］を選択する

3 ［設定値の初期化］をクリックする

4 ［OK］をクリックする
本商品が再起動します。

5 ［OK］をクリックする
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7-2　初期化する

 RESETスイッチで初期化する

1 子機WF1200HP-Dの電源が入っていない場合は、電源を入れてから
40秒ほど待つ

2 子機WF1200HP-D の側面にあ
るRESETスイッチを細い棒状の
もの（電気を通さない材質のもの。
つまようじの先など。）で押し続
け、POWERランプが赤点滅をは
じめたら放す
POWER ランプが赤点滅するまで約 6
秒～10秒かかります。

 RESET
スイッチ

3 子機WF1200HP-D からACアダプタのプラグをいったん取り外し
たあと、10秒ほど待ってから再び差し込み、1分ほど待つ
※  子機WF1200HP-D の側面（表）ランプが一斉に緑点滅したあと、POWERラ
ンプが緑点灯したら初期化が完了します。

以上で初期化は完了です。

 ■子機WF1200HP-Dの初期値
子機WF1200HP-Dを初期化すると、次のような設定になります。

設定項目 初期値

Wi-Fi 設定 ネットワーク名（SSID） 未設定

暗号化モード 暗号化無効

暗号化キー 未設定

無線クライアントモード 拡張モード

送信出力 100%

管理者設定 管理者名 admin

管理者パスワード 未設定
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7-3   メンテナンスバージョンアップ機能
の停止方法

メンテナンスバージョンアップ機能の停止方法は、次のとおりです。
メンテナンスバージョンアップ機能についての詳細は、P5をご確認ください。

1 クイック設定Webを起動する（☛P2-5）

2 「詳細設定」－［その他の設定］を選択する
ブリッジモードの場合は、「基本設定」－［基本設定］を選択します。

3 ［補助設定］にある［メンテナンスバー
ジョンアップ機能］の［使用する］
のチェックを外す

4 ［設定］をクリックする

5 ［保存］をクリックする
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8-1

 WF1200HP-Dハードウェア仕様

項　目 諸元および機能 備　考

WAN
インタ
フェース

物理
インタフェース

8ピンモジュラージャック
（RJ-45）×1ポート

インタフェース WANポート
100BASE-TX/10BASE-T ＊1

Auto MDI/MDI-X
対応

伝送速度 100Mbps/10Mbps ＊1

全二重 /半二重 全二重 /半二重

LAN
インタ
フェース

物理
インタフェース

8ピンモジュラージャック
（RJ-45）×3ポート

スイッチングHUB
× 3ポート

インタフェース 100BASE-TX/10BASE-T ＊1 Auto MDI/MDI-X 対応

伝送速度 100Mbps/10Mbps ＊1

全二重 /半二重 全二重 /半二重

無線LAN
インタ
フェース

IEEE802.11ac 周波数帯域 /
チャネル

［W52］
5.2GHz 帯（5,150-5,250MHz）：
36/40/44/48ch
※屋内限定

［W53］
5.3GHz 帯（5,250-5,350MHz）：
52/56/60/64ch
※屋内限定

［W56］
5.6GHz 帯（5,470-5,725MHz）：
100/104/108/112/116/120/124/
128/132/136/140ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式 /
搬送波数［HT20］56、［HT40］114、
［HT80］242
MIMO（空間多重）方式

伝送速度＊2 最大867Mbps（HT80の場合）＊3
（自動フォールバック）

8-1  製品仕様
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8-1　製品仕様

項　目 諸元および機能 備　考
無線LAN
インタ
フェース

IEEE802.11n 周波数帯域 /
チャネル

2.4GHz 帯（2,400-2,484MHz）：
1～13ch

［W52］
5.2GHz 帯（5,150-5,250MHz）：
36/40/44/48ch
※屋内限定

［W53］
5.3GHz 帯（5,250-5,350MHz）：
52/56/60/64ch
※屋内限定

［W56］
5.6GHz 帯（5,470-5,725MHz）：
100/104/108/112/116/120/124/
128/132/136/140ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式 /
搬送波数［HT20］56、［HT40］114
MIMO（空間多重）方式

伝送速度＊2 2.4GHz 帯
5.2GHz 帯（W52）
5.3GHz 帯（W53）
5.6GHz 帯（W56）
最大300Mbps（HT40の場合）＊4
（自動フォールバック）

IEEE802.11a 周波数帯域 /
チャネル

［W52］
5.2GHz 帯（5,150-5,250MHz）：
36/40/44/48ch
※屋内限定

［W53］
5.3GHz 帯（5,250-5,350MHz）：
52/56/60/64ch
※屋内限定

［W56］
5.6GHz 帯（5,470-5,725MHz）：
100/104/108/112/116/120/124/
128/132/136/140ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式 /
搬送波数52

伝送速度＊2 54/48/36/24/18/12/9/6Mbps
（自動フォールバック）

IEEE802.11g 周波数帯域 /
チャネル

2.4GHz 帯（2,400-2,484MHz）：
1～13ch

伝送方式 OFDM（直交周波数分割多重）方式 /
搬送波数52

伝送速度＊2 54/48/36/24/18/12/9/6Mbps
（自動フォールバック）
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項　目 諸元および機能 備　考
無線LAN
インタ
フェース

IEEE802.11b 周波数帯域 /
チャネル

2.4GHz 帯（2,400-2,484MHz）：
1～13ch

伝送方式 DS-SS（スペクトラム直接拡散）方式

伝送速度＊2 11/5.5/2/1Mbps
（自動フォールバック）

アンテナ 送信2×受信2（内蔵アンテナ）

セキュリティ SSID、MACアドレスフィルタリング、ネットワーク分離機能、
WEP（128bit）、WPA-PSK（AES）、WPA2-PSK（AES）、
WPA/WPA2-PSK（TKIP）、WPA/WPA2-PSK（AES）
※  WEPはWEP専用SSIDのみサポート
※  IEEE802.11ac、IEEE802.11n ではWPA-PSK（AES）、
WPA2-PSK（AES）、WPA/WPA2-PSK（AES）のみの
対応

ヒューマ
ンインタ
フェース

状
態
表
示
ラ
ン
プ

POWER 電源通電状態表示

ACTIVE 親機モード時ネット通信状態表示＊5
子機（CONVERTER）モード時Wi-Fi 接続状態表示＊5

2.4GHz 2.4GHz モードWi-Fi 通信状態表示＊5

5GHz 5GHz モードWi-Fi 通信状態表示＊5

TV TVモード通信状態表示＊5

CONVERTER 親機・子機状態表示

WAN リンク確立状態表示＊5

LAN1～3 リンク確立状態表示＊5

スイッチ らくらくスタートボタン×1
RESETスイッチ×1
RT/BR/CNVモード切替スイッチ×1

動作保証環境 温度0～40℃　湿度10～90％ 結露しないこと

外形寸法 約33（W）×97（D）×146（H）mm 突起部除く

電源 AC100V± 10%　50/60Hz ACアダプタ使用

消費電力 8W（最大）

質量（本体のみ） 約0.2kg ACアダプタを除く

VCCI VCCI クラスB

＊1：  本商品を快適にご利用いただくには、100BASE-TX、100Mbps の方式での接続を推奨し
ます。

＊2：  規格による理論上の速度であり、ご利用環境や接続機器などにより実際のデータ通信速度は
異なります。

＊3： ご利用環境によっては、HT80/HT40/HT20モードが自動で切り替わるため、クワッドチャ
ネルを ｢使用する｣ に設定しても、HT20などで接続する場合があります。

＊4：  ご利用環境によっては、HT40/HT20モードが自動で切り替わるため、デュアルチャネルを
「使用する」に設定しても、HT20で接続される場合があります。

＊5：  ECOモード中は消灯します。
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8-2 マニュアルで使用している用語に
ついて

本商品のマニュアルで使用している用語について解説します。
別名で呼ばれている場合もありますので、その例も記載しています。

※用語は、あいうえお順／アルファベット順で並んでいます。
マニュアルで
使用している用語 説明 別名例

暗号化キー Wi-Fi セキュリティを高めるための暗号化を行う
鍵のこと。

セキュリティキー
パスフレーズ
ネットワークキー
パスワード
 WEPキー

 親機 無線 LANアクセスポイントのこと。
無線 LANアクセスポイントとは、無線 LAN端
末を接続するための電波を中継する機器を指す。
本商品WF1200HP-Dは、ルータ機能を搭載し
た無線 LANアクセスポイント。

 無線 LANアクセスポイント
無線 LAN親機

 子機 無線 LAN端末のこと。
パソコンに装着してWi-Fi 接続機能を提供する
アダプタや、Wi-Fi 接続機能を内蔵したパソコン
などの端末を指す。
子機（CONVERTER）モードのWF1200HP-D
も該当する。

 無線 LAN端末
無線 LAN子機

回線終端装置 ADSLや FTTH、CATVなど広帯域で高速な通
信を提供する回線・サービスに接続するために、
コンピュータの信号と回線の信号を通信可能な
信号に変換する装置。

FTTH回線終端装置

ブロードバンド 
モデム

ADSLモデム
CATVケーブルモデム

プロトコル 通信規約。システム（コンピュータやネットワー
ク）どうしが正しく通信できるようにするため
の約束ごと。

ルータ 複数のネットワークを相互に接続し、データの
転送先や経路を選択する装置。

CATV Cable Television の略。ケーブルテレビ。
従来のテレビのようにアンテナで電波を受信す
るのではなく、通信ケーブルに映像／音声をの
せるテレビ放送。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol の略。
コンピュータを TCP/IP ネットワークに接続す
る際に、IP アドレスなど必要な情報を自動的に
割り振る方法。
 DHCPクライアント機能はWAN側から IP ア
ドレスを自動的に取得する機能で、 DHCPサー
バ機能は LAN側のパソコンに自動的に IP アド
レスを割り当てる機能。

DNS Domain Name System の略。
ドメイン名と IP アドレスを関連付けているシス
テム。これによりドメイン名で宛先指定しても
通信可能となる。
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マニュアルで
使用している用語 説明 別名例

 ESS-ID ステルス
機能
（ SSID の隠蔽）

Wi-Fi 機器が、通信するお互いを識別する IDと
してネットワーク名（SSID）がある。このネッ
トワーク名（SSID）が一致しないとWi-Fi 通信
ができない。一般にネットワーク名（SSID）は
検索することができるが、他のパソコンからの
アクセスに対し、ネットワークの参照に応答し
ないようにすることができる。

ANYプローブ応答禁止
SSIDの隠蔽

FTTH Fiber To The Homeの略で、光ファイバーを
利用して超高速の通信環境を提供するサービス。

IPアドレス インターネット接続などのTCP/IP を使ったネッ
トワーク上で、コンピュータなどを識別するため
の番号。32bit の値をもち、8bit ずつ 10 進法
で表した数値を、ピリオドで区切って表現する
（例：192.168.10.10）。

LAN Local Area Network の略。
本書では、本商品の宅内側（パソコンなどを接続
している側）を LAN側と呼ぶ。

PPPoE PPP over ETHERNETの略。ADSLなどの常
時接続型サービスで使用されるユーザ認証技術。
ETHERNET上でダイヤルアップ接続（PPP接
続）と同じように利用者のユーザ名やパスワー
ドのチェックを行う。

UPnP Universal Plug and Play（ユニバーサルプラ
グアンドプレイ）の略で、XML技術をベースに
開発された、ネットワーク機器どうしの相互自
動認識方式。
ユニバーサルプラグアンドプレイ（UPnP）とは、
デバイスのプラグアンドプレイ（PnP）機能を
ネットワークに拡張したもので、パソコンから
ルータなどのネットワーク・デバイスやサービ
スの検出と制御を可能にする。

WAN Wide Area Network の略。
本書では、本商品のインターネット側（インター
ネットに接続している回線側）をWAN側と呼ぶ。

 Wi-Fi Wi-Fi 機器の相互接続性を、米国の業界団体Wi-Fi 
Allianceが認証したことを示す名称。
本書では無線LANのことを示す。無線LANとは、
無線を使用した LAN のことで、規格として、
「 I E E E802 . 11a c」「 I E E E802 . 11n」
「 I E E E 8 0 2 . 11 a 」「 I E E E 8 0 2 . 11 g」
「IEEE802.11b」などがある。

無線 LAN
ワイヤレス LAN
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 よくあるお問い合わせ
 本商品の接続や設定について、よくあるお問い合わせ内容をまとめました。
お問い合わせの前にご確認ください。

No.1 設定は完了したが、インターネットに接続できない
● ACTIVE ランプがゆっくりとした緑点滅（1秒間隔）していませんか
 →  「トラブルシューティング」の「症状：ACTIVE ランプが遅い緑点滅、速い緑点滅を繰

り返している」（☛P6-8）参照
● 本商品に接続したブロードバンドモデムの電源入れ直しをしましたか
 →  「つなぎかたガイドB」のSTEP「らくらくネットスタートでブロードバンド回線の設

定をしよう」の注2参照
 →  「トラブルシューティング」の「ACTIVE ランプが緑点灯しない」の「●他のブロード

バンドルータやパソコンに・・・」（☛P6-9）参照
No.2 インターネットに突然接続できなくなった
● POWERランプが緑点滅し、他のランプが消灯していませんか
 →  ECO モードが起動されていると、Wi-Fi 通信が利用できなくなる場合があります。

また、LANポートの通信速度が10Mbps 以下で動作します。（☛P5-4）参照
No.3 設定変更したいが、クイック設定Webが開かない
● ACTIVE ランプが、橙点灯もしくは橙点滅していませんか
 →  「ブリッジモードの場合」（☛P2-6）参照
No.4 ゲーム機や無線 LAN内蔵パソコンと接続できない
●  ゲーム機や無線LAN内蔵パソコンのメーカから、親機の設定情報が必要といわれた
 →  親機の工場出荷時のネットワーク名（SSID）と暗号化キーは、親機の側面に貼ってあ

るラベルに記載されています。
  ※  子機WF1200HP-D側面のラベルではありませんので、ご注意ください。

NECプラットフォームズ株式会社

親機

工場出荷時のネットワーク名
（SSID）と暗号化キー

側面のラベル「ネットワーク名（SSID）」には、上
段にオーナーSSID、下段にゲストSSIDのWi-Fi
設定内容（2.4GHz・5GHz別のSSID、暗号化モー
ド、暗号化キー）が表示されています。なお、ゲス
トSSIDに接続するには、Wi-Fi 機能を有効に設定
する必要があります。

 ※  上記を参照しても設定できない場合は、ゲーム機や無線 LAN内蔵パソコンのメーカへ
お問い合わせください。

●  Wi-Fi 設定中、セキュリティ キーまたはパスフレーズの入力画面が出てきたが、何を入力
すればよいかわからない

 →  親機の暗号化キーを入力します。親機の工場出荷時の暗号化キーは、親機の側面に貼っ
てあるラベルに記載されています。（☛上記）参照

● 設定方法がわからない
 →  Windows 8.1/8/7およびWindows Vista の場合は、「ワイヤレスネットワーク接続」

で設定してください。（☛P3-14）参照 
なお、本商品の工場出荷時のネットワーク名（SSID）と暗号化キーは、側面に貼って
あるラベルに記載されています。（☛上記）参照

No.5 新しいパソコン（2台目以降）を購入した
● 設定方法がわからない
 →  「つなぎかたガイドB」のSTEP「親機にWi-Fi 接続しよう」参照
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● 本商品で使用しているソフトウェアについて
本商品で使用しているソフトウェアのライセンス条文は、サポートページに公開されてい
る「 ユーザーズマニュアル」を参照してください。

● 電波障害自主規制について
この装置は、クラス B情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的
としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信
障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

VCCI-B

● 輸出する際の注意事項
本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり外国の規格などには準拠しておりま
せん。本製品を日本国外で使用された場合、弊社はいっさい責任を負いません。また、弊
社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技術サポートなどは行っておりません。
本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、
関連する輸出管理法等をご確認の上、必要な手続きをお取りください。

● 廃棄方法について
この商品を廃棄するときは地方自治体の条例に従って処理してください。詳しくは各地
方自治体にお問い合わせ願います。

● ご注意
（1） 本書の内容の一部または全部を無断転載･無断複写することは禁止されています。
（2） 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（3）  本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り･

記載もれなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。
（4）  本商品の故障・誤動作・天災・不具合あるいは停電などの外部要因によって通信な

どの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失につきましては、当社は
いっさいその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

（5）  セキュリティ対策をほどこさず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむをえない事情
によりセキュリティの問題が発生してしまった場合、当社は、これによって生じた損
害に対する責任はいっさい負いかねますのであらかじめご了承ください。

（6）  せっかくの機能も不適切な扱いや不測の事態（例えば落雷や漏電など）により故障
してしまっては能力を発揮できません。取扱説明書をよくお読みになり、記載され
ている注意事項を必ずお守りください。
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